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　　　　　１




　夏は暑い。そんなもんは常識だ。暑くない夏なんてそりゃ夏じゃない。まがいもんだ。きっと夏に化けた別の季節だ。

　その年の夏も、セオリー通りに暑かった。

「あちょ～～」

　縁えん側がわにのべ～～って横になって、マコトはぼやいた。

　カンフーにこってる訳じゃない。

　あちょ～～ってのは暑いよ～の進化系なのだ。

『暑いよ』『あち～よ』『あちょ～よ』をへて、最終的に『あちょ～』になったのだ（ど～でもいいことだけど）。

　夏も真っ盛りの夏休み。

　つい先日まで、クーラーのきいた部屋でメロンソーダー飲みながらゲームを猿になってやるって生活を送ってたマコトだけど…………。

　悲劇は起こった。

　クーラーがぶっ壊れたのだ。

　悲劇はそれだけじゃなかった。電器屋に電話をかけたところ、仕事がたて込んでて来られるのは三日後との話だったのだ。

　ひまわり市は四し方ほう八はつ方ぽうを山に囲まれた盆ぼん地ちだから熱がこもりやすい。日中は殺人的な気温を記録することだってある。

　クーラーなしの生活は、さながら電子レンジに放り込まれたような感かん触しよくだ。

「僕、このまま溶けてしまうかもしれん」

　ものすごく真ま顔がおでそんなこと呟つぶやくマコトに影がさした。

　目を開けると、自分を覗のぞき込む涼すず葉はの顔があった。

「大丈夫でござるか？　マコト様」

　涼葉は近くに落っこちてたうちわを持ち上げるとぱたぱたとマコトをあおいだ。

「洗せん濯たく物ものを取り込み終わったら、かき氷を作るでござるよ」

　春日かすが家の物置きに詰め込まれてたかき氷機。クーラーが生きてた頃に見向きもされなかったこの装置だけど、今のマコトにとっちゃ結婚したいランキング・ナンバー１の相手だ。

「まったく」

　よっこらしょっと上半身を持ち上げると、マコトは激しく愚ぐ痴ちった。

「ど～～してこんな暑いんだよ！」

「夏だからでござる」

　涼すず葉はは言った。実にその通りの答えだ。

　そんな涼葉を見てると、暑いだの溶けるだの言ってる自分が何だかとっても情なさけなくなってくる。

　だけど暑い。暑いもんは暑い。だからしょ～がない。

「涼葉は暑さに強いんだな」

「当たり前でござる。忍しのびが暑さぐらいでへばる訳がないでござる」

　そこで、涼葉はコホンと咳せき払ばらいした。

「ま、例外はいるでござるが」

　ちょうどその時、例外がのっそりと部屋に入って来た。

　もと血ち桜ざくらの抜ぬけ忍にん、血桜かなでその人だ。

　マコトはその姿に思わず石せつ化かした。

　世紀末的に薄着だったのだ。ぶっちゃけほとんど下着姿すがただ。ざっと見積もっても肌はだ色いろの占せん有ゆう率が90パーセントを超えてる。

「あついです～～～」

　バッタリ倒れ込むかなでに、涼葉の怒ど号ごう砲ほうが飛んだ。

「かなで！　何でござるかその破は廉れん恥ちな格かつ好こうは！」

「え～～～だって暑いじゃないですか。だから少しでも涼しくなろうかなって……」

「だからじゃないでござる！　さっさとこれを着るでござる！」

　取り込んだ洗せん濯たく物ものの中からＴシャツを引っ張り出すけど……。

「暑いからいやです」

　かなではプイってそっぽ向いた。

　涼葉のこめかみにバッテンが浮かび上がった。さすがの涼葉も暑さでちょっぴり怒りっぽくなってるようだ。

「だったら力づくでも着させるでござる！」

「いや～～～ん」

　毎度おなじみの二人の追いかけっこが始まった。忍にん者じやの追いかけっこだから普通じゃない。壁を走ったり天井にへばりついたりする壮そう絶ぜつな追いかけっこだ。

「暑いのによくやるよ」

　マコトがため息一つ吐き出した。と、ピンポーンって玄関のチャイムが聞こえる。

「よっこらしょっと」

　マコトはなけなしの体力をふり絞しぼって立ち上がると、うちわをぱたぱたさせながら玄関へと向かった。

「どうぞ～～」

　ドアを開けて入って来たのは白いワンピース姿の女性だった。

　マコトは驚いた。

「側そば之の小こう路じセンパイ！」

　マコトの通う向日葵ひまわり高校の三年生。側之小路桃とう香かだ。

　その美び貌ぼうと髪の毛がさらさらする度たびに発生するマイナスイオンに、めろめろになっちゃった男子は両手両足使つかったって数え切れない。

　そして何を隠かくそうこの美人は、過去からタイムスリップして来て現代で育ったっていう戦国時代のお姫様なのだ。

「お久しぶりでございます。マコト兄様」

　桃香はゆっくりと微笑ほほえんだ。また癒いやし系けいのオーラがほとばしった。思わずクラってくるくらいだ。

　伸び切ったＴシャツに短パンのパジャマっていう自分の格かつ好こうが、何だか急に恥ずかしくなった。

「すみません。こんな格好で」

「いいんですよ。気になさらないでください」

　くすって笑ってから、桃とう香かは尋たずねた。

「それよりマコト兄様。今日はおヒマですか？」

「はあ、おヒマですけど」

「よかった。それなら、プールへ行きませんか？　ウォーターアイランドに」

「ああ、遊園地に新しく出来たっていう」

　隣となり町まちにある遊園地。そこに大きなプール施設がオープンしたって話をマコトは思い出した。

　流れるプールとかウォータースライダーとか波の出るプールとか普通のプールとか、そんなもんがてんこもりらしい。

「いかがですか？」

「そりゃ、行きたいですけど………」

　少しだけ苦にが笑わらいする。

「何て言うか……先立つものがちょっと」

「お金のことはご心配なさらなくてもかまいません。私がお誘いするんですもの」

　思わず飛びつきたくなるお誘いだけど、マコトはあえて奥歯を嚙かみ締めた。

　桃香がすんごいお金持ちっていったって、その財力に甘えるのはちょっとどうかと思った。

　それに、一度そういった金銭的援助を受けてしまったらもう後には引けないぞって恐さもある。

　なんてったってこの桃香は、マコトと結ばれるのが自分の運命だって言い切っちゃってるお方なのだ。

　それ自体は天に舞い上がっちゃうくらい嬉うれしいことだけど、素直に喜べないとこもある。

　桃香の本当に好きなのは、マコトじゃないってことだ。戦国時代の若わか殿との様、藤ふじ嵐あらし誠せい之の進しんのことが好きなのだ。マコトは単なるそっくりさんなのだ。

　そこんとこが、ど～～もマコトには納なつ得とく出来ないとこなのだ。

「気持ちは嬉しいんですけど。遠えん慮りよします。おごってもらうってのはやっぱりよくないと思うので」

「マコト様」

　桃香は言った。

「もし友達の家にプールがあったとして、その友達に入りに来ないかと誘われたらいかがなさいますか？」

「そりゃありがたく行くかな」

「ならそれと同じです」

　桃香はにこやかに微笑ほほえんだ。

　目をぱちくりさせるマコトに、桃香の後ろにひかえてた時とき田たさんが口を開く。

「あの遊園地は、側そば之の小こう路じグループの系列ですから」

　しばらく、マコトは開いた口が閉まらなかった。

「まじっすか」

　開いた口から、そんなセリフがこぼれ出た。

「ですから、行きませんか？」

　ちょっぴりすがるような目だ。こんな目をされると男ってのはどうしよ～もないのだ。

「それじゃお言葉に甘えて、プールに」

「え！　プール!!」

　玄関脇わきの出窓を開けて、かなでが外から飛び込んで来た。ちなみに服装はまだ下着だ。涼すず葉はとの戦いはまだ終わってないようだ。
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「プールって何のことですか？　ねえねえ、マコトさん」

「え、ああ。側之小路センパイがプールに連れてってくれるって」

「え～～～、本当ですか！　やったぁぁぁ」

　ぴょんと飛び跳ねた。

「あ、待っててくださいね。すぐ準備しますから。え～～っと、水着水着」

「ああ、かなでさん。ちょっと待ってって」

　たとえ拡声器使つかって耳元で叫んだって気がつかないだろう。かなでの頭の中はもうプールで一いつ杯ぱいなのだ。振ればちゃっぷんちゃっぷん音がするはずだ。

「かまいません。みんなで行きましょう。涼葉お姉ちゃんも一緒に」

「いいんですか？」

「はい。それでは、外の車の中で待っているので、準備が終わりましたらいらしてください」

　軽く一礼して、桃とう香かは玄関を出ていった。

　次の瞬間、水泳バッグを手にしたかなでが廊下を走ってくる。おでかけ服を着込み、準備は万ばん全ぜんのようだ。

「それじゃ、アタシは車で待ってるんで。マコトさんも早く準備して来てくださいよ」

　それだけ言うと、風のように家を飛び出して行った。

　マコトはしみじみと呟つぶやいた。

「音速を超えたかもしれんな」

　涼葉が窓から飛び込んでくる。

「かなで！　大人おとなしくこれを着るでござる！」

「かなでさんはちゃんと着替えて出て行ったよ。側之小路センパイの車の中にいるって」

「桃もも姫ひめ様がいらっしゃられたでござるか？」

「ああ」

　マコトは手て短みじかに状況を説明した。

「という訳なんだけど、涼すず葉ははどうする？」

「マコト様が行くと言うのであれば、拙せつ者しやはどこへでもお供ともするでござる」

「よし」

　マコトはにっかり微笑ほほえんだ。

「それじゃウォーターアイランドへ行こう。涼葉」

　鼻はな歌うた歌いながら階段へ向かうマコト。涼葉もその後を続く。と、その表情が強こわばった。

「何者！」

　隠かくし持ってた手しゆ裏り剣けんを、窓の外に向かって構える。

「ど、ど～～した？」

　緊きん迫ぱくする空気、しかし手裏剣を持った涼葉の手がゆっくりと下りる。

「何だ、鳥でござるか」

　窓のすぐ外の木に止まってた鳥が、ばさばさ飛び立った。

「しかし、変わった鳥でござったな」

「ありやオウムだよ」

「オウム？」

「ああ、どっから逃げ出したのかな？」

　ちょっと考えたけど、すぐに止めた。

「まあいいや。それよりプールだプール」

　かなでほどじゃないものの、マコトの頭だってプールで一いつ杯ぱいだった。

　振ればぴちょぴちょ音がするくらいに。

　そのオウムが、ただのオウムじゃないってことに気がつくマコトじゃなかった。
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　みーんみーんみんみんみんみんみん

　ひまわり市外はずれの山では、ミンミンゼミがけたたましく鳴いていた。思わずはったおしたくなるようなやかましさだった。

　そんな山の中にある、ぼろっとした廃はい工場。

　こここそが、過去からやって来ちゃった極ごく悪あく忍にん者じや集団、血ち桜ざくら忍にん群ぐんのアジトだった。

　そして、アジトは今日も暑かった。

「しかし、今日も蒸むすな」

　工場脇わきの日陰でうちわでばたばたやりながらそう呟つぶやくのは、血桜忍群副ふく頭とう目もく、血桜虎牙ベンガルだ。

　相変わらずいかつい顔をしてる。この顔で泣かした子供は数知れずだ。

　その隣ではいつも一生懸けん命めいな下げ忍にん達がぐで～～って伸びてた。

「あるばいとの予定のないせっかくの休みだというのに、こうも暑くてはやってられんわい」

「虎牙ベンガル様。あれが欲しいですね？　こうくるくる回ると風が出る機械」

「ああ、せんぷう機という奴やつだな」

　バイト先の建築場のプレハブ事務所で見た扇せん風ぶう機きを虎牙は思い浮かべた。

　思わず、いかつい顔が緩んだ。

「あれはいい。ぜひともここにも一つ欲しいものだ」

「このさい買ってしまいませんか？」

「そうだな。アルバイトの金が少したまったし、一つくらいは買えないこともないだろう。そうすれば夏も過ごしやすく……」

　って考えた虎牙だったけど、慌あわてて首を振った。

「いかんいかんいかん。そんなことを言ってる場合ではない。我らの悲願は誠せい之の進しんの子し孫そんである春日かすがマコト、奴を倒すことだ。その悲願を果たさぬ前に楽をすることを考えてどうする！　亡なき鯱しやち肌はだ丸まる様、修しゆ羅ら菊ぎく様に申し訳がたたん！」

　牙きばの突き出た口をへの字に曲げた。

「心しん頭とうを滅めつ却きやくすれば火もまた涼し！　夏もまた冬のごとし！　分かったな」

　虎牙は唇を引き結ぶと目を閉じた。心頭を滅却したようだ。

　さすが体育会系けいの申もうし子ご達だ。下げ忍にん達も続いて心頭を滅却する。

　５秒後、全員そろって溶けた。

　心頭を滅却したって、二十一世紀の日本の夏は暑くてたまらなかった。

「虎牙様。でしたら早く春日マコトを倒してしまいましょう。そして扇風機を買いましょう！」

　下忍達の悲痛な叫びだった。もはや扇風機を買うことが悲願とすり替わってる。困ったもんだ。

「しかしな、わに太た朗ろう様のお言葉もあるし」

　虎牙ははあってため息を吐き出した。

　忍にん者じや達を前に、わに太朗が言った言葉が頭に思い浮かぶ。




『これから先、ボクの知らないところで襲おそうことは許さないから。もし襲ったりなんかしたら承しよう知ちしないからね。大だい嫌きらいになっちゃうからね』




「春日マコトの最さい期ごをこの目でしかと見届けたい。きっとそんな本意が隠かくされてると思い喜んだが…………あれから早はや三カ月か。何度奇き襲しゆうを提案してものらりくらりと逃げ回ってしまわれる」

　虎牙や下忍達はそろって頭を抱えた。

「いっそ我らだけで勝手に討うってしまうというのはどうですかね？　街で偶然に出会って切りかかって来たから仕方なく倒したということにして」

「止めておけ。わに太た朗ろう様がそんなことで納なつ得とくするはずがなかろう」

「そうでございますね」

　また、重々しい空気が流れた。

「せめて、わに太朗様と春日かすがマコトの奴やつめが同じ場所にいてくれたら、まだ言い訳はしやすいのかもしれぬがな。少なくともわに太朗様の知らぬところで戦う訳ではないのだから」

　だけど、世の中そんなうまくいかないことは十分すぎるくらい分かってた。

「は～～～～」

　虎牙ベンガルがごつごつとしたため息を吐き出した………と。

　一羽の鳥がぱしゃぱしゃとやって来て、積まれた鉄骨の上にちょこんと乗っかった。

　鮮やかな色彩に大きなくちばし。そう、オウムだ。

「なんだ、あの毒々しい色の鳥は？」

「あ、あれは毛け田だ五ご郎ろう様の鳥でございます」

「毛田五郎の？」

「森に迷っていたのを毛田五郎様が見つけて世話をしていました。九きゆう官かん鳥ちようと同じく人じん語ごを喋しやべる鳥だそうです。忍しのび鳥どりに仕立てて春日マコトの偵てい察さつをさせてたはずですが」

「ぬわんだと！」

　虎牙は鼻息を荒くした。

「ということは、あの鳥は春日マコトの動きを探ってきたということなのか？」

「おそらく」

「よし、敵を知って損はないからな。鳥！　こっちへ下りて来い！　そして聞いてきたことを話せ！」

　虎牙がオウムに声を飛ばすと、オウムはくいっと首をひねった。

　そして口を開いた。

『バカバカマヌケバカバカマヌケ』

「くぅぅ、鳥の分ぶん際ざいで！　許せん！」

　迷わず、炭すみ火びを起こし始める虎牙を下げ忍にん達が慌あわてて押し止めた。

「虎牙様！　お止めください！」

「落ち着いてくださいって虎牙様！　そんなことしたら余よ計けいに暑くなってしまいます！」

「どうかお願いですから！」

　下忍達の必死の説得で、虎牙は焼鳥を諦あきらめた。

　苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔つきで、言った。

「おい、毛田五郎はどこだ？　奴に話をさせるぞ」

「毛田五郎様は、成なし遂とげなくてはならぬことがあると言い三日ほど前から山に籠こもられて」

「く～～、肝かん心じんな時に」

　虎牙ベンガルが思わず歯は嚙がみした直後だ。

　ごそごそって音がした。

　そして、クマがのっそりと現れた。

　思わず各自忍にん者じや刀とうに手をかけるけど、抜きはしなかった。

　クマの背中にぐったりと横たわる人物に気がついたからだ。

「毛け田だ五ご郎ろう！」

　忍者達の目の前まで来ると、クマはその場にうずくまった。

「ただいま、戻りました」

　横たわってた人物がゆっくりとクマの背中を下りた。

　人のよさそうな顔つきの小こ柄がらな忍者だ。

　だけど侮あなどっちゃいけない。彼こそが、ケモノ使いの異名を持つ血ち桜ざくら忍にん群ぐん中ちゆう忍にん、血桜毛田五郎なのだ。

　大たい抵ていのケモノであれば短期間で調教し手足のように使いこなすという恐ろしい能力の持ち主だ。

　本題に入る前に、虎牙は思わず尋たずねた。

「毛田五郎。森で一体何なにをしていたのだ？」

「ふふふふ、ご覧らんください。虎牙様」

　毛田五郎は背中のムチを引き抜いた。

　そしてビシってムチを鳴らした。

　茂みの中から、イノシシやらタヌキやらキツネやらウサギやらネズミやらがぞろぞろと出てきた。

　クマもくわわって全員が一ひと塊かたまりになる。

「やれ！」

　毛田五郎の合図で、獣けもの達たちは二本足で立ち上がりダンスを踊り始めた。

　ちゃらっちゃちゃらりらちゃらりらちゃらん！

　ダンスを終えた動物達は、一礼するとまた森へと戻って行った。

　シ～～ンとした沈ちん黙もく。

「毛田五郎よ」

　虎牙は、静かに言った。

「お前が成なし遂とげなければならないことってのはもしかして今の……」

　尋ねるまでもなかった。

　毛田五郎の顔には、一つの偉い業ぎようを成し遂げた男の笑みが浮かんでいた。

「よくやった、お前達……それでこそ我がすいーとあにまるず」

　それだけ呟つぶやくと、毛田五郎はぱったりと倒れた。

　再び沈ちん黙もくに浸ひたる中、虎牙ベンガルは思った。

　ど～～して、血う桜ちにはこういうみょ～～な連れん中ちゆうが多いんだろう。

　下げ忍にんはそうでもないが、中ちゆう忍にん上じよう忍にんとつれておかしい奴やつが占める割合がどんどん高くなっていく。

　きっと、人並み外れた技や力を手に入れるために、人間としての良識とか一般常識とかいうのを捨ててしまってるのだろう。

　それはそれで悪いことじゃない。忍にん者じやにとって大切なのは技と力と忠ちゆう誠せい心しんだ。ほかのもんを捨てて強くなれるならばどんどん捨てればいい。

　だけど、調子にのって全員がぽいぽい捨てたらえらいことになってしまう。

　ズバリ、血ち桜ざくらバカ集団だ。

　恐れられる存在から、笑われる存在へと様さま変がわりしてしまうだろう。

　わしだけはこうならないように気をつけねば。

　強く心に刻みつけてから、本来の目的をぶつけた。

「おい！　毛け田だ五ご郎ろう！　力尽つきてる場合じゃない。お主ぬしの放った忍しのび鳥どりが戻って来たんだ。春日かすがマコトの言葉を聞いているかもしれん。吐かせてくれ」

「………うう、もっとそこで腰をひねるんだ。そんなんじゃ舞台には立てないぞ」

　うわ言で意味分かんないこと言う毛田五郎を、でっかな掌てのひらで往復ビンタした。

「寝るな～～～！」

　ばちこ～～んばちこ～～～ん！

　逆ぎやく効果だった。

　毛田五郎の意識はあっけなく死んでしまった。

「あ～～あ、やりすぎちゃった」

　下忍の一人が呟つぶやいた。

「だ～～～～」

　腹立ち紛まぎれに、呟いた下忍をばちこ～～んばちこ～～んやってる時だった。

　不ふ意いにオウムが羽をばたばたし始めた。

「どうしたんだ？」

「さあ、もしかしたら。虎牙様の平手打ちの音がムチの音に聞こえてびっくりしたとか」

　叩たたかれなかった下忍が言った。

『ウォーターアイランドニイコウスズハ！　ウォーターアイランドニイコウスズハ！』

「うおーたーあいらんど？　何だそれは？」

「虎牙様。この間あいだ事務所の壁に張ってあった写真です！　ほら、遊園地とかいうとこに出来たっていう水遊びをするための娯ご楽らく施設」

「おお、分かったぞ！」

　虎牙ベンガルが頷うなずいた。

「ウォーターアイランドに行こう涼すず葉は。恐らく春日かすがマコトの言葉だな。そうか、奴やつらはウォーターアイランドへ行くのだな。ふむふむ」

　虎牙はにんまりと牙きばを剝むき出して笑った。

「これは僥ぎよう倖こうかもしれんぞ」

「と言うと？」

「新しい物好きのわに太た朗ろう様のことだ。一ひと声こえかければ喜んでそのウォーターアイランドへ向かわれるだろう。つまり……」

「春日マコトと同じ場所！」

「そうだ！　ついに春日マコトを討うち果たすことが出来る！」

　虎牙は泣いた。亡なき主しゆ君くんの仇かたきを討てることに涙を流した。

　下げ忍にん達も泣いた。これで扇せん風ぶう機きが買えるってことに涙を流した。

「よし、そうと決まれば急がねば。お前達はわに太朗様を捜しこのことを伝えろ。無論、春日マコトのことは言うな」

「御ぎよ意い。ではその後ご我らも支し度たくを」

「待て。大勢で行くことはない。気取られてしまうのがオチだ」

「では、わに太朗様と二人で行かれるのですか？」

「いや、三人だ」

　虎牙は不敵に笑った。

「水と言ったら、あやつしかないだろう」

「まさか!!」

　下忍達の間を、緊きん張ちようが秒速３６５メートルで突っ走る。

　虎牙は、凄すご味みのある声で言った。

「泥どろブナを連れて行く！」




　ちなみに、そんな計画がたてられてる中、血ち桜ざくら忍にん群ぐん頭とう目もく、血桜わに太朗がどこで何をしてたかと言うと。

　森で虫を採とっていた。

「わ～～～ぃ、こんなに一いつ杯ぱいカブト虫が採れたぞ～～～」

　暑さなんてなんのその。忍にん者じや服ふくの懐ふところ一杯にカブト虫を詰め込んで、ほくほく顔で森を飛び回る。

「わ、わに太朗様、お待ちください」

「わ、わに太朗様！」

　護ご衛えいのオロチとミカゲの二人が、ちょっとへばってた。
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　男子更こう衣い室しつから、マコトはぺたぺたと出てきた。

　目の前に広がるのは水の楽園、ウォーターアイランドだ。

　時とき田たの運転するリムジンで、連れて来てもらったのだ。

　夏休み、真夏のオアシスを求めて、たくさんの人々が集まってた。

「さてと、大丈夫だろうけど一いち応おう準備運動をしとかないとな」

　いっちにいっちにってマコトが体を動かし始めると……。

「マコトさ～～～ん」

　って声が後ろからやって来た。

「来たか」

　って後ろを振り向いたマコトは、思わずゴクって喉のどを鳴らした。

　かなでが手を振りながらこっちへ走ってくる。想像はしてたけどやっぱりダイナマイツだ。

　水泳の授業の時、かなでの水着姿すがたにクラスの男子達が雄叫おたけびを上げてるのが頷うなずける。

「………待てよ」

　マコトは気がついた。かなでの着てる水着が普段のとは違うものだってことにだ。

　いつもはスクール水着だ。水泳の授業があるからって安いのを買ったのだ。なのに今着てるのはどう見たってそれじゃない。ビキニだし花はな柄がらだし。

　どおりでいつもにも増して威い力りよくが高い訳だ。

「かなでさん。ど～～したのそれ？」

「あははは、この水着と浮き輪ですか」

　笑いながらかなでは言った。

「桃とう香かさんが貸してくれたんです。スクール水着じゃ寂しいでしょうって。ど～～ですかこれ」

　ぐいっとかなでが胸を張った。

　人類が追い求めてる膨ふくらみが、ばいんって揺れた。

　マコトは頰ほおを染めてそっぽ向いた。

「い、いいんじゃないの。似に合あってると思うよ」

「本当ですか！　嬉うれしい！」

　かなでがマコトに抱きついてきた。

　かなでのハグハグ攻撃は珍しいことじゃない。嬉しいことがあるとすぐ抱きつく。涼すず葉ははもちろんクラスの女子もその被害にあってる。

　マコトも、何度かこのハグハグ攻撃をくらったことはあるけれど、こんなきわどい姿でのハグハグ攻撃は初めてだった。

　膨ふくらみが、ダイレクトに押しつけられる。その威い力りよくは計り知れない。

「のああああああああああ」

　ってなことやってる時だった。

「何をやってるでござるか！」

　救いの一いち撃げきで、膨らみの呪じゆ縛ばくからマコトは解放された。

「危ない危ない。もう少しで意識を失うところだった」

　暑さのせいだけじゃなくじっとりとにじんだ額ひたいの汗をぬぐってから、マコトは顔を動かした。

「来たか。涼すず葉は………」

　下がりかけたマコト君体たい温おん時計が、また上昇した。

　かなでと同じく、涼葉の水着もスクール水着じゃなかった。ビキニでパレオでファッショナブルなものだ。

　そりゃかなでに比べると膨らみという点においては負けてるけど、それでもスレンダーな体型は十分に見応えがあるものだ。

　生なま卵たまご突っ込めそうな顔して見つめるマコトに、涼葉は少しだけ頰ほおを染めてうつむいた。

「拙せつ者しやは、いつもの水着でいいと言ったでござるが……かなでが」

「涼葉さんってば人ひと前まえでこんな肌はだをさらすなどとか言ってなかなか着てくれないんですよ。でも着てよかったじゃないですか。すっごく似に合あってますよ。ねえ、マコトさん」

　…………………。

「マコトさん！」

「え？　ああ」

　ちょっと違う世界に行っちゃってたマコトが、かなでの声でなんとかこっちの世界に戻って来た。

「涼葉さんの水着姿すがた似合ってますよね」

「あ、ああ。うん。いいんじゃないかな。うんうん、似合ってる似合ってる」

　壊れたロボットみたく首を上下にかくかく動かした。

「そ、そうでござるか」

　涼葉が顔を真っ赤にしてうつむく。そんな仕し種ぐさもなんだか新鮮で、マコトは慌あわてて視線を外した。

「ところで、側そば之の小こう路じセンパイは？」

「すみません。お待たせしてしまい」

　桃とう香かがやって来た。

　最終兵器の登場に、マコトは敗北を悟さとった。

「あ～～、桃香センパイもかわい～～」

　ぴょんぴょん飛び跳ねてから、かなでがにこにこ顔でマコトのこと覗のぞき込んだ。

「ねーねー、マコトさん」

　無む邪じや気きな顔して、とんでもないことを言い出した。

「三人の中の誰の水着が一番似に合あってますか？」

「こら、かなで！　何をバカな質問を……」

　たしなめる涼すず葉はだけど、その実、興味シンシン丸だったりする。

　三人の視線が、マコトに向けられた。

　答えを待つ視線だ。

　マコトにとっちゃ死んでと言われてるようなものだ。

「それは………それはだな」

　しばし口をもごもごさせてから、マコトは決めた。

「お、泳ごう！」

　プールに向かって走り出すマコト。言うまでもなく逃亡したのだ。

「あ～～、もうマコトさんってば～～」

　追いかけるかなで。それに続く涼葉と桃とう香か。

　夏のプールには青春が一いつ杯ぱいだった。
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　それからしばらくが経過した後。

　浮き輪を腰に、男子更こう衣い室しつから飛び出して来る水泳パンツの少年がいた。

「わ～～～～い」

　頭の天てつ辺べんをちょこんと縛しばった男の子だ。元気さと無む邪じや気きさが溢あふれ出てる。

　そう、血ち桜ざくら忍にん群ぐん頭とう目もく、血桜わに太た朗ろうその人だ。

「うわ～～～すっごいな～～～」

　目の前に広がる水の楽園に、わに太朗はつぶらな瞳のプールに星ほし屑くずを一いつ杯ぱいに浮かべた。

　森をかけ回って虫を採とってたら、下げ忍にん達がやって来た。虎牙ベンガルがプールに連れてってくれるとのことだ。もちろん飛び上がって喜んだ。お子様だから好こう奇き心しんは旺おう盛せいなのだ（ちなみに、オロチとミカゲは暑さと疲労でダウン中。アジトの日陰で横になってる）。

　そして、みんなでバスに乗ってここまでやって来たのだ。

「わ～～～いわ～～い」

　実に無邪気に喜ぶわに太朗の姿に、周りの人々が微笑ほほえんだ。

　だけどすぐに微笑めなくなった。

　男子更衣室から出てきた男のせいだ。

「わに太た朗ろう様、お待ちくだされ。わに太朗様」

　って出てきたのは、ごつくていかつい男だ。

　顔の恐さは危険レベルだ。悪あく役やく商会だって尻尾しつぽ巻いて逃げ出すこと間違いなしだ。

　しかも、体は傷だらけ。とどめとばかしに背中にはドカンとでっかく吠ほえる虎の刺青いれずみだ。

　ど～～見たって真面まともな商売してる人とは思えない。あっちの業界の人だ。そ～にしか見えない。

　周りにいた人々が蜘く蛛もの子を散らすように逃げていった。

　そんなことはちっとも気にせず、虎牙ベンガルはわに太朗のもとへとやって来た。

「何があるか分かりませぬ。わに太朗様。この虎牙より離れぬよう」

「あはは、大丈夫だって。ボクもう泳げるようになったんだから。去年の夏に泥どろブナに教えてもらったんだよ。こうやってばちゃばちゃばちゃって」

　わに太朗はその場で手を動かしてみせた。クロールだか平泳ぎだか犬かきだか溺おぼれてるんだか、何だかよく分からない手の動きだ。きっと忍にん者じや流の泳ぎなのだろう。

「泥ブナと言えば、奴やつはどこですかな？　確かわに太朗様とご一緒だったはずですが」

「あれ？　途中まで一緒だったはずなのにな」

　わに太朗と虎牙は辺りをきょろきょろ見渡した。

　そしてその人物を発見した。

「あ、泥ブナ！」

　炎えん天てん下かの中、一人の男が倒れてた。すっかり干ひからびてしまってた。世界で一番ミイラに近い人になっている。

「ど、泥ブナぁぁぁぁぁ!!」

　虎牙は慌あわてて男を抱え上げると近くのシャワーへ連れて行き水を浴びせた。

　干からびてた男、血ち桜ざくら忍にん群ぐん中ちゆう忍にん、血桜泥ブナは、降り注そそぐ水に元気を取り戻した。

「か、体が乾いて………おで……死ぬかと………思った」

「お前はカエルか」

　呆あきれたように息を吐き出す虎牙だけど、それは仕方がないことだって分かってた。

　血桜泥ブナ。物もの心ごころついた頃よりずっと水の中で生活している忍しのびだ。従ってこと水中戦に関してはとてつもない力を発はつ揮きする。

　敵から、水の魔ま物ものとまで言われた存在なのだ。

　ただ、そんな魔物も、陸の上では全くこれっぽっちも使い物にならない。三歩歩いただけで疲れてしまい、さらに体が乾いただけでダメージをくらうっていう困った体質なのだ。

「ねーねー、早く行こ～～よ～」

　うずうずして仕方ないわに太朗が、虎牙の手を引っ張る。

「我々もすぐに向かいまするゆえ、わに太朗様はお先に。目の届くあの辺りにいてくだされ」

「うん、分かった」

　こっくり頷うなずくと、わに太た朗ろうはぱたぱた走っていった。

　子供用の浅いプールでぱちゃぱちゃやってるわに太朗を確認してから、虎牙ベンガルは泥どろブナに顔を向けた。押し殺した声で囁ささやく。

「泥ブナ。春日かすがマコトの顔は分かっているな？」

「ちゃんと…………覚えた」

「よし、ならばお前はこれより単独で行動し、春日マコトを捜し出せ。わしはわに太朗様の相手をしておるからな」

「………虎牙……さま」

　泥ブナは、爬は虫ちゆう類るいみたいな気持ち悪い目を細めて言った。

「見つけたら………やってもいいか？」

「………………ああ」

　虎牙が頷いた。

「水の魔物と恐れられるお前の力とくと見せてやるがいい」

「わ、分かった」

　にたって泥ブナは笑うと、ぺたぺたと走り出す。そして近くの流れるプールに飛び込んだ。

　しゅばばばばばばば！

　すごい水しぶきが走り、そして消えていった。人々が思わず「…………」ってしちゃうくらい素早い動きだ。

「さすがだな」

　虎牙は思わず唸うなった。

「いくら草くさ影かげのくノ一いちといえども、水を得た泥ブナを敵にするのは少々酷こくであろう。勝負は決まったようなものだな」

　ボスキャラのように、虎牙はくっくっくと笑った。

「さ、それにせっかく高い金を払って来たのだ。少しは楽しまないと」

　虎牙だって、水浴びは楽しみなのだ。これでこの暑さから逃れることが出来る。

　顔に似に合あわない弾はずむような足取りでプールへと向かう虎牙だったけど、後ろから声をかけられる。

「すみません」

　振り返ると、係員が数名徒と党とうを組んで立っていた。

「何か？」

　係員達は、意を決したように裏返った声を張り上げた。

「い、刺青いれずみをしている方は御ご遠えん慮りよ願っているのですが」

「…………………」

　虎牙の夏はあくまで暑かった。
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　そのプールには水が流れていた。そりゃそうだ。流れるプールだから流れなきゃまがいもんだ。

　くねくねとした流れるプールは、のんびりとするにはもってこいの場所だ。浮いてるだけでいろんな景色が眺ながめられて面白い。

「ふ～～～」

　そんな流れに、マコトは乗っかってた。

　大きな浮き輪に座るようにして尻をはめ込む。流れるプールでは一般的なポーズだ。

　こうやってると、あれだけ大だい嫌きらいだった夏も多少は仲良くしてやってもいいかなって気分になってくるから不ふ思し議ぎだ。

　そんなこと思いながら、ふと辺りを見渡した。

　見事にカップルだらけだ。

　やっぱり仲良く出来ないなってマコトは思った。

　と、じゃばって音がして、マコトの側そばからかなでが姿を現した。

「マコトさん。そろそろ交代の時間ですよ」

　浮き輪を交代で使ってるのだ。

「もう少しだけ待ってよ。そうだな、あのポールまで」

「も～～～」

　頰ほおをぽんぽんに膨ふくらめて、かなでは浮き輪にしがみついた。

「ところで、涼すず葉はと側そば之の小こう路じセンパイは？」

「涼葉さんなら、向こうの競泳用のプールに行きました。何でも最近少し運動不足だから全力で泳いで来るって」

「運動不足……ね」

　マコトは思わず苦く笑しようした。あれだけ運動しておいて運動不足もないものだって思ったのだ。

「側之小路センパイは？」

「さあ、さっきまでは一緒にいたんですけどね。きっとトイレか何かですよ」

　ものすごくてきと～にかなでは言った。

「それよりもうポールですよ。交代してくださいってば。マコトさん。ずるいですよ」

「もう少し、あそこの噴ふん水すいまで」

「マコトさん！」




　傍はた目めから見ればまるでふざけ合ってる恋人のような二人。

　そんな二人の姿を、顔を半分だけ水面から出して見つめる影があった。

　血ち桜ざくら泥どろブナだ。

　陸の上とはうって変わったいきいきとした顔つきで二人のこと見つめてた。

「み……つけた。かすがまこと」

　ごぼごぼと、水の中で泥ブナは叫んだ。

　泥ブナはそっと掌てのひらを水面に出した。そして勢いよく手で水を切った。

　シュバ！

　切られた水の飛沫しぶきが、まるで刃やいばのように飛んで行く。

「いや～～、ボールがいきなり！」

「何だ、どうした？　オレの浮き輪が……」

　ボールやら浮き輪やらが切り裂かれ、悲鳴が湧わき起こった。

「くっくっくっく」

　泥ブナは笑った。

　これこそ、数ある泥ブナの忍にん術じゆつの中でももっとも恐ろしいと噂うわさされる水カマイタチの術なのだ。

　泥ブナの手で飛ばされた水が、鋭い刃となり敵に襲おそいかかるのだ。信じられないけど本当のことなのだ。

　他にも、水に潜もぐって敵の足の裏をこちょこちょくすぐる忍術とか、ストローでお尻のとこに空気を吹き入れて、オナラ疑ぎ惑わくを持ち上げる忍術とかいろいろあるのだけれど、破は壊かい力りよくという点においてはこの水カマイタチの術が一番だ（あたりまえだ）。

　泥ブナは、そっと水に手を当てた。そして、マコトの首くび筋すじに狙いを定めた。




「マコトさん。マコトさんってば。もう交代してくださいよ。ねえってば」

「ん～～～、あと少し。あそこの時計のとこまで行ったら交代するから」

「も～～、さっきからそればっか」

　かなではぷくって膨ふくれた。

「だったらいいもんね。アタシにだって考えがありますから」

　じゃぼんってかなでは水に潜った。

「あれ？　冗じよう談だんだったのにな。ま、いっか」

　のんびりとマコトは空を見上げた。




「今だ！」

　泥ブナが素早く水を切った。切られた水は刃となりマコトの首筋めがけて突っ込んでいく。

　泥ブナは確信した。このプールの水が真っ赤に染まることをだ。

　そしてそれは実現した。

　ただ、泥どろブナの予定とは、詳しよう細さいがほんの少しばかし違ってた。




「うわ！！！！」

　突然浮うき輪わをひっくり返され、マコトは水の中に落っこちた。

　ごぼごぼごぼごぼごぼごぼ。

「あはははは」

　飛び出してくるかなでの胸の辺りを、きらめく何かが飛んでった。

「浮き輪を独り占めするからですよ～だ」

　と、その時だ。

　かなでの水着が、ハラリと落っこちた。ダイナマイツな膨ふくらみ二つが、ぽろんとこぼれ出た。

　ぶしゅ～～～～!!

　居合わせた男達の鼻血で、プールが赤く染まった。
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「何よ！　鼻血なんか流して！」

「信じられない！」

「き～～～！」

　女達は、鼻血を流す恋人を殴なぐりつけた。

　おかげでさらに、流血度が増した。

　血の池地じ獄ごくになるのに、さほど時間はかからなかった。

「プハ!!」

　なんとか水中からカムバックして来たマコトは繰り広げられる惨さん状じように目をぱちくりさせた。

「一体何なにがどうなったんだ？」

「さぁ、さっぱり分かりません」

　切れたヒモをきゅっきゅって縛しばって、かなでが言った。

　もちろんこの惨さん劇げきの原因が自分にあるってことに気がつく彼女じゃなかった。

「それよりマコトさん。涼すず葉はさんとこに行きましょ。なんかここ大変そ～だから」

「そ～～だな」

　二人はよっこらしょっと流れるプールを上がった。

　まだバトルは続いていた。

「夏だから、みんな怒りっぽくなってるのかな？」

　そんなこと呟つぶやき、マコトはその場を後にした。




「まさか、おでの水みずカマイタチをかわすとは………」

　口をぱくぱくさせる泥どろブナだったけど、すぐにギザギザの歯を嚙かみ締めた。

「なら、もう一回………だ」

　今ならまだ水カマイタチの攻撃範はん囲いだ。

　再び水カマイタチを打ち出そうと構える泥ブナだったけど。

「何よあんたなんか！　もう別れてやる～～!!」

　飛んで来たビーチチェアが泥ブナの側そく頭とう部ぶに激げき突とつした。

　ど～～してそんなもんが飛んで来るのか、泥ブナには分からなかった。

「恐るべし………かすがまこと………」

　それだけ呟くと、泥ブナはぶくぶくと水の底に沈んでいった。
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　競泳用プールを、すごい勢いで泳ぐ一人の娘の姿があった。

　その速度に、見物してる人々からも思わず感かん嘆たんの息が漏れる。

　何度か往復すると、娘はプールサイドへと上がった。

「涼葉さ～～～ん」

　顔を上げると、マコトとかなでがぺたぺたやって来るところだった。

「マコト様、何事もなかったでござるか？」

「う～～～ん」

　マコトは一いつ瞬しゆん返事に苦しんだ。

　流れるプールの血の惨さん劇げきのことを思い浮かべたのだ。

　だけどまあ、マコト自身には直接被ひ害がいはなかった訳だし、何事もなかったと言ったっていいだろう。

「まあ何事もなかったかな」

「そ～ですよ。涼すず葉はさんってば何を心配してるんですか。こんなとこに血ち桜ざくらの人達が来るはずがないじゃないですか」

　笑うかなでの斜め前方を、わに太た朗ろうがわ～～いって通り過ぎた。

「あれ？」

　かなでは目ぱちくりさせた。

「ど～～したの？　かなでさん」

「いえ、何でもないです。気のせいですね。きっと」

　かなではまた笑った。細かいことは気にしないお気楽極ごく楽らくな性格なのだ。

「それより涼葉、側そば之の小こう路じセンパイはどこ？」

「え？　マコト様とご一緒ではないでござるか？」

「まさかまた誘ゆう拐かいとか」

「まっさか」

　かなでが笑い飛ばした。

「きっとトイレかどっかですよ」




　時計台の陰から、桃とう香かは見つめてた。

　その視線の先には、マコトら御ご一いつ行こうがいる。

「マコト兄様と仲良くなろうと思って計画したのに」

　はあってため息を吐き出す。

「どうして私はこうなのかしら」

　いざ、マコトの前に行くと緊きん張ちようして思うように喋しやべれないのだ。それに、かなでや涼葉のことを押しやる勇気もない。

「マコト兄様と二人きりになれたらな」

　桃香がそう呟つぶやいた時だ。

「お嬢じよう様、私達にお任せください」

　唐とう突とつに声がかけられた。

　見ると、すぐ脇のプールからざばって上がって来る男がいた。

　今時珍めずらしいつなぎの水着にゴーグルをつけた老人。紳しん士しっぽいその老人は言うまでもなく時とき田たさんだ。

　さらに隣から出てくるのはスクール水着のおかっぱそばかすの娘。

　彼女の名前は青あお山やまモエ。側そば之の小こう路じ邸ていでメイドをやってる娘だ。

「時とき田た！　モエ！」

「お嬢じよう様の不ふ憫びんなお姿、この時田、陰より拝はい見けんしておりましたぞ」

　涙を拭ぬぐいながら、時田は言った。

「うう、見てましただ」

　えらくなまった声で、モエも言った。

「お嬢様。春日かすが殿をペアスライダーへ誘いなさるといいだよ」

「ペアスライダー？」

「いかにも、二人一組で滑る新型のウォータースライダーでございます。二人の距離が縮まること間違いなしでございます」

「でも、私に出来るかしら」

「ガッツですだ。お嬢様！」

「そうね、ガッツよね」

　桃とう香かが拳こぶしを握り締めた。

「いくわ」

「がんばれがんばれお嬢様」

「負けるな負けるなお嬢様」

　二人のやかましい声援を受けて、桃香は旅立った。




「あの」

「あ、側之小路センパイ。どこいってたんですか？」

「それは……」

　まさかかなでや涼すず葉はに気き後おくれして陰から見てたなんてことは言えない。

「少し用事がありまして」

　桃香はその言葉で誤ご魔ま化かした。

「それよりマコト兄様、これからこれから……」

　ともすれば逃げ出したくなるのを堪こらえて、桃香は叫んだ。

「ペアスライダーに行きませんか！」

「ペアスライダーって？」

「そ、それは………」

　もじもじする桃香に代わって、かなでが答えを口にした。

「二人一組でやる滑り台ですよ。ほらほら、あそこあそこ」

「ああ、あのでっかい滑り台か」

「すっごい楽しいらしいですよ」

「そっか、ならやっときたいよな」

　桃とう香かは、かなでに思わず感謝した。

　だけど、それはほんの一瞬の感謝だった。

「じゃ、マコトさん行きましょ！」

　マコトの手をぐいって引っ張ると、かなでは足早に進み出す。

「ちょ、ちょ、ちょっと、かなでさんってば」

　二人は行ってしまった。

　私の………せい一いつ杯ぱいの勇気が…………。

　桃香はがっくりと肩を落とした。

「桃もも姫ひめ様、参りましょうか」

「…………はい」




「あああ、せっかくのお嬢じよう様の勇気ですたのに！」

　モエが嘆なげいた。

「仕方ありません。こうなったら最後の手段です」

　時とき田たがぱちっと指を鳴らした。

　ざばざばと音をたててプールから上がってくる連れん中ちゆうがいた。時田と同じようなシマシマ水着の集団だ。ミラクルに怪しい。

「時田さ、この人達はいってえ」

「側そば之の小こう路じグループ諜ちよう報ほう部の者達です」

「えええええええ！」

　モエが大げさに驚いた。

「産業スパイ対策のため、また内部犯罪の調査のため、決して表おもてには出ない影の諜報部ぶ署しよがあるとは聞いておったけんど、まさか本当だったなんて」

　モエはそこでハッとした。

「もすかして、もすかして時田さが」

「いかにも、社長お付の運転手は仮の姿。その真の姿は、諜報部部長、コードネーム、ジェントルクロック。それが私なのだ!!」

　拳こぶしを振り上げて、時田は絶ぜつ叫きようした。

　すごいんだかすごくないんだかよく分からないけど、インパクトだけはあった。

「行け！　諜報部員達エージエントよ！　お嬢様と春日かすが殿が一緒にペアスライダーで滑れるよう工作するのだ」

「は！」

　諜報部員達が動き出した。

　セコい任務だけど、文句を言う連れん中ちゆうはいなかった。

　ある意味、血ち桜ざくらと並ぶ体育会系けいなのかもしれない。
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「滑り台！　滑り台！　滑り台ったら滑り台！」

　るんるん鼻はな歌うたを歌うかなでに引っ張られながら、マコトは神しん妙みような顔つきで考え込んでいた。

「ペアスライダーか……」

　それがどんなものなのかは知っている。二人くっついて滑るっていう代しろ物ものだ。

　マコトはかなでを見た。相変わらずのナイスバディだ。

「これは、かなり気合いを入れていかないと死ぬかもしれんな」

　そんな時だった。

「は～～ぃ、アイスキャンディーはいらんかね～アイスキャンディー」

　目の前を、何な故ぜか唐とう突とつにアイスキャンディー売りが通り過ぎた。

「ああ、アイスキャンディー」

　かなでの口からよだれがだらだら流れた。

「だけど、お金がなかったんだ」

　って諦あきらめかけるけど……。

「特別キャンペーン中です。ピンクの花はな柄がらの水着を着ている方に限って無料サービス」

「え！」

　かなでは自分の水着を見た。見事にピンクの花柄だ。

「は～～い、アタシの水着はピンクの花柄です！　アイスキャンディー屋さ～～ん」

　だけど突然、アイスキャンディー屋さんは走り出した。おかしいくらいの速度だ。

「待ってください。アイスキャンディー屋さ～～～ん」

　かなではあっさりと罠わなにはまった。




　さて、こちらは涼すず葉はと桃とう香か。

「ねえ、涼葉お姉ちゃん」

　それまで黙りこくってた桃香が口を開いた。

「涼葉お姉ちゃんは、せー兄様のことを好きだったの？」

「[image: え]！」

　濁だく音おんのついた母ぼ音いんで、涼葉が固まった。

「な、何をおっしゃってるでござるか桃もも姫ひめ様！」

「だって、ずっとずっと一緒だったんでしょ」

「それは、それは拙せつ者しやがそういう任務だったからでござる。誠せい之の進しん様の護ご衛えい。それが草くさ影かげ忍にん者じやの草くさ影かげ涼すず葉はに与えられた任務。それだけでござる」

　思いきりあたふたして、涼葉はまくしたてた。

「それじゃ、マコト兄様の側そばにいるのは？」

「だから、それはでござるな。桃もも姫ひめ様と同じく拙せつ者しやもマコト様が誠せい之の進しん様の生まれ変わりだと信じているからでござるな。お守りするのが使命だと。そ、それだけでござるよ。うんうん、それだけそれだけ。それ以外に何があると言うでござるか」

　不自然を絵に描いて額がく縁ぶちにはめ込んだような涼葉だ。

「さ、それより行くでござるよ」

　その時、涼葉は気がついた。

　少し離れた所で何やら手を振ってる真っ赤な忍しのび装しよう束ぞくの集団にだ。

「あれは！　血ち桜ざくら！」

　涼葉の顔色が変わった。

「待つでござる！」

　涼葉は逃げ出す忍にん者じや集団を追いかけた。

「何なのかしら」

　桃とう香かがきょとんとしてると、やって来たマコトと出会う。

「あれ？　涼葉さんは？」

「どこかへ行ってしまわれました。木き桜ざくらさんは？」

「どっか行っちゃったんだ」

「そうですか……」

　もしかして、これはチャンスって奴やつじゃないかしら？　いいえ、きっとそうよ。

　桃香はごくって唾つばを飲み込んだ。そして、勇気を出して言った。

「あの、マコト兄様。よろしければ、スライダーに」

「………そうだね」

　桃香は幸せを嚙かみ締めた。心の中でガッツポーズで飛び上がった。

　二人はスライダー待ちの行列へと足を向けた。




　所ところ変かわってこちらは本物の血桜忍者の泥どろブナ。

　流れるプールでしばらく流されてたけど、やっとこさ意識を取り戻した。

「か、かすがまことは………どこだ？」

　ズキズキする頭を押さえながら慣れない陸を捜し回ることしばらく。

「あ！」

　泥ブナは見つけた。大きな滑り台へ向かう階段、そこに並んでるマコトの姿をだ。

「み、見つけた」

　にんまりと泥ブナは笑った。

「なるほど、あそこから滑って来ると、あそこに落ちるってことか」

　泥どろブナはウォータースライダーの終着点であるプールに目をつけた。

「よし、あそこに潜ひそんで、かすがまことが来たら……息の根を止めてやる」

　泥ブナはぺったらぺったら歩くと、そのプールに飛び込んだ。

　不幸にも注意する人物はいなかった。

　それが誰にとっての不幸なのかは分からないけれど………。
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「も～～、何だったんですかね。あのアイスキャンディー屋さん」

　ぶつぶつ呟つぶやきながら、かなでは戻って来た。

　かなでから逃げ回ったアイスクリーム屋さんは、最後飛び込み台からプールに飛び込んだのだ。

　かなでにはさっぱり意味の分からない行動だったけど、ただ一つだけ言えることがあった。

「アイスキャンディー溶けちゃったんだろ～な」

　がっくり肩を落としてマコトと別れたとこへと戻ってくるかなで。

「あれ？　マコトさんいませんね。またトイレなんですかね。さすがにそれはないですね」

　きょろきょろやってるとこへ、涼すず葉はがやって来る。

「あれ、涼葉さんど～したんですかその格かつ好こう」

　かなでは目を丸くした。

　涼葉の格好は水着なんかじゃなく、いつもの忍にん者じや服ふくだったのだ。

「あ、分かりました。服を着て泳ぐって特とつ訓くんですね。いざって時のための。だけどここじゃダメだと思いますよ」

「血ち桜ざくらが来ていたでござる」

　涼葉は端たん的てきに説明した。

「とりあえず偶然見みつけた五、六人はしばらくは動けないよう痛めつけておいたでござるが、まだ他にいるかもしれないでござる。すぐにマコト様を安全な場所へ。マコト様はどこでござるか？」

「さあ」

「さあって、一緒でなかったでござるか！」

「途中までは一緒だったんですけど」

　かなではヘラヘラって笑った。

「アイスキャンディー屋さんを追いかけてたら、はぐれちゃったみたいです」

「バカぁぁぁぁぁぁぁ！！！」

　案あんの定じようバカって言われた。

「も～～～、涼すず葉はさんってばいっつも怒ってばっかり。そんな怒ってばっかじゃ早くおばあさんになっちゃいますよ」

「訳の分からないことを言ってるヒマはないでござる。ほら、持ってきてやったでござる」

　涼葉が突き出したのは、ピンクの包みだ。

「あ、アタシの忍しのび装しよう束ぞくじゃないですか」

「丸まる腰ごしで戦う訳にはいかないでござろう。さ、マコト様を捜すでござる」

　包みを受け取ったかなでは、どこか着替える場所はないかときょろきょろ見渡した。

　そして叫んだ。

「あ、マコトさんみ～～～っけ！」

「どこでござるか？」

「ほら、あそこあそこ」

　かなでが指さしたのは、ペアスライダーの階段だ。もうすぐ自分達の番ってとこまで来てるよ～～だ。

「行くでござる！」

　カギ爪づめ付きの縄なわをびゅんびゅん振り回して、涼葉は走り出した。

「あ～～、待ってくださいよ～～～」

　かなでもその後を追いかけた。




「さ、次の方ど～～ぞ」

　マコトと桃とう香かの番がやって来た。

　とうとうこの時がやって来たんだわ……。

　桃香が思わず涙なみだぐむ。夢に見た瞬間だ。

「あの、側そば之の小こう路じセンパイ？」

「え？　あ、すみません。つい」

「いえいえ、それじゃ、僕が後ろってことでいいですか？　他の人見てるとだいたいそんな感じなんで」

「はい、かまいません」

「それじゃ、あの、先に座ってくれませんか？」

「は、はい」

　桃香がゆっくりとスライダーの皿の部分に足を乗せかけた時だ。

　下から飛んで来たカギ爪付きのロープが、金属の手て摺すりにガチョンって引っかかった。

　マコトはちょっといやな予感がした。

　こんなカギ爪付きのロープを使うのは、あっちの業界の人だって相そう場ばが決まってる。

　事実、這はい上がって来たのはあっちの業界の人だった。だけど幸い、マコトのこと追いかけ回してる方じゃない。

「涼すず葉は、かなでさん。ど～～してそんな」

「マコト様！　血ち桜ざくらが来てるでござる！」

「えええ！」

　涼葉の言葉に、マコトは青ざめた。

「ど～～してこんなとこに」

「それは知らないでござる。だけど、すぐに安全な所へ。桃もも姫ひめ様も」

　二人の手をぐいっと引っ張り、階段を下りようとする。

「あ～～、ちょっと待ってくださいってば。今いま着替え始めたばっかなのにぃぃ」

　かなでが声を上げた。

「かなで、何をやってるでござるか？」

「だから忍にん者じや服ふくに着替えてるんですよ。アタシって脱ぐのは得意なんですけど着るのって苦にが手てなんですよね」

　かなでは気がついた。自分に向けられてるたくさんの瞳にだ。

　かなでの頰ほおが赤く染まった。さすがに恥ずかしくなったようだ。

「ねえ、涼葉さん。そこのタオルでアタシのこと隠かくしててくれませんか。ちゃっちゃと着替えちゃうんで」

「バカ言ってないで行くでござるよ」

「あ～～、もう意い地じ悪わるぅぅ！」

　着替えのためにばらまいた荷物を抱え上げて追いかけようとするかなでだけど。

「あ！」

　かなでの手から、ピンクの包みが落っこちた。

　包みはマコト達の代わりにスライダーを滑り落ちていく。

「あ～～～、行っちゃった。涼葉さんが急がせるからですよ」

　すかさず責任転てん嫁かした。

「拾えばいいだけでござる。中身は何でござるか？」

「一いつ杯ぱい入ってるんです」

「だから何が？」

「え～～とですね」

　かなでが説明しようとしたまさにその時。

　ちゅどか～～～～ん！

　壮そう絶ぜつな水音が響ひびいた。

「中身が何なのかは、分かったでござるよ」

　涼すず葉はがため息混まじりに吐き出した。

「おかしいですね～～～」

　かなでが首をひねる。

「下へ手たに触ったりしなければ爆発しないはずなのに…………」




　ちなみに、下のプールでは……。

　泥どろブナが浮いていた。

　滑り落ちて来た包みに興味を覚え、うっかり触っちゃった気の毒な人だ。

『……………恐るべし…………か、すが……まこと……』

　ぶくぶくぶくぶくぶくぶくぶく。

　こうして、水の魔ま物ものと呼ばれた血ち桜ざくら泥ブナはいいとこなしで敗北した。
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「それにしても………」

　帰りの車の中、涼葉は考え込んでいた。

「あのニセ血桜は一体何なんだったでござるか？」

　スライダー爆発騒そう動どうの後、詳しい動向を聞き出そうと痛めつけた忍にん者じや達の元へと向かったのだ。

　そして気がついた。

　それが血桜忍者ではなく、単なる赤い忍者服を着た集団だってことにだ。

『任にん務む完了』

　そんなこと言って最後の一人が意識を失ったけど、謎なぞは深まるばかりだ。

　隣では珍しくかなでも悩んでいた。

「あのニセアイスキャンディー屋さんは一体何だったのかしら？」

　スライダー爆発騒動の後、もしかしたら一本くらい残ってるかもってアイスキャンディー屋さんのとこへと向かった。

　ボックスに入ってたのは、アイスキャンディーじゃなくトランシーバーだった。

『任務完了』

　そんなこと言ってぶくぶくプールに沈んでった。謎は深まるばかりだ。

「今夜はぐっすり眠れそーだな」

　一人ほくほく顔なのはマコトだけだった。

　結局、血桜がニセだってことが判明して、引き続き夏のプールを満まん喫きつ出来たのだ。

　もっとも、かなでの爆ばく弾だんで壊れちゃったからペアスライダーは出来なかったけど。

　そして………桃とう香かはとゆ～～と。

　運転席の時とき田たは、そっと隣に目を向けた。

　明日でこの世は終わりますってな顔の桃とう香かがいた。

　すみませぬ。お嬢じよう様！

　ハンドルを握り締めながら、時田はむせび泣いた。
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　その夜、血ち桜ざくら忍にん群ぐんのアジト。

　たっぷり遊び疲れたのか、わに太た朗ろうはもう眠ってる。そんな夜。

「あ～～～諸君」

　下げ忍にん達を前に、虎牙ベンガルはコホンと咳せきをした。

「とまあそんな訳で、春日かすがマコト抹まつ殺さつは残念ながら失敗してしまった訳ではあるが……」

　下忍達から落らく胆たんの息が漏れた。これでまた暑い夏か…………ってな絶望の息だ。

　だけど、虎牙は言った。

「しかしだ、わしは考えた。もしかしたら今回の失敗も、泥どろブナがこの夏の暑さに少しばてていたせいかもしれん。春日マコト暗あん殺さつまで禁きん欲よくすることは大切だが、だからと言って体を壊してはもともこもない。だから」

　虎牙が近くにあった布きれをひっぺがした。そこから出て来た物体に、下忍達は思わず歓声を上げた。

「扇せん風ぶう機きだ！」

　むせび泣く下忍達を、虎牙は満足気に見下ろした。

「通りがかった電器屋でとてつもなく安く売っていたのだ。思わず買って来てしまった」

「虎牙様！　虎牙様！　虎牙様！」

　感激の虎牙様コールが巻き起こった。

　よしよしとそのコールを手で制すると、虎牙は言った。

「よし、コンセントに繫つなげ！」

　下忍の素早い動きでコンセントにがちょんと繫がれる。

「よし、風の当たる所へ来るのだぞ」

　下忍達が集まってくる。暑苦しい押しくら饅まん頭じゆう状態だ。

　だけど誰も文句は言わない。目の前のこの機械さえ作動してしまえばパラダイスがやって来るのだから。

「虎牙様！　首振りにしてくださいまし」

「虎牙様！　強です！　強！」

「分かっておる分かっておる」

　ぶっとい指で、虎牙は首振りってとこに目盛りを合わせた。強ってボタンも押した。

「よし、ならばつけるぞ」

　下げ忍にん達がごくって唾つばを飲み込んだ。

　そして、スイッチが押された。

　オレンジ色の光が、その装置から発せられた。

　どれぐらいたったろうか？

　下忍の一人が口を開いた。

「虎牙ベンガル様。もしかしたら拙せつ者しやだけかもしれませぬが、何な故ぜか熱く感じまする」

「右に同じく」

「左に同じく」

「上に同じく」

「下に同じく」

　レギオンみたいになってる下忍達が、順ぐりに呟つぶやく。

「何故だ」

　虎牙は叫んだ。

「ぬわぜこの扇せん風ぷう機きは暑いのだぁぁぁぁ!!」

　うぐうがやってるとこへひょこひょこやってくる少年がいた。

　おしっこに起きて来た血ち桜ざくらわに太た朗ろうだ。

「何やってるの？」

　しょぼしょぼした目をこすりながらやって来たわに太た朗ろうは、その装置を見て言った。

「あれ、赤外線ヒーターじゃん。ど～～したのこれ？」

　血ち桜ざくらの夏はまだまだ暑かった。





第十一話　完　
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「あるこ～～～あるこ～～アタシはのーてんき～～」

　スーパー元気に歌を歌いながら、かなでが山やま路みちを歩いてた。

　半はん袖そで半ズボン、背中にはリュック。首には水筒をぶら下げてる。典型的なピクニックスタイルだ。

　てってけてってけ歩くその姿は、とても十七歳さいとは思えない。まるで小学生だ。

　すれ違う人達が、くすくす笑いながら見てる。

　だけど本人はちっとも気にしてなかった。

　天てん然ねんの国から来たお姫様だから、人の目なんかちっとも気にしないのだ。

　ここまで育ってくる中で、羞しゆう恥ち心しんってのをどっかに置き忘れてきちゃってる女の子なのだ。

「いや～～、かなでちゃんは元気だな」

　少し後ろを歩くアフロ星せい人じん………もとい花はな滝たきが感心したように言った。

「どっかの誰かさん達と違って………」

　花滝は肩越しに振り返った。

　どっかの誰かさん達が青白い顔してよろよろ歩いてた。

　マコトと涼すず葉はの二人だ。その足取りを見る限りでは元気って言葉はあんまり当てはまらない。どっちかって言えば陰気って感じだ。

　ここはひまわり市の外れにある亜あ野の山やま。花滝の誘いで、マコトら一行はピクニックへとやって来てる。

　中腹にある駐車場に車を止めて、歩き始めてしばらくたったとこだ。

「こらこら、どうした二人とも。まだ歩き始めたばかりだってのに。ちゃきちゃき進もうじゃないか。頂上で食べる弁当はおいしいぞ」

　鼓こ舞ぶするような花滝の言葉に、マコトはうつろな瞳を向けて言った。

「だ、誰のせいでこんなへろへろになってると思ってるんですか……」

　花滝はそっぽ向いて口くち笛ぶえを吹いた。

　しらばっくれるのは得意な方なのだ。

　マコトはため息一つ吐き出すと、涼葉に目を向けた。

「涼葉、大丈夫か？」

「心配いらないでござる。先ほどよりはかなり楽に………」

　そこまで喋しやべりかけたとこで涼葉は口元を押さえた。

「うっ」

「涼葉さん！」

　数メートル離れたとこで、かなでが真ま顔がおで叫んだ。

「つわりですか!!」

　数メートルの距離をものともせず、涼葉はかなでに飛び蹴げりを食らわせた。

　ドバキ！

　気持ち悪いのにそんなことするから、症状は余よ計けいに悪化した。

「マコト様、拙せつ者しやはもう……」

「しっかりしろ！　涼葉」

「まったく、涼葉ちゃんはともかく、現代人のマコトがこの様ざまってのは……情なさけないもんだ」

　花滝はフンって鼻を鳴らした。

「それじゃ、少し早いがそこらで休憩にするか」

「は～～～～い」

　かなでがぴこって手を上げた。飛び蹴りなんて何のその。もう復活してる。

「アタシおやつたくさんもって来たんです。キャンディーにマショマロにチョコレート、それからアイスクリーム！」

　リュックを開けたかなでは、その中を覗のぞき込み、絶ぜつ叫きようした。

「ああああああ、アイスクリームが溶けちゃってるぅぅぅ」

　こんなお約束なこと、狙ったって出来ないだろう。さすが、天てん然ねんの国のお姫様だった。

「う～～む」

　うるうる涙し嘆なげくかなでを見つめて、花滝は唸うなった。

「大したもんだな」
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　そんなお気楽ピクニック集団から離れること少し。

　そこに彼らはいた。

　紅あかい忍しのび装しよう束ぞくを身に着けた集団。覆ふく面めんもきっちりと付けてる。

　誰が誰だか分かんないくらいみんなして同じ格かつ好こうだ。

　違いを探す方が大変なこの方達が何者なのかは言うまでもない。

　過去からうっかりやって来ちゃった忍にん者じや集団、血ち桜ざくら忍にん群ぐんの下げ忍にんの皆様だ。

　そんな下忍の皆様がどうしてこんな隣となり町まちの山までやって来たかと言うと、理由は一つ。

　毎年恒こう例れいの、夏の下忍強きよう化か合宿のためなのだ。

　ちなみにこの合宿、下忍達の間では年に一度の地じ獄ごくの合宿と呼ばれている。

　朝から晩までしごかれて、合宿の終わる一週間の後には、みんな足あし腰こしが立たなくなっているという合宿なのだ。

　そして、言うまでもなくこの合宿のコーチはあのお方だった。

　いかつい顔したヒゲのおじさん。

　泣く子も漏らす恐い顔。

　血桜忍群副ふく頭とう目もく、血桜虎牙ベンガルその人だ。

「うんうん、しっかりやるんだぞ」

　一段高い岩の上に乗って虎牙が下忍達を見下ろしている。

　片手に竹刀しない、頭には鉢はち巻まきっていう出で立ちだ。鉢巻には『鬼コーチ』って文字がびしって書かれてた。

「こらそこ！　手を抜くんじゃない！」

「こらそこ！　欠伸あくびをするんじゃない！」

「こらそこ！　屁へをこくんじゃない！　後ろの奴やつが可哀かわい想そうだろうが！」

　虎牙の鬼のような怒ど号ごうが容よう赦しやなく飛ぶ。

　時には口だけじゃなく物まで飛んじゃうすごい熱血ぶりだ。

　しかもその飛んでくる物ってのは固くて尖とがってたりするからやっかいなことこの上なしだ。




　唯ゆい一いつ外気にさらされてる目からうるうる涙を流しながら下げ忍にん達は体を動かした。

　ついでに言うと、下忍達がやらされてるのはウサギ跳びだ。

　ウサギ跳びは腰に悪あく影えい響きようを与えるからトレーニングのメニューとしては不適切である。

　このことはもはや衆しゆう知ちの事実だけど、残念ながらタイムスリップして来たレトロなおじさんはそんなこと知らなかった。

　だからウサギ跳びをさせていた。

　しかも、背中に大きな岩を背負わしてのウサギ跳びだ。

　一ひと昔むかし前の格かく闘とうマンガの山やま籠ごもりのよ～だ。

　拷ごう問もんとしか言えないけれど、仕方ない。虎牙ベンガルだって若い頃はこうやってしごかれてきたのだ。

　これが体育会系けいの伝統というものなのだ。

「まったく、近頃の若いもんは覇は気きがなくて困ったもんだ」

　うひ～～とか、おもい～～とか言ってる下忍の声に、虎牙はやれやれとため息を吐き出した。

「わしが若い頃はこの二倍は大きな岩を背負わされたものなのにな」

　そりゃ～～、あんたの化ばけ物ものじみたガタイなら大丈夫でしょうけど………。

　下忍一同そう思ったけど、それは口にしなかった。

　ただでさえへろへろになってるのだ。余よ計けいなことを喋しやべって鉄てつ拳けんを食らわされたら大変だ。

　ＨＰの残りがかなり少なくなってるから、うっかりクリティカルヒットでもくらったら死んでしまう。

　下忍達は奥おく歯ばを嚙かみ締めて、苦痛のうめき声を上げながらぴょんぴょん跳んだ。

　と、そんな陰いん惨さんな光景にそぐわない声が響ひびく。

「わ～～いわ～～い」

　くるくる回転しながら落っこちてくるのは、少年だ。

　血ち桜ざくら忍にん群ぐんの現げん頭とう目もく、わにわに忍にん者じやのわに太た朗ろうくんだ。

　立場的には来なくたっていいんだけど、ついついくっついて来ちゃった好こう奇き心しん旺おう盛せいな少年なのだ。

　虎牙の隣にぴょたって着地したわに太朗は、にっこにっこしながら尋たずねた。

「ねーねー、ボクお腹なかすいちゃったよ。そろそろご飯にしよ～～よ」

「今しばらくお待ちくだされ。もう少ししたら昼食の支度したくを始めまする」

「も～～少しか。分かったよ」

　わに太朗はこっくり頷うなずいた。

「それじゃ、ボクもうちょっと遊んでくるね」

　それだけ言うと、わに太朗は大地を蹴け飛とばし近くの木に飛びつく。そのまま木々を足場に飛び跳ねて行く。

　わに太た朗ろうの姿はすぐに見えなくなった。大人おとなしそうな顔してるけどれっきとした忍者なのだ。その運動能力は普通じゃない。

「わに太朗様も少しは修行をしていただきたいのだが………」

　虎牙ベンガルはため息一つ吐き出した。

「まぁ、わに太朗様はああやって遊んでおられるのが一番の修行になるしの」

　うんうんと自分で納なつ得とくし、虎牙は下げ忍にん達に目を向けた。

　下忍達は腰を下ろして一服していた。

　虎牙の髪の毛がちりちりと逆立った。

「お前達何なにをしておる！　人がちょっと目を離したスキに！」

　下忍らが慌あわててまたぴょんぴょんウサギ跳びを再開した。

「まったく………ん？」

　虎牙は何かに気がついた。

　岩を飛び降りると、一人の下忍のもとへと歩み寄る。

「あの……何を？」

「わしの目は節ふし穴あなではないぞ」

　虎牙の右腕からがちょ～～んって爪つめが飛び出した。仕し込こみ爪づめだ。

「おりゃ！！！」

　爪が一いつ閃せんした。

　岩が、真まっ二ぶたつに割れた。

　割れた岩の中身は、ど～～してか真っ白だった。

「あ、こいつ！　茶色に塗った発はつ泡ぼうスチロール背負ってやがったんだな！」

「どうりで一人だけ楽そうな顔してると思ったぜ」

「許せねえぜ。俺らがこんなにも真ま面じ目めにやってるってのに」

「やっちまえやっちまえ」

　乱らん闘とう騒ぎが起こる中、虎牙はやれやれとため息を吐き出した。

「まったく、手の込んだことをしおって」

　乱闘はまだ続いていた。

　しかも少しずつ森の方へと進んでいる。

　乱闘にかこつけて逃げ出そうとしてるのは目に見えて明らかだった。

「こいつら～～～～」

　虎牙はぷるぷると怒りの拳こぶしを震わせた。

　そして…………。




「よ～～～し、それじゃ気を取り直して修行を始めるぞ」

「は～～～～～い」

　掘り起こされたばかりのゾンビみたいな返事が返ってきた。

　下げ忍にん達はウサギ跳びを再開した。

　だけど、先ほどと違うところがあった。

　覆ふく面めんからのぞくその顔だ。

　見事に目の回りに青アザを作ってた。ボロ負けしたボクサーのような顔だ。

　虎牙ベンガルの鉄てつ拳けんが食い込んだことは言うまでもない。

「手を抜かずしっかり体を鍛きたえるのだぞ」

　下忍らを見下ろし、虎牙は張りのある声で言った。

「春日かすがマコト抹まつ殺さつのためにな！」
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「はっ！」

　マコトが不ふ意いに足を止めた。

　休憩を終えて歩き始めた矢や先さきだった。

　きょろきょろと辺りを見渡す。

　小動物が肉食動物の気配を感じた時に見せる動作と、それは似ていた。

「どうしたでござるか？　マコト様」

　乗り物酔よいから復活し、隣を歩いてる涼すず葉はが尋たずねる。

「いや、何て言うかその…………」

　血ち桜ざくらの殺さつ気きを本能で感じたというのならば大したものだ。

　血桜と断だん定てい出来なくとも、何か自分を狙う怪しい気配を察さつ知ちしたとしたらかなりの兵つわものだ。

　だけどどちらでもなかった。

「トイレ、どこかなって」

　ただおしっこしたくなっただけなのだ。

　春日マコト十七歳さい。

　現代に生まれ現代で育った軟なん弱じやくボーイに、第六感を働かすことなんてムリな話だった。

「トイレ？　そりゃもう少し行かなきゃないぞ」

　花はな滝たきが言った。

「我が慢まん出来んのか？」

「何て言うか、水みず風ふう船せんが揺れてるって言うか何て言うか」

　もじもじしながらマコトは言った。言ってることは意味不明だけど切せつ羽ば詰つまってることだけは伝わる。

「しょ～～がないな。そのへんの茂みでやってこいよ」

「え～～、でも」

「心配するなって。ハイキングコース以外のとこに人なんかいやしないんだから。サルぐらいなもんさ」

　ハイキングコース以外の場所でアンビリバボローなことやってる体育会系けいの集団もいるのだけれど、そんなこと分かる訳がない。

「分かった。それじゃやってくる」

　背に腹はかえられないと、マコトはこっくり頷うなずいた。

　荷物や何かを花はな滝たきに預けると、茂みに足を踏み入れた。

「行ってらっしゃ～～～～い。がんばって出してきてくださいね!!」

　かなでの意味不明な応援を受けて、マコトは旅立った。

「何か、マコトを見てたら俺までもよおしてきちまったな」

　花滝がアフロ頭を揺らして言った。

「俺もちょっと行って来る」

　そう言い残し、花滝も茂みの中に消えて行った。

　涼すず葉はとかなでが残された。

「二人ともお花摘つみに行っちゃいましたね」

　かなでが呟つぶやいた。

「あ、でも男の人の場合しゃがまなくてもいいからお花摘みなんて言わないか。何て言うんだろ？」

　かなでは真剣に考えた。つまんないことを真剣に考えるのが、かなでは得意だった。

　だけど満足のいく答えは出なかったようだ。

　かなでは隣の涼葉に意見を求めた。

「ね？　涼葉さん」

　そこでかなでは気がついた。

　涼葉の固い表情にだ。

「ど～～したんですか？　涼葉さん。そんな堅かた苦ぐるしい顔しちゃって」

「…………拙せつ者しや、何かこう胸むな騒さわぎがするでござる」

　涼葉は言った。

「マコト様に何事もなければいいでござるが」

　マコトと違って、戦国時代に生まれて戦国時代で育った涼葉。しかも、忍にん者じや業界っていう物ぶつ騒そうな世界にその身を置いていた。

　その第六感は現代人とは比べものにならないくらい鋭い。

　だけど、そんなせっかくの第六感もかなでによって笑い飛ばされた。

「も～～～、涼葉さんまでど～～しちゃったんですか。考えすぎですよ、考えすぎ」

　戦国時代に生まれて戦国時代で育ったかなでだけど、第六感は現代人並なみにダメダメだった。

「こんなとこで一体何があるって言うんですか。血ち桜ざくらのみんなが来てるはずないし」

「確かに、そうでござるが」

「それよりピクニックを楽しみましょうよ。おべんとおべんと楽しみだ。早く食べたいおべんとおべんと」

　即そつ興きようで作ったおべんとの歌を歌い始めた。

「弁当……」

　涼すず葉はの表情が少しだけ緩んだ。

　朝、早起きしてかなでと二人で一生懸けん命めい弁当を作ったことを思い出したのだ。

　拙せつ者しやの作った弁当を、マコト様と一緒に食べる………。

　なんていうか、胸の辺りがほんのりと暖かくなる。

「拙者の作った弁当を、マコト様はおいしいと言ってくれるでござるか？」

[image: ]

　そこで、涼葉はハッとした。

「ち、違うでござる！　拙者は誠せい之の進しん様の生まれ変わりであるマコト様を守りたいだけでござる。決してそれ以上のことは！　別にマコト様が拙者の弁当を不ま味ずいと言ったとしてもだな、それはだな」

　一人であわあわやっちゃってる涼すず葉はを、かなでは不ふ思し議ぎそうに見つめてた。

　そして、ポコリと手を叩たたいた。

「あ～～、分かった！」

　かなでは満面の笑みでぶっぱなした。

「涼葉さんってばマコトさんのこと……」

「わーわーわーわーわーわーわーわーわーわー」

　全力での妨害だった。

　かなでは目をぱちくりさせた。

　そして呟つぶやいた。

「マコトさんのこと味オンチかもって思ってるんでしょって言おうとしただけなのに、ど～～したのかな？」
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「ふ～～スッキリした」

　水みず風ふう船せんを軽くしたマコトは、大きく息を吐き出した。

　ちょっと恥ずかしかったもんだから、かなり奥まで来てしまってた。振り向いてもハイキングコースは見えない。

「さ、帰るか」

　歩き始めたマコトはガサガサって音に足を止めた。

　サルかなって思った。

　クマかもとも思った。

　ちょっとびくびくしながら、マコトはそっと茂みの向こう側を覗のぞき込んでみた。

　幸いサルじゃなかった。

　クマでもなかった。

　一人の少年が、マコトに背中を向けておしっこしてるところだった。

　問題は、その少年が忍にん者じや服を着ていたってとこだ。

　少年忍者っていったら、マコトは一人しか心当たりがなかった。

　何だかとてつもなくいや～～な予感がした。

　出来れば見なかったことにして帰りたい。

　マコトは思った。現実逃とう避ひという奴やつだ。

　よ～～し、帰ってしまおう。

　そう決め込みゆっくりとその場を去ろうとするマコトだったけど、右足が枯れ木を踏みつけた。

　ペキ！

　その音に、少年忍にん者じやは振り向いた。

　案あんの定じよう、見覚えのある子だった。

「マ、マコト兄ちゃん！」

「わに太た朗ろう君！」

　しばし、二人でたっぷりと驚いた。

「ど～～してこんなとこにいるの？」

「涼すず葉は達とピクニックに来たんだ。それより、わに太朗君こそどうして？」

「下げ忍にんの夏合宿にくっついて来たんだよ」

「ってことは…………一人じゃないってことだよね」

「うん」

　マコトの顔が青ざめるのに時間はかからなかった。

　さらに、不幸はドミノ倒しのようにやって来た。

「わに太朗様！　わに太朗様！」

　下半身に響ひびくような太い声が響く。間違いない。あの顔の恐い忍者の声だ。

「ひぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ」

「あ、虎牙ベンガルが来ちゃうぅぅ！」

　あせったわに太朗は、鋭く声を飛ばした。

「オロチ！　ミカゲ！」

　どこからともなく、二人が現れる。わに太朗の護ご衛えいをしている中ちゆう忍にん、血ち桜ざくらオロチと血桜ミカゲだ。

　わに太朗が何事か指示すると、二人は頷うなずき、背中の忍にん者じや刀とうを引き抜いた。

「御ご免めん！」

　二人が同時にマコトに襲おそいかかる。

「ぎゃ～～～～!!」

　殺される！

　って思った。

　だけど殺されなかった。

「あ……れ？」

　無傷の自分、だけどその体から細こま切ぎれにされた服が舞い落ちる。

「いや～～～！」

　悲鳴を上げるマコトに真っ赤な布がかぶせられた。

　その直後だった。虎牙がそのいかつい顔を突き出した。

「こんなとこにおられましたか。わに太朗様。そろそろ昼ご飯ゆえ、お迎えに来ました。ん？」

　虎牙は、わに太朗の影に隠かくれるようにして縮こまってる下忍に気がついた。

「こら、そんなとこで何をしておる！」

「あああ、何か気分が悪いって言うからボクが薬を飲ませて休ませてたの」

「まったく、わに太た朗ろう様にご迷めい惑わくをおかけするなどと」

　虎牙ベンガルは下げ忍にんの首根っ子をぐいっと摑つかみ上げた。

「ん？　お前………」

　虎牙がいぶかしげに目を細める。

　慌あわててわに太朗が虎牙の足を引っ張った。

「さ、虎牙。ご飯はん行こご飯。ボクもうお腹なかぺっこぺこだよ」

「そうでございますな」

　摑み上げた下忍を下ろし、虎牙は言った。

「それでは参りましょう」
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「遅いですね～マコトさん」

　かなでが呟つぶやいた。

「本当でござるな」

　涼すず葉はも呟いた。

「まったく、どこまで行ったんだか」

　花はな滝たきはアフロを揺らした。

　ハイキングコースの道みち脇わきにしゃがみ込んで、三人はマコトのことを待ってた。

　かれこれ十五分が経過してた。

「にしても遅すぎる」

　花滝がぼやいた。

「大きい方だとしたって遅すぎるぞ。これは」

「まさか、マコト様の身に何か起こったのでは！」

　涼葉は深刻な顔して立ち上がった。

「拙せつ者しや、捜しに行って来るでござる」

　それだけ言い残すと、涼葉は素早く茂みに飛び込んで行く。

「あ～～も～～、心しん配ばい性しようなんだから～～」

　って言いながらも、かなでもよいこらしょと立ち上がった。

「先せん輩ぱいさん。アタシも捜しに行って来ますね」

「お～～、行ってらっしゃい」

　かなでを見送り、花滝はぽつり呟いた。

「女の子二人に心配されて、羨うらやましいことだな」

　だけど訂正した。

「あ、でもあいつ命狙ねらわれてんだっけ」

　最後にしめくくった。

「やっぱ羨うらやましくないか」




「マコト様！」

　生おい茂った森の中、涼すず葉はは声を飛ばした。

　返事はなかった。

「マコト様！」

　もう一度呼よんだけど、やはり返事は返って来なかった。

「一体どこへ行ったでござるか…………」

　深刻な顔して呟つぶやいてるとこに、逆さまになったかなでが顔を出した。

　指で鼻とか口とか広げて、ものすごく変な顔でだ。

「ばあ」

「うわ！」

　思わず声を上げて後ずさる涼葉。

「あははは、びっくりしました？」

　笑いながら、かなでがぴょんって木から下りて来た。

「かなで！　何しに来たでござるか？」

「アタシもマコトさんのこと捜しに来たんです。二人で捜した方が早いでしょ」

　さっそく、かなでは森に向かって呼び始めた。

「マコトさ～～～ん」

「マコト様」

「マコトさ～～～ん」

「マコト様」

　二人の呼び声が森に木精こだまする。

「返事がありませんね」

　しばし考えてから、かなでがロメガホンで叫んだ。

「きゃ～～、大変です！　涼葉さんがいきなり脱ぎ出しちゃいました！」

「な！」

「ダメですって涼葉さんこんなとこですっぽんぽんなんかになったら」

「かなで！　何を言ってるでござるか？」

「うわ～～、涼葉さんってすごいキレイな裸ですよね。びっくりです」

「だ～～から～～～何を言ってるでござるか何を!!」

　かなでの口に二本の親指を突っ込むと、そのまま左右にび～～って引っ張った。

　丁てい寧ねいに上下左右に口を引っ張って拷ごう問もんしてから、親指を引き抜く。

「で、一体何なんのつもりでござるか？」

「ですから、ああやればマコト様が出てくるかなって。涼すず葉はさんの裸が見たくて」

　涼葉はまたかなでの口に指を突っ込んで左右にび～～って引っ張った。

　想像してた以上に下らない理由に思わず手が動いた。

「ほへんははい。ふひはへん。ふふひへふははい」（ごめんなさい。すみません。ゆるしてください）

　必死に謝って親指を引っこ抜いてもらったかなでは、一息ついてから頷うなずいた。

「分かりました」

　自分の服に手をかけると、かなでは熱い瞳で言った。

「アタシが脱げばいいんですね！」

「ちっが────う！」

　すぱこ～～～ん！

　何の躊躇ためらいもなく服を脱ぎ始めるかなでに、涼葉は鋭いハリセンの一いち撃げきを入れた。

　かなでのボケに対抗するために最近はいっつも持ち歩いてるのだ。

「そういうことを言ってるのではないでござる。第一そんなことでマコト様が出てくるはずが……そんな、拙せつ者しや達の裸などで……」

　何だか言ってて恥ずかしくなってきて、涼葉は人ひと差さし指ゆびと人差指をくっつけてもじもじした。

　そしてハッとした。

「拙者は何という破は廉れん恥ちなことを……」

　首を横に強く振って自分をいましめてから、かなでに顔を向けた。

「かなで、とにかくマコト様を………」

　涼葉はそこで言葉を止めた。

　かなでがカゴと棒切れを使って罠わなを仕掛けてたからだ。

「さ、あとはマコトさんの好きなこのじゃがりこをセットして」

　涼葉はハリセンを握り締める手に力を込めた。

　そして…………




　すぱこ～～～～～ん！




「バカやってないで、マコト様を捜すでござる！」

「はい～～～」

　後頭部を強打されたかなでが、へろへろになりながら頷いた。

「も～～～軽い冗じよう談だんだったのに。涼すず葉はさんって冗談通じないんですから」

　ぶつくさ呟つぶやきながら、かなではマコトを捜し始めた。

「あれじゃ絶対に旦だん那なさん苦労するわ。うんうん」

　そんな時だ。かなでの瞳にその光景が飛び込んできた。

「あああああああああああ！！！」

「ど～～したでござるか？」

　すっ飛んで来た涼葉に、かなではそれを指さした。

「見てくださいこれ！」

　かなでは指さした。

　木の幹に張りついたたくさんの虫達をだ。

　クワガタとかカブトムシとかカミキリムシとかがいた。デパートで売ったらそれなりになりそうだ。

　だけど、今はマコトを捜してる途中なのだ。

「か～～な～～で～～、こんな時に～～」

　おどろ線たくさん背負って指をバキバキ鳴らす涼葉に、かなでは慌あわてて言った。

「違うんです！　これって血ち桜ざくらの忍しのび文字なんです！」

「？」

「こうやって並べた虫の種類やその方向で秘密の伝言を伝えるんです」

　忍にん者じやがこういった暗号を持っていることは珍しくない。ポピュラーなところだと、色のついた米を地面に置き、後に来た仲間に情報を伝えるってのがある。いわゆる五ご色しき米まいとゆ～奴やつだ。

　別に、忍びの暗号に、何を使おうがそんなのはその流派の勝手だからいい。

　米だろうが木の枝だろうが漬つけ物もの石いしだろうが、使いたいもんを使えばいい。

　だけど、虫はど～だろって思った。

　虫なんてもぞもぞ動いてしまうではないか。飛び立ってしまったらどうするのだ。

　疑問に思ったから尋たずねると、かなではこともなげに言った。

「その時はその時なんです」

　いろいろと突っ込みたいところはあったけれど、涼葉は我が慢まんした。

　忍びの忍にん耐たい力りよくという奴だ。

　拳こぶしを握り締めたまま、涼葉は尋ねた。

「それで、何て書いてあるでござるか？」

「ちょっと待っててくださいね。今いま読みますから」

　かなでは虫に顔を近づけるとふんふんと頷うなずいた。

「ふむふむ、なるほど。うわ～～そんなになっちゃったんですかマコトさん！」

「やはりマコト様は血ち桜ざくらの手に!!」

　青ざめる涼すず葉はに、かなではまあまあと声をかけた。

「早とちりしないでくださいってば。今いま説明しますから。え～とですね、血ち桜ざくらの下げ忍にん強化合宿ってのをこの山でやってるんですって。毎年恒こう例れいなんです。アタシも下忍の時は参加したんですけどもう地じ獄ごくのような特とつ訓くんで大変でした。聞いてくださいよ。その時の話なんですけど……」

　思い切り脱線するかなでを、涼葉は思い切り力を込めて睨にらみつけた。

　それ以上ヨタ話を続けるつもりならカブト虫を口に突っ込んでやるでござるって意思がこれでもかってくらい瞳に込められてた。

　かなでは慌あわてて電車を元の線路に戻した。

「で、その強化合宿ってのにくっついて来てたわに太た朗ろう様が、マコトさんに会っちゃったんです。ちょうどそこに虎牙ベンガル様がやって来ちゃったもんだから、わに太朗様はマコトさんに下忍の格かつ好こうをさせて誤ご魔ま化かしたんです。で、そのまま血桜の夏合宿場に」

「それじゃ、マコト様は血桜のもとに！」

「そういうことですね。わに太朗様がスキを見てマコト様を逃がすって書いてありますけど……ど～～～します？　待ってますか？　それとも助けに行きますか？」

「もちろん助けに行くでござる！　もし正体がばれたら大変でござる！」

「そ～～ですね。そ～～～しましょ～～か」

　二人は同時に服に手をかけ、一気にそれをはぎとった。

　相変わらずど～～ゆ～～仕組みになってるか分からないけど、その下から現れるのは緑とピンクの忍しのび装しよう束ぞくだ。

「その合宿場の場所は分かるでござるな？」

「はい、ちゃんと書いてありました。カブトムシさんが動いてなければ間違いないです」

　しゅばってかなでが消えた。一いつ瞬しゆん後には近くの木の枝の上に立っている。

　いっつもバカなことばっかやってるかなでだけど、腐っても忍にん者じや。その運動神経は一般人から見れば「ウソ！」って思うくらい抜ばつ群ぐんなのだ。

「こっちですよ～～。涼葉さん」

「少し不安でござるが、仕方ないでござるな」

　涼葉もその後に続いた。

　木々の枝を足場にし、二人のくノ一いちが森を駆けた。
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　川原があった。

　どこにでもありそうな川原だった。

　その川原にて、クッキングは行われてた。

　ジャガイモが切られて。

　ニンジンも切られて。

　タマネギも切られる。

　おまけに豚肉だって切られてた。

　隣では飯はん盒ごうでご飯が炊たかれてる。

　どうやらメニューはカレーのようだ。

　キャンプにはありがちな光景だ。見てて微笑ほほえましいものだってあるかもしれない。

　だけど、今回ばかしは、そんなもんは微み塵じんもなかった。

　そこにいるのはたくさんの忍にん者じや達で、包ほう丁ちようじゃなく忍者刀とうやら苦く無ないやら鎖くさりガマやらで料理してるのだ。物ぶつ騒そうって言葉は出てきても、微笑ましいなんて形容詞は出てきやしない。出てくるはずがない。

「お～～～～い、早くしろよ～～～」

　手て頃ごろな石に腰を下ろした虎牙ベンガルが声を張り上げる。

「は～～～い、ただいま～～～」

　下げ忍にん達があっちゃこっちゃと動き回る。こんな大勢でやんなくてもいいのかもしんないけどとにかくみんなでがんばってる。

　それが、ものすごく効率を悪くしていた。

　そんな烏う合ごうの衆しゆうの中に、新しん米まい下忍のマコト君はいた。虎牙に連れて来られて、この集団に放り込まれてしまったのだ。

　とりあえず正体はバレてはいないけど、いつ怪しまれるか分かったもんじゃない。

　ここはさっさとスキを見つけて逃げ出すべきだぞ。

　マコトはそう判断し、静かにその機会を窺うかがってた。

　ついにその機会がやってきた。虎牙が立ち上がると川の下流の方へと歩いて行ったのだ。おおかたトイレか何かだろう。

　今だ！

　こそこそこそって近くの森に飛び込もうとするマコトだったけど………。

　聞こえてきた会話に、マコトは足を止めた。

「野菜と肉切れたぞ。ど～～すんだ？」

「とりあえず鍋なべん中なかに突っ込んで煮りゃいいだろ。このかれーるーってのも一緒に」

　何だって！

　マコトは、カレー作りだけは得意だった。

　そして、困ったことにこだわりを持ってたりもした。

　だもんで、思わず口走ってしまった。

「ダメだよ！　先に肉を炒いためてからじゃないとコクが出ないよ！」

　慌あわてて口を押さえたけれど、そんなことで失言が取り消しになったら世の中もっとパラダイスだ。

　下げ忍にん一いち同どうそろってマコトに目を向けた。覆ふく面めんから覗のぞく数え切れないくらいの瞳が、いぶかし気にマコトを見つめる。

「何だと？」

　下忍達が近寄って来た。普通じゃない目つきだ。

　しかも、懐ふところに片手が突っ込まれてた。

　きっとトゲトゲして固いモンとか出すに違いない。

　あ～～～、もうおしまいだぁぁ。

　今後の展開は火を見るよりも明らかだった。




『怪しい奴やつ！　顔を見せろ！』

『あ、お前は春日かすがマコト！』

『ここで会ったが百年目！　お命頂ちよう戴だい！』

　ジュバ！




　短い人生だったな～～。

　半なかば死を覚かく悟ごしてはらはら涙を落とすマコト。

　だけどそんなことにはならなかった。

　下忍達が懐から取り出したのは、白い紙を束たばねた物と筆だった。現代でいうとこのメモ帳とペンって感じだ。

「もう一度教えてくれよ？」

「まずどうすればいいんだ？」

「かれーるーってのはいつ入れりゃいいんだ？」

　下忍達の普通じゃない瞳は、好こう奇き心しんの瞳だったのだ。

　とりあえず命は助かったけれど、完全に逃亡のチャンスは逃してた。

　仕方なく、マコトは口を開いた。

「まずは鍋なべの底に油をひいて、それで肉を炒いためるんだ。それからじゃがいもにんじんたまねぎって順番で………」

　マコトのカレーの作り方講こう座ざのおかげで、カレーはものすごくおいしく出来た。
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「う～～～む」

　森の茂みの中にて、涼すず葉はは唸うなった。

　その視線をび～～って追っかけていくと、川原で座になってる集団へとたどり着く。

　紅あかい忍しのび装しよう束ぞくの集団だ。みんなしてカレーを食ってた。

「あの中にマコト様がいるでござるか？」

「はい、そのはずです」

　すぐ後ろのかなでが頷うなずく。

　涼葉はもう一度、カレーを食べる集団に目を向けた。

　しばらくが経過した。

　涼葉は敗北宣せん言げんを吐き出した。

「どれがマコト様なのかさっぱり分からないでござる」

「も～～しょ～～がないですね。アタシに任せてください」

　涼葉に代わってかなでが茂みから顔を突き出した。

「う～～んとですね、マコトさんはですね」

　たっぷりと見物してから、かなでも敗北宣言を吐き出した。

「ダメですね。みんな同じに見えます」

「もと血ち桜ざくらのかなででも見分けがつかないでござるか」

　涼葉はため息を吐き出した。

「きっとマコトさんも必死に下げ忍にんのフリをしてるんですよ。だから見分けがつかないんです。マコトさんのせいです」

　かなでがすかさず責任転てん嫁かした。責任転嫁するのは得意な女の子だった。

「もう一度よく見るでござる。きっとマコト様だと分かる時がくるでござる。きっと」

「そ～～ですね」

　希望を胸に、涼葉とかなではまた覗のぞき見を再開した。




「うん、今日のかれーはすごくうまいではないか」

　三杯目のカレーをがつがつ食べながら、虎牙ベンガルが言った。

「アジトで作った物とは全然違ちがうな」

「はあ、実はかれーの作り方を知ってる奴やつがいまして」

「ほ～～、それはなかなか研究熱心な奴だな。一体誰だれだ？」

　虎牙の質問に、下忍達は顔を見合わせた。

「おい、あいつ誰だっけ？」

「三さぶ郎ろうじゃないのか？」

「バカ言うなよ。三郎はオレだぞ」

「オレはてっきり田だ吾ご作さくだと」

「おいらじゃないぞ」

　あーだこーだ始める下げ忍にんに、虎牙ベンガルはいぶかし気に眉まゆを顰ひそめた。

「一体何なにをもめておるのだ？」

「いえ、あの…………虎牙様。一つお伺うかがいしたいのですが………」

　下忍はおずおずと尋たずねた。

「新人とか募集してませんよね」

「何だと？」

「いえ、だから新人とか……」

「何を訳が分からんことを………」

　そこで、虎牙は言葉を止めた。

　とある一人の下忍の奇き妙みような行動に気がついたからだった。

「おい、お前！」

　下忍にスプーンを突きつけて、虎牙は言った。

「ど～～～してかれーを食わん？」

「…………………………」

　その下忍は何も答えなかった。

「ちょっと待て………」

　虎牙は眉まゆ根ねを顰ひそめてその下忍を見た。

　年がら年中一いつ緒しよにいる下忍だから、その覆ふく面めんの隙すき間まから見える瞳や、顔の輪りん郭かくなどで誰なのかは分かる。的中率は98パーセント以上だ。

　目の前の下忍は、虎牙のデーターベースに当てはまらなかった。

「お前………誰だ？」

　虎牙はものすごく険けん悪あくそうに尋ねた。

　握られたスプーンが、鈍く光った。




「あらあら、大変ですね。マコトさんのことばれちゃったみたいですね～～」

　それなりに緊きん迫ばくした声で、かなでが呟つぶやいた。

「ど～～～します！　涼すず葉はさん？」

　隣に顔を向けた時、もうそこに涼葉はいなかった。

　すでに飛び出した後のよ～～だ。

「ホント、涼葉さんてばマコトさんのことになると目の色変かわっちゃうんですから」

　呟きながらも、かなでがよいこらしょと立ち上がる。

「ま、アタシもそ～～なんですけど」

　かなでも茂みを飛び出した。
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「おい、覆ふく面めんを取って見せろ」

　虎牙ベンガルが恫どう喝かつ的な声を張り上げてもその下げ忍にんは覆面を取らなかった。

　ただおろおろとするだけだった。

　覆面を取れない深い深い事情があるようだ。

　温おん厚こうな上じよう司しなら、この仕し種ぐさに、

『あ、何か深い訳があるのだな。ここは聞かずにおいてやろう』

　なんて思うかもしれない。

　だけど、虎牙はそんなに温厚じゃなかった。

　ついでに言えば、かなり気が短かった。




　鳴かぬなら、殺してしまおう、ホトトギス。




　気性の荒さで有名な織お田だ信のぶ長ながの性格を示す名めい句くだけど、虎牙の場合はこうだった。




　ホトトギス、今夜は焼鳥、ホトトギス。

　単なる食いしん坊の句かもしんないけど、とにかくこんな人物なのだ。

「おい、覆面を取って見せろと言ってるんだ！」

　牙きばをがちがち鳴らして叫ぶ。

　やっぱり下忍は覆面を取らなかった。それどころかいきなり立ち上がると脱だつ兎とのごとく逃げ出した。

「貴き様さまぁぁぁ！」

　虎牙が追いかけようとしたその時だった。

　虎牙の足元に、手しゆ裏り剣けんがぶすぶすって突き刺さった。

　体に似に合あわない素早い動きで手裏剣を避けると、虎牙は手裏剣の飛んで来た方向に目を向けた。

「何なに奴やつ!!」

　逃げた下忍を守るようにして降り立つ二つの影。

「き、貴様らは!!」

　虎牙は乾いた声で言った。

「草くさ影かげのくノ一いち！　かなで！」

　ど～～して二人がこんなとこにやって来たのか、それは分からなかった。

　だけど虎牙ベンガルにとっちゃそんなことは、ど～～だってよかった。

　目の前に敵がいる。それだけで十分だった。

「くっくっくっく、飛んで火に入る夏の虫とはこのことよ。わに太た朗ろう様、よろしいですね」

　わに太朗に戦せん闘とうの了りよう解かいを取ろうと振り向いたけれど………。

　そこにわに太朗の姿はなかった。

「わに太朗様は？」

「ずいぶん前にかれーを食べ終えて」

　下げ忍にんの一人がカレーを食べながら答えた。

「虫採とりに行くって森に行かれました」

　やっぱりカレーを食べながら別の下忍が答えた。

　下忍一いち同どうカレーをかっこんでた。

　戦闘開かい始し命令が下ったら食べられなくなるから、みんなものすごく必死だった。

「虫採りに山へだと……」

　わに太朗の胃い袋ぶくろの小ささに、虎牙は慨がい歎たんした。

　勝手に春日かすがマコトを襲おそうことは禁止されている。

「くそ～～」

　って歯は嚙がみする虎牙だけど、待てよって思った。

　見たところ、春日マコトはいないよ～～だし……。草くさ影かげのくノ一いちやかなでと戦うのならいいんじゃなかろうか？

　それに、少なくとも仕掛けて来たのは向こう側な訳だし。降りかかる火ひの粉こを降り払うのは仕方あるまい。

　そうだそうだ、これは自分達の身を守るってことじゃないか。その結果としてうっかり倒しちゃったとしても、それは仕方ない。

　自分自身で納なつ得とくすると、虎牙はにやりと笑い叫んだ。

「ものども！　かかれぇぇぇ！」

　ちょうど、下忍達がカレーを食べ終わったとこだった。虎牙が思し案あんしてる間にお代わりまでした兵つわもの達たちだ。

　下忍達が背中の忍にん者じや刀とうを抜くと、涼すず葉はらに襲おそいかかる。

「うがああああああ!!」

　虎牙も加わった。

　壮そう絶ぜつな忍者戦が始まった。

　戦いは長くは続かなかった。

　ご飯はん食べたばっかで急激な運動したもんだから、下忍達の横よこっ腹ばらが痛くなってしまったのだ。

　そのスキに、煙けむり玉だまの煙に紛まぎれ二人のくノ一いちは逃げてしまった。

「お前らという奴やつは………」

　って唸うなる虎牙ベンガルだけど、そんなには怒おこれなかった。

　虎牙だって横よこっ腹ばらがズキズキしてたのだ。

「くっ、このままでいさせてたまるか！」

　だけど横っ腹が痛い。すごく痛い。

　やっぱり、カレーは五杯くらいで止めておけばよかった。

　虎牙が激しく後悔してる中、そのクールな声は響ひびいた。

「だいぶ参ってるようだな。虎牙」

「その声は！」

　木この葉はとともに、虎牙の前に一人の忍しのびが現れた。

　年は三十代前半といったところだった。なかなかどうして、精せい悍かんな顔つきだ。右目に縦に傷が入ってるけれど、それすらもワイルドな魅み力りよくに拍車をかけてた。

「カバネ丸！」

　虎牙がその名前を口にした。

　血ち桜ざくらカバネ丸。血桜忍にん群ぐんの上じよう忍にんだ。

　頭のネジが抜けちゃってるような上忍達の中では、ちゃんと会話出来る貴重な忍びなのだ。

「どうしてお主ぬしが……」

「ヒマだったんでな。ちょっくら様よう子すを見にやって来たんだが、なかなか楽しそうじゃないか」

「カバネ丸！　頼む！　あの二人を追ってくれ！」

「やれやれ、面めん倒どうくさいことは嫌いなんだがな」

　カバネ丸はコキコキと首を鳴らした。

「まあ、いいぜ。ちょうど退たい屈くつしてたとこだしよ。捕まえて来てやるよ」

　そこで、カバネ丸は瞳を細めぞっとするような声で言った。

「生死は問うなよ」

　木の葉を舞い上がらせ、カバネ丸の姿は消えた。

　虎牙ですらその動きを捉とらえることは出来ない。

「屍しかばねのカバネ丸。奴やつの大おお鎌がまに追われて逃げられた者はいないからな。これで草くさ影かげのくノ一も、かなでも終わりだな」

　虎牙はにんまりと笑みを浮かべた。

「ぬわーっはっはっはっは！！！」

　虎牙は高笑いを響ひびかせた。

　そして叫んだ。

「あ～～、横よこっ腹ばらが痛い！」




　その頃、わに太た朗ろう君は………。




「わ～～いわ～～～いわ～～い」

　森で虫を採とっていた。

　底抜けに優しいわに太朗が、どうしてマコトのことをほったらかしにしてるかといえば、それにはちゃんとした理由がある。

　忘れちゃってたのだ（おいおい）。

「わ～～いわ～～いわ～～い」

　悪わる気ぎがないだけに、困ったもんだった。
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「ふう、ここまで来れば大丈夫でござるな」

「そ～～ですね」

　二人はふ～～って息を吐き出した。

　二人の持つ担たん架かには、覆ふく面めん野や郎ろうが乗っかってた。

　言うまでもなく、どさくさの中で助け出して来たのだ。

「マコトさん、すっごく重いって訳じゃないですけど、さすがにこうやって運ぶと疲れますね」

「そうでござるな」

　担架を下ろし、涼すず葉はは語りかけた。

「マコト様、ご無事でござるか？　マコト様」

　返事はなかった。

　覆面から覗のぞく目が白しろ目めを剝むいていた。

　戦いの中、頭でも打って気持ちよく気絶なさってるようだ。

「とにかく、無事でよかったでござる」

「これからど～～します？」

「マコト様を運び花はな滝たき殿の所へ戻るでござる。それから急いでこの山を離れるでござる。また血ち桜ざくらと出くわすかもしれないでござるから……」

　そこで、涼葉は表情をキリリと固めた。

「何者！」

　振り向き様ざまに投げた投げ苦く無ないが、空を切って飛ぶ。木の幹の高い所に深く突き刺さる。

「気配は殺してたつもりなんだがな、なかなかやるじゃね～～か」

　木の後ろから姿を現す忍しのびに、かなでが大声を上げた。

「カ、カバネ丸様！」

「血ち桜ざくらの忍しのびでござるな」

「は、はい。しかも、上じよう忍にんです！　暗あん殺さつ専門なんです！　カバネ丸様のカバネは屍しかばねのカバネなんです！　あんたバカね、ってのがなまった訳じゃありません！」

　かなでが震えてた。ぶるぶる震えてた。

　いつものんぽりしてるかなでとは思えないくらいその表情は真まっ青さおに染まってた。

　この脳のう味み噌そところてんのかなでがここまで恐怖するとは………。

　涼すず葉はは奥おく歯ばを嚙かみ締めた。

　どうやら、只ただものではないようでござるな。
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「かなで、マコト様を連れて逃げるでござる！」

「え？　でも」

「いいから、ここは拙せつ者しやに任せるでござる！」

「……分かりました」

　かなでは、よいこらしょと背負うと涼葉に顔を向けた。

「涼葉さん。ムリしないでくださいね！」

　人ひと一人ひとり背負ってるためいつものようには跳べないが、それでも人じん知ちを超えた速度で去って行くかなで。

　涼すず葉はとカバネ丸だけが残された。

「さ、かかってくるでござる！」

　やれやれってカバネ丸は肩をすくめた。

「オレは、無ぶ器き用ような忍しのびでな。他の上じよう忍にん達のように特別なことは何も出来ねえ。虎牙ベンガルのように武器を体に仕込んでる訳でもねえ。ただ……」

　背中の武器を手にした。黒光りする巨大な鎌かまだ。

「こいつでの戦いだったら、負けたことはないぜ。草くさ影かげのお嬢じようちゃん」

「！！！」

　お嬢ちゃん呼ばわりされた涼葉が激げつ昂こうした。無数の手しゆ裏り剣けんがマシンガンのようにカバネ丸に振りそそぐ。

　カバネ丸はそれを一つ残らず大おお鎌がまで弾はじき返すと、枝を蹴けり涼葉に襲おそいかかった。

　カバネ丸の大鎌が涼葉をぶった切る。しかし涼葉の姿が揺らぐ。残ざん像ぞうだ。

「ていや！」

　駿しゆん足そくで背後へ回っていた涼葉が短たん刀とうをカバネ丸に突き立てる。

　勝負は決まったかと思われたが……カバネ丸の姿も揺らいだ。

「何！！！」

　その時、涼葉の首くび筋すじに迫る気配を覚えた。刃やいばの気配だ。

　バックステップで、涼葉は間合いを開けた。

「なるほど、大したもんだ。オレの大鎌を避けるとはな」

　カバネ丸はくっくと笑った。

「さすがは涼すず之の介すけの娘だ」

「父ちち上うえを知ってるのか！」

「当たり前さ。何度も戦ったからな」

　カバネ丸は鼻をフンと鳴らした。

「決着がつく前に、あいつは病気でくたばっちまったがな」

　父上と……互ご角かく！

　その事実が、重く涼葉に伸のし掛かった。

「どうした？　怖おじ気けづいたかい？　お嬢ちゃん」

「黙れ！」

　涼葉が大地を蹴った。一気に間合いを詰めてカバネ丸に襲おそいかかる。

　バク転で涼葉の攻撃を避けたカバネ丸は、静かに巨きよ大だい鎌がまを構えた。

「手て加か減げんなんてのは習っちゃいないからな。死んだって恨うらむなよ」

　その直後だった。カバネ丸の知覚が、それを捉とらえた。自分に飛んで来る無数の白い物体だ。

　大おお鎌がまがそれを弾はじくと同時に、それらは粘ねん着ちやく性のある白い糸をまき散らす。

「白しら糸いと固がためか！」

「涼すず葉はさん!!」

　かなでの声が響ひびいた。

「こっちです！」

　すぐ上の道路に止まったのは、花はな滝たきのポンコツカーだ。

「乗ってください！」

「分かったでござる！」

　カバネ丸に向かって無数の苦く無ないを打ち出し、涼葉はポンコツカーに飛び乗った。

「飛ばすぜ～～～～！！！」

　アフロ頭を揺らし、花滝がアクセルを踏み込んだ。




　カバネ丸は歯でがちってくわえてた苦無をぺって吐き捨てた。

　投げられた苦無を歯で止めたのだ。とんでもなく丈じよう夫ぶな歯だ。スルメの十枚や二十枚簡かん単たんに嚙かみ千ち切ぎってしまいそうだ。

「かなでの奴やつ。ちっとは上じよう達たつしたじゃねえか」

　力を込めて白糸を断ち切ると、カバネ丸は大鎌を握り締めた。

「だが、こんなことで諦あきらめるカバネ丸様じゃないんだぜ」

　地面を蹴け飛とばした。残ざん像ぞうしか残さない駿しゆん足そくで、道路へと飛び出す。

　たまたまそこにやって来たトラックに飛びかかると、大鎌で軽く扉を切り開く。

　そして、運転手の首に鎌の刃やいばをひっかけた。

「首を切り落とされたくなければ前の車を追え。いいな」

　もちろん、運転手さんは首を切り落とされたくなかったから素直に従った。

　アクセルが踏まれ加速する車の助手席にて、カバネ丸は笑った。

「くっくっく、運の悪い連れん中ちゆうだぜ。オレに追われるなんてな」

　血ち桜ざくら忍にん群ぐん上じよう忍にん、血桜カバネ丸。

　シリーズ最高の強敵の出現だった。

　今回ばかしはおちゃらけは通用しそうもなかった。

　誰もがそう思った。

　本当にそう思った。

　そう思ったんだってば。
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「カバネ丸!!」

　戻って来たカバネ丸に、虎牙ベンガルは駆け寄った。

　ゴクリと唾つばを飲み下し、尋たずねた。

「二人とも……殺やったのか？」

「いや………」

　青ざめた表情で、カバネ丸は首を横に振った。

「今回はオレの負けだ」

「まさか！　お前ほどの男が何な故ぜ？」

「少し甘く見ていたようだぜ」

　そこでカバネ丸は口元を押さえた。

「ぐ！」

　くぐもった声を上げると、そのまま近くの茂みへと飛び込んでいく。

「内ない臓ぞうを痛めつけられているのか……」

　虎牙は信じられないって表情で唸うなった。

「カバネ丸をあそこまで痛めつけるとは、草くさ影かげのくノ一いち、そして、かなで。思った以上にやりおる」

　カバネ丸の強さは虎牙がよく知っていた。ことオーソドックスな戦せん闘とうともなれば、その強さは血ち桜ざくらでも一、二を争う。

　そんなカバネ丸がここまでダメージを受けてきた。これはとんでもないことなのだ。

「どうやら、ふんどしを締め直してかからねばならないようだな」

　虎牙は下げ忍にん達に目を向けた。

「敵の強さは想像以上だ。お前達、気を引き締めて修行に励はげめよ」

　拳こぶしを振り上げ、叫んだ。

「さあ、修行を始めるぞ！　これまで以上にビシビシいくからな！」

　虎牙は固めた拳を振り上げた。

　お～～～って下忍達の雄叫おたけびを待ったけど、誰も叫んでくれなかった。

　虎牙の顔色が険けん悪あく色いろに染まった。嚙かみ締められた奥おく歯ばががちがちと音を立てる。

　その仕し種ぐさに、下忍達は慌あわてて拳を振り上げた。

「お～～～～～!!」

「よ～～～し」

　満足気に頷うなずくと、虎牙は言った。

「とりあえず軽く走り込みからいくぞ。今から明日の朝まで走り続けるのだ！」




　茂みの中からのっそり出てきたカバネ丸の目の前を、下忍達が走り去る。

「こらあ、お前、何をモタモタしてんだ。しっかり走れ！」

　鬼コーチもその後を追いかけて行った。

「あいつら……元気だな……」

　青白い顔で、カバネ丸が呟つぶやいた。と………

「う！　またか」

　カバネ丸の表情が苦く悶もんに歪ゆがむ、口元を押さえ茂みに飛び込む。

　そして、その声は響ひびいた。

「おえ～～～～～～～～～～～～～～～～」
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「いや～～、久しぶりに背せ筋すじがぞぞっとしたよ」

　春日かすが邸ていにて、花はな滝たきがやれやれとばかしに息を吐き出した。

「あんなでっかなトラックに追われるなんて、映画の中でしか見たことなかったもんな。まさか実体験するとは思わなかったよ」

「しかし、あのカバネ丸という忍しのび。どうして途中で追跡を止めたのでござろうか？」

　深しん刻こくな顔して悩む涼すず葉はに、ポッキーをぽりぽり齧かじりながらかなでがおっしゃった。

「乗り物酔よいだったんじゃないですか？」

　かなではきっぱりと無視された。

「乗り物酔いですよ。きっと」

　やっぱり相手にされなかった。

　ぷくっと膨ふくれて、かなではポッキーを口に押し込んだ。

「それよりかなで。どうしてマコト様の覆ふく面めんを取ってないでござるか？　ちゃんと取るよう言ったでござるよ」

「すっごく結び目が固かったんですもん」

「仕方ないでござるな。拙せつ者しやが解とくでござる」

　居間の片かた隅すみに敷かれた蒲ふ団とんに涼葉が近寄ろうとした時だ。

　蒲団がもぞもぞって動いた。

「マコト様！」

　むっくりと起き上がる。閉じてた目もぱっちりと開いてた。

　きょろきょろと辺りを見渡し、その瞳に涼葉らを映す。

「！！！」

　弾はじかれたように立ち上がり、壁に背中を押しつけた。

「一体どうしたでござるか？」

　目で見ても分かるくらい、ぶるぶる震えていたのだ。

「マコト様……」

　涼すず葉はは思わず涙ぐんだ。

「恐怖のあまり…………」

　だけど、涼葉は涙を拭ぬぐい笑顔を向けた。

「安心するでござる。拙者がついてるでござる」

　答えはなかった。

　ただ、怯おびえた小犬のような瞳で涼葉を見つめるだけだった。

「とりあえず覆ふく面めん取りますね」

　でっかいハサミ片手にかなでがやって来た。

「ちょっと、暴れないでくださいよマコトさん。へんなとこまで切っちゃいますよ」

　ジョキン！

　覆面の結び目が切り落とされた。一歩遅おくれて覆面がはらりと落ちる。

「あらあらあらあら」

　現れた顔に、かなでは息を漏らした。

「マコトさん。ちょっと見ないうちに顔が変わっちゃいましたね。まるで別人みたいです」

「みたいですじゃないでござる！　別人でござる！」

　腰の短たん刀とうに片手を置き、涼葉が鋭く叫んだ。

「え？　別人？　そ～～ですよね。いくら何でもこんなにも顔は変わりませんよね」

　別人の顔をためつすがめつ見てから、かなでがあって声を上げた。

「……………あ～、よく見たら下げ忍にんの凶きよう作さくさんじゃないですか！」

　よく見なくちゃ分からないところが、ぽけぽけの女王のかなでだ。

　だけど、女王にだって言い分はあった。

「も～、そんなリンゴみたいなほっぺしてるから分からなかったです」

　血ち桜ざくら忍にん群ぐん下忍、血桜凶作は、ぷっくり膨ふくれたリンゴほっぺを押さえた。

　それから、上うわ目め遣づかいにかなでを見ると、鼻はな水みずをずずっと垂たらした。

　鼻水が上下に動いた。

「なるほどなるほど」

　コクコク頷うなずくかなでに、花はな滝たきが尋たずねた。

「何だい？　今のは？」

「あ、今のは鼻水文字です。鼻水で会話するんです。すごいでしょ？」

　忍にん者じやが声に出さずに会話する方法を持っているのは、別に珍しいことではない。

　手の動きで会話したり、口の動きで会話したり、コツコツと木々を叩たたく音で会話したり、それは流りゆう派はによって様々だ。

　だけど、鼻水を上げ下げして会話するってのは初めてだった。

　鼻水を上げ下げするだけで、いろは四十七音を表現出来ることがはたして可能なのか？

　果てしない疑問を覚える涼すず葉はだけど、突っ込みは入れなかった。今はそんな場合ではない。

「凶きよう作さくさんはおたふく風か邪ぜにかかっちゃったそうです。喉のども痛めてて声が出せないんだそうです。おまけに虫むし歯ばになっちゃって、カレーも食べれなかったんだそうです」

　また凶作が鼻はな水みずを上下に動かした。

「あの、おいらどうなるんだって聞いてますけど………」

　そんな質問なんか涼葉は聞いてなかった。

　ぷるぷると震えながら、かすれた息を吐き出した。

「つまり、拙せつ者しや達がマコト様だと思って助け出したのは全くの別人だったということでござるな」

「そ～ゆ～～ことですね」

「それじゃ………マコト様は？」

　答えなんて分かり切ってたけど、涼葉は尋ねた。

「………………」

　底の知れない、深い深い沈ちん黙もくだった。

「あはは」

　かなでが笑った。

　いや～～まいっちゃったね～ってな笑いだ。

「まだあそこにいるってことですね」

　涼葉は叫んだ。

「あああああああああああああああああ！！！」




　一方その頃、春日かすがマコトは……。




　下げ忍にんの格かつ好こうをしたまま、森の中を懸けん命めいに走ってた。

「も～～、涼葉もかなでさんも違う人連れてっちゃうし、わに太た朗ろう君もどっか行っちゃうし、僕はど～～すれば」

「おいお前！　何をもたもたしておる!!」

　虎牙ベンガルの怒ど鳴なり声に、止まりかけてた手足を必死になって動かした。

　限界なんてとっくの昔にきてたけど、バレたら殺されるってガケっぷちの状況がマコトの体を動かしてた。

　落らく涙るいしながら、マコトは叫んだ。

「誰かぁぁぁぁぁ！」




　その夜、マコトは涼葉とかなでによって救助された。

　後の話だが、秋の競歩大会の順位が１００番も上がった。

　それがこの経験の恩おん恵けいだということは、事実である。

　めでたしめでたし。




　マコトの声『めでたくなんかね──ぞ！』





第十二話　完　















　　　第十三話　スイカ爆弾を追え！
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　かなではお昼ひる寝ね中だった。

　この世の幸せを凝ぎよう縮しゆくして作ったような寝ね顔がおだった。

　夏休みの終しゆう盤ばんにさしかかったそんな昼下がりの午後。場所はマコト宅の居間、クーラーは23度に設定されてた。

「う～～ん、むにゃむにゃ」

　何か幸せなものを嚙かみ締めてかなでが寝返りを打った時だ。

　こんこんこんこんこん。

　縁えん側がわの窓がコンコンと叩たたかれる。その音でかなではちょこっと起きた。

「ん？　マコトさんですか？」

　目をしょぼしょぼさせながら起き上がる。

　ガラスの向こうに、少年がいた。

　半はん袖そで半ズボンで、頭の高いとこでちょろんって髪の毛を縛しばってる。頰ほおにはバッテン印の傷きず跡あとだ。

　そう、血ち桜ざくら忍にん群ぐん頭とう目もく、血桜わに太た朗ろう君その人だ。

　立場的にはマコトのことやっつけなくちゃいけないんだけど、そんなつもりはこれっぽっちもない。血桜の面めん々めんの目を盗んではひょこひょこマコトの家へ遊びに来ちゃうそんな少年なのだ。

「あらあら、わに太朗様じゃないですか」

　かなではよっこらしょっと立ち上がると、縁えん側がわの窓を開けた。

「ど～したんですか？　こんな所から」

「だって、何度も玄関で呼んだんだけど返事がないから。誰もいないかなって思って」

　わに太朗は家の中をきょろきょろ見渡すと、尋たずねる。

「ねーねー、マコト兄ちゃんと涼すず葉は姉ちゃんは？」

「二人で仲良くお買い物に出かけてます。なんかスーパーで冷凍食品が安いとかで。もうすぐ帰ってくると思うんで上がって待っててくださいね」

「うん、おじゃましま～～す」

　こっくり頷うなずくと、わに太朗は居間へと上がり込んだ。

「あら、何ですかその風ふ呂ろ敷しき包づつみは？」

　かなでは、わに太朗が背負ってる風呂敷の包みに気がついた。

「えへへ、かなでに最初に見せてあげるね」

　ほくほく顔で、わに太朗は風呂敷包みをちゃぶ台の上に置いた。

「じゃ～～～～ん」

　風呂敷の中から出てきたのは、緑色で黒いシマシマ模も様ようの丸いもんだった。

　いわゆるスイカ……………なんだけれども、ちょっとおかしかった。

　シマシマ模様が何だかしっちゃかめっちゃかだし、色合いだって毒々しい。

「あらぁ～」

　かなでは笑顔で言った。

「猫かぶり爆ばく弾だんじゃないですか」

　猫かぶり爆弾。血桜の忍にん法ぽうの一つだ。爆弾に色彩を施ほどこし、爆弾じゃないものに見せかけてしまうという恐ろしい忍にん術じゆつなのだ。

　一目で見破られてしまったわに太朗は、残念そうに息を吐き出した。

「あ～あ、うまく出来たと思ったのにな」

「あはは、もう一歩なんですよね。えっとですね」

　胸の谷間に手を突っ込むと、かなではそこから絵え筆ふでを取り出した。

　ぺったらぺったらと出で来き損そこないのスイカに色彩を施ほどこす。

「こんな感じですかね」

　ちゃぶ台に置かれたスイカは、もう出来損ないなんかじゃなかった。色合いもシマシマ模も様ようも完かん璧ぺきだった。誰がどう見たって完璧なスイカだった。街角で１００人に聞いたら全員がスイカですって言うはずだ。本物のスイカと並べたって負けてない。むしろこっちの方がおいしそうだ。

「うわ～～すごいな」

　ぱちぱちと拍手するわに太た朗ろうに、かなでは鼻たかだかで言った。

「えへへへ、アタシ昔っからこれだけは得意なんです」

　どんなバカにも取とり柄えがある。忍にん術じゆつも体たい術じゆつもど～もぽけぽけのかなでだけど、どうやら美術の才能だけはずば抜けていいようだった。

「高校の通知表も美術は10だったんですよ」

　えっへんってやってるかなでをそのままに、わに太朗はしきりにそのスイカを眺ながめた。

「ど～～してボクはうまく出来ないんだろ？　一生懸けん命めいやったのに」

「まず第一にですね、絵の具の色の問題ですね。絵の具の色がマズかったらどんなに上手じようずに描いたって見破られちゃいますからね」

「虎牙ベンガルに教わったようにちゃんと調ちよう合ごうしたんだけどな」

「虎牙様ってベタっとした色を作るクセがありますからね」

　かなではうんって頷うなずいた。

「分かりました。それじゃアタシが教えてあげますよ。かなで秘ひ伝でんの絵の具の作り方。わに太朗様だけに特別ですよ」

「本当に？」

「はい、それじゃちょっと絵の具の元を取りに行って来ますね」

　かなでは縁えん側がわからしゅばっと飛び立った。

「あ、ボクも行くボクも行く」

　わに太朗も慌あわててその後を追いかけた。




　それからしばらくが経過した。




「ただいま～～」

　スーパー買い出し部隊の御ご帰宅だった。

「ふ～～、やっぱ家の中は涼しいや」

　ビニール袋をぶら下げてマコトが居間へと入ってくる。後ろには涼すず葉はだ。

　一人分の仕送りでなんとか三人生きてるってな状況だ。安い時にどかって買っておかなくちゃ生活なんて出来ない。

「あれ？　こんなとこにスイカがあるぞ」

　マコトはさっそくちゃぶ台の上のスイカに気がついた。

「ど～～したんだろ？　これ」

「なるほど、きっとかなででござるな」

　涼すず葉はが頷うなずいた。

「普段ぐーたらしてるお詫わびにと、きっとかなでがどこかから買って来たでござる」

　あのかなでさんがそこまで気を遣つかうかな？　ってちょっと思った。

　無神経の国からやって来たお姫様のようなかなでだ。普段お世話になってるからって小こ遣づかいで何かを買って来るとは思えない。

　けど、まあ細かいとこはよしとした。大切なのは目の前にスイカがあるってことだ。

　そう言えば、この夏に入ってからまだちゃんとスイカ食べてなかったよな。

　こんなんじゃいかんですたい！

　マコトは意味不ふ明めいの気迫を込めて拳こぶしを握り締めた。

「よし、三時のおやつにさっそく食べよう」

「そうでござるな」

　涼葉がスイカを持ち上げる。

「少し待ってるでござるよ」

　台所へと向かって行った。

「スイカスイカスイカスイカ」

　自作のスイカ歌なんぞを口ずさんでる時だった。ポケットの中の携帯がぷるるって音を立てた。

「もしもし」

『お、マコトか。元気してるか？』

　アフロな声が聞こえた。花はな滝たきセンパイだ。

「あ、ども、花滝センパイ。ど～かしたんすか？」

『いやな、また女の子の服をいくつか調達してきたからな。どうかなって思って』

「あ、それはありがたいっす」

『本当なら車で持ってってやろうと思ってたんだが、ちょっくら故障しちまってな。悪いんだけど自転車で取りに来てくんないか？』

「なるほど、分かりました」

『じゃな、待ってるぞ』

　それだけ言うと、花滝センパイの電話は切れた。

「しかし花滝センパイ。一体どうやって女の子の服を手に入れるんだ？」

　女友達から貰もらってるとのことだけど、マコトは信じちゃいなかった。あのセンパイにそんな女友達がいるはずがない。

　もし僕が女の子で、たとえ花はな滝たきセンパイの友達だったとしても、服をくれって言われたらいやがるだろうな。

　マコトは思った。

　何か変なことに使われそうだもん（どんなことに使うかはご想像にお任せします）。

　だけどまあそんなことはど～だっていい。後で警察に何か聞かれても僕は知らなかったんですって言えばいいだけだ。

　思い切り自分勝手にそう結論づけると、マコトは立ち上がった。

「涼すず葉は、花滝センパイが服くれるって言うからちょっと取りに行って来る」

「ならば拙せつ者しやも」

　包ほう丁ちよう片手に涼葉が台所から顔を出す。

「え、別にいいよ。そんな遠くないし」

「いいえ、何があるか分かりませぬ」

　涼葉は口をへの字に曲げた。

　こういう時の涼葉を説得するのは、とてつもなく大変なことだってことをマコトは経験からしっかり理解してた。

「分かった。じゃあ一緒に行くか」

　マコトは、涼葉の手に握られてる包丁を見て尋たずねた。

「ところで、スイカってもう切っちゃった？」

「いいえ。まだでござるが」

「じゃ、あのスイカ花滝センパイんとこ持ってこう。いつも世話になってるのに手ぶらってのも悪いから」

「分かったでござる」

「よし、じゃ行くか」

　こうして、自転車のカゴにスイカを乗っけてマコトと涼葉は出発した。

　まさかそのスイカが、スイカの顔をした別のもんだってことに二人は気がつかなかった。

　かなでの美術の才能の勝利だった。
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「たっだいま～～～～」

　両手一いつ杯ぱいに何だかよく分からない草やら木こノ実みやらを抱えて、かなでが帰ってきた。

「たっだいま～～」

　わに太た朗ろうもそれに続く。やっぱり両手一杯に何だかよく分からないもんを抱えてた。

「まずは、これをぐつぐつ煮に込こまなくちゃいけません」

「は～～～い」

　縁えん側がわから上がり込んだ二人は、そのまま台所へと向かう。

「これでかなでみたいに上手じようずに出来るね」

　ほくほく顔でわに太た朗ろうは言った。

「あのスイカみたいに……」

　？？？？？？？？？

　ちゃぶ台の上には何もなかった。

　スイカは忽こつ然ぜんと姿を消していた。

「あれ？　かなで、スイカがどっか行っちゃったよ」

「え？」

　かなでもちゃぶ台の上に目を向けた。

　やっぱりスイカはなかった。

　密室全ぜん裸ら誘ゆう拐かい事件！　空白の六分の悲劇！　その時、家か政せい婦ふは見た！

　そんな言葉がかなでの頭の中にぽっこり浮かび上がった。

　火曜サスペンス劇場とＮＨＫのみんなの歌は、かなでがかかさず見てる番組なのだ。

　だけど残念ながら家政婦はいなかった。だから何が起こったか知ることはムリだった。

「一体スイカはどこに行ったのかしら？」

　神しん妙みような顔つきで考え込むかなで。

「こういう時は推理力がものを言うんです」

　かなでは推理した。

　空からＵＦＯがやって来て、ビ────って不ふ思し議ぎなビーム出してスイカを盗んでいく光景が浮かび上がった。

　ダメダメ推理だったけど、かなでは信じた。独特の思し考こう回路を持ったお嬢じよう様なのだ。

「これはきっとスイカ星せい人じんの仕し業わざですね。仲間だと思って持ってっちゃったんですね。恐いですね」

　クソ真ま面じ目めな顔してバカな想像してるかなでの耳に、わに太朗の声が飛び込む。

「あ、置き手紙があるよ」

　ちゃぶ台の上に置かれてる紙を持ち上げてた。

「スイカ星人からの手紙ですか？」

　かなではまだバカを言っていた。

「スイカ星人？」

　わに太朗は可愛かわいらしく首を傾かしげたけど、すぐにもとに戻した。

　かなでが訳わけ分かんないことを言うのは今いま始まったことじゃない。恐きよう竜りゆうが大地を歩いてた頃から続いてることなのだ。

「スイカ星せい人じんじゃないと思うよ。日本語で書いてあるから」

　二人はそろって紙の文字に目を落とした。




『涼すず葉はと一緒に花はな滝たきセンパイの家に行く。手ぶらじゃあれなんでスイカを持ってきます。あしからず。マコト』




　かなではわに太た朗ろうを見つめた。

　わに太朗はかなでを見つめた。

　かなでがニパって笑って尋たずねた。

「ねえ、わに太朗様。あの猫かぶり爆ばく弾だんって、火がないと爆発しないタイプ？　それとも衝しよう撃げきで爆発するタイプ？」

　わに太朗もニパって笑って答えた。

「叩たたいたり落としたりすると爆発する奴やつだよ」

「へ～～そうなんですか。それじゃスイカ割りなんかしたらちゅどか～～んですね」

「そ～～～だね。スイカ割りなんかしたらちゅどか～～んだよ」

「あはは、そりゃ～大変ですね」

「大変だよ」

　あはははって、二人はバカのように笑い合った。

　きっかり三秒後………。

「ああああああああああああああ」

「ああああああああああああああ」

　二人は、えらいこっちゃえらいこっちゃと部屋を縦じゆう横おう無む尽じんに駆け回った。

　パニックを起こしたのだ。

　パニックはしばらく続いた。

　満足するまでパニックしてから、かなでは珍しく深しん刻こくな顔して言った。

「こ、こ～～しちゃいられません！　早くマコトさんを追いかけてあのスイカはスイカなんかじゃなくスイカのふりをした爆弾だってこと教えてあげないと！」

「そ～～～だね、うっかりスイカ割りなんか始めちゃったら大変だもん！」

「そ～～です。うっかりスイカ割りなんか始めちゃった日には…………」

　振り下ろされる棒を受けとめるスイカの図。

　ちゅどか～～ん！

「あああああああああああ」

「あああああああああああ」

　二人はまたパニックを起こした。

　そんなことやってないで早く追いかけろよって言ってくれる、親切な人は残念ながらいなかった。
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　ちなみに、マコト達はとゆ～と。

「もっと右だ右」

「ああ、マコト様。左でござる左で…」

「そのまままっすぐだ。ああ、曲がってるぞ」

　うっかりスイカ割りを始めちゃっていた。

　ここは花はな滝たきの家だ。先祖代だい々だい農家を営んでる花滝の家は、古くてでかい。従って庭だってでかい。だからスイカ割りの一つや二つ簡単に出来てしまう。

　せっかくだから夏らしくやろうじゃないかってことで、こうやってスイカ割り大会が始まったのだ。

「そこだ、いけ！」

「えりゃ！」

　マコトは勢いよく木ぼく刀とうを振り下ろした。

　手て応ごたえはなかった。

　目め隠かくしを外すと、木刀はスイカの隣をかすっていた。

「おしい」

　マコトは軽く舌した打うちした。

「はは、残念だな。もう少しだったのに」

　花滝が笑いながら言った。相変わらずのアフロヘアーだ。夏なのによくやるよって感じだ。

「よし、次は俺の番だな」

　花滝が立ち上がる。

　マコトから受け取った目隠しを片手に、花滝はスタートラインに着いた。

「名人の技を見ておくんだぞ。なんてったって小学校の時は、スイカ割り花ちゃんって呼ばれてたんだから」

　やなネーミングだ。一年に一度見せ場があるかないかだ。

「俺には指示は不要だからな」

　花滝は言った。確かにそう言った。

「心の目があるんだからな」

　そうも言った。

　だからマコトと涼すず葉はは黙ってた。

　ルール通り自分で五回回かい転てんした後、スイカとは反対側に歩き始めたけど、注意はしなかった。

　そのままどんどんスイカとは離れていったけど、それでも注意はしなかった。

　注意してやればよかったなって後悔したのは、花はな滝たきがものすごく高そうな植うえ木き鉢ばちに木ぼく刀とうを振り下ろした後だった。

　植木鉢は木こつ端ぱ微み塵じんだった。

「やったぞ！」

　喜びいさんで鉢はち巻まきを取った花滝は、目の前で木端微塵になってる植木鉢に絶ぜつ句くした。

　それから、プイと姿を消すとスコップ片手に戻ってきた。

　穴あな掘ほり穴掘り穴掘り。

　穴あな埋うめ穴埋め穴埋め。

　花滝は何事もなかったようにマコト達の所へ戻って来た。

「いや～、やっぱ十年のブランクは長かったぜ」

　目め隠かくしと木刀を涼すず葉はに突き出す。

「さ、次は涼葉ちゃんの番だぞ」

「拙せつ者しやでござるか」

　涼葉が、思い切り深しん刻こくな顔で目隠しを受け取った。

「しかし、拙者に出来るかどうか」

「な～～に、涼葉ちゃんなら大丈夫だよ。なんてたって一番刀かたなに慣れてんだから」

　確かにそうかもしんないけど、それがスイカ割りにどう活かされるかは謎なぞだ。

「さささ」

　花滝に押されるようにして、涼葉はスタートラインへとやって来た。

　目隠しをして五回回る。

　暗くら闇やみの中、もはやスイカがどの方向にあるのかすら分からない。

　涼葉は思い出した。草くさ影かげ忍にん群ぐんが頭とう目もく、涼葉の祖父、草影芋いも蔓づる斎さいの言葉をだ。




『暗闇の中では、神経を張り巡らせることが重要じゃ。相手の吐と息いき、心臓の鼓こ動どう、体温、そして相手が動いた時に生じる空気の流れ。それらを感じとり、敵の居い場所を知る。これすなわち心の目ということなのじゃ！』


芋蔓斎様の偉いお言葉






　涼葉は全身に神経を張り巡らせた。敵（スイカ）の居場所を知るために。

　しかし……………。

　スイカは息をしなかった。

　ついで言わせてもらえば、心臓の鼓動だってなかった。

　さらに言わせてもらえば、体温だってない。

　最後に付け加えれば、微び動どうだにしない。だから空気も動かない。

　これは難なん解かいな任務でござる。

　涼すず葉はが唇を引き結んだ時だった。

「お～～い、もう少し右だぞ右」

　聞き慣れた声が飛んで来た。やんわりとして穏おだやかな声だ。

「マコト様！」

　まるで天からの声のように涼葉には聞こえた。

「よ～～し、まっすぐまっすぐまっすぐまっすぐ」

　マコトの声に、涼葉は全面的に従った。




「いい感じいい感じいい感じ。そこでストップ！　止まって止まって」

　涼葉はスイカの真っ正面に来てた。位置関係もばっちりだ。

　マコトは塩の小こ瓶びんを片手にした。もう食べる準備をしたのだ。

「よ～～し、そこでぶっ叩たたけ！」

　マコトの言葉を受けて、涼葉が木ほく刀とうを振り上げ、そして振り下ろした。

　マコトも、花はな滝たきも、そして涼葉でさえも、スイカの終しゆう焉えんを確信していた。もしかしたらスイカ（？）自身も覚かく悟ごを決めてたのかもしれない。

　だけど、涼葉の振り下ろした木刀はスイカには当たらなかった。

　目め隠かくししていないマコトと花滝はその光景を見た。

　飛んで来た鎖くさり付つきの便器スポスポ（トイレのつまりを直す奴やつ）が、スイカにくっつくとそのままかっさらって行ってしまったのだ。
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　そして、スイカが飛んでったその先には、ピンクの忍しのび装しよう束ぞくのかなでがいた。

「ふ～～、危ないところでした」

　スイカを抱えてほっとため息なんかついてる。

「こら、かなで！」

　目隠しを外した涼葉が声を飛ばした。

「スイカを独り占めするつもりでござるか！」

「ち、違うんです！」

　かなでは必死になって訴えた。

「これは爆ばく弾だんなんです！」

　誰も信用しなかった。

　それほどまでに、スイカ爆弾はスイカっぽい顔をしてたのだ。

「かなでさんも一緒にスイカ割りしよ。スイカはその後でみんなで食べるから」

　マコトの提案にも、かなではぶるんぶるん首を横に振った。

「ですから、これはスイカなんかじゃなくって、爆ぼく弾だんなんですって」

　やっぱり誰も信用しなかった。

「とにかく、スイカを返すでござる」

　涼すず葉はがしゅばって屋根の上にやって来る。かなでピンチだ。

「いや～～～」

　かなでのピンチを救ったのは忍しのび装しよう束ぞくの少年、血ち桜ざくらわに太た朗ろうだ。かなでの前にしゅばって現れると懐ふところから取りだした白い玉を瓦かわらに叩たたき付けた。

　巻き上がる白はく煙えん。それが晴れた時、もうそこにかなでとわに太朗の姿はなかった。

　も・ち・ろ・ん、スイカの姿だってなかった。

「わに太朗殿まで一緒になって！」

　涼葉は握り締めた拳こぶしをぷるぷると震わせた。

　服に手をかけると一気に引っ張る。その下から現れるのはいつもの忍び装束だ。

「マコト様。お待ちを。すぐに取り戻して来るでござる」

「いや、別に。きっと大切なスイカだったんだよ。勝手に持って来ちゃったのはこっちだった訳だし……」

「取り戻して来るでござる！」

　涼すず葉はは叩き付けるように言った。

　なんてことない、せっかくのマコトとの共同作業を邪じや魔まされて怒ってたのだ。

「行っちゃった」

　残ざん像ぞう残して飛び立つ涼葉を見送って、マコトは一句詠よんだ。




　スイカ割り

　スイカがなけりゃ

　素す振ぶりの稽けい古こ

　　　　　　　マコトのなんとなく俳句




　それから、自分の右手に目を落とした。

　てっきりスイカが食べれると思って握り締めちゃった塩の小こ瓶びんが、まだそのまま握られてた。

　これを使わないってのも、何だか塩が可哀かわい想そうな気がした。

「おい、マコト」

　そんなマコトの気持ちを察したのか、花はな滝たきが言った。

「キュウリでも食うか」
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　とある交差点脇わきにファミレスがあった。どこにでもあるようなごくごく普通のファミレスだ。

　クーラーのきいた店内。暑さから逃れようと飛び込んで来た人々でそれなりに込み合ってた。

　そんな避ひ難なん民みんの中に、彼らはいた。

　男達の集団だ。

　そして、集団はものすごく目立ってた。

　理由はその服装だ。

　全員そろって、パジャマを着てたのだ（しかもすごく可愛かわいい奴やつ）。

　まるでパジャマパーティーのような出で立ちだ。

　こんな所でこんな格かつ好こうしてることから考えたって、こいつらは普通じゃない。

　彼らは、血ち桜ざくら忍にん群ぐんの下げ忍にん達なのだ。

　男の服装と女の服装の区別はつくようになったけれども、まだまだ現代のファッションってのをよく分かっていない下忍達だった。

　そして、彼らがぬわぜこんな忍にん者じやにそぐわないトレンディーな場所にいるかと言うと………。

「しかし大丈夫か？」

　下げ忍にんの一人が口を開いた。

「こんなことが虎牙ベンガル様に知られたら」

「かまうものか。オレ達が働いて稼いだ金なんだ。少しぐらい自分達のために使ったっていいだろ？」

「そうだそうだ。それに虎牙様にはばれっこないさ」

　この下忍達はこっそり、アジトを抜け出して来たのだ。

　とある遠えん大だいかつ壮そう大だいな夢を果たすために。

「まだ来ないのか？」

「こら、陣じん兵べ衛え！　そうきょろきょろするな。みっともないではないか」

「そう言う鉄てつ蔵ぞうだって先さき程ほどから落ち着かないようではないか」

「な、何を言う。ただ思ったより涼しくて震えておっただけだ」

「失礼します、ご注文は？」

　ウエイトレスのお姉さんがにこやかな笑顔でやって来た。

　下忍達は、一番窓まど際ぎわの席の下忍をぎろって睨にらみ付けた。

「半はん介すけ！　お前またそのでっぱりを押したな！」

「そのでっぱりを押したら女じよ中ちゆうが来てしまうと何度も説明しただろ！」

「すまぬ、頭では分かっているのだが、でっぱりが、でっぱりが拙せつ者しやを誘ゆう惑わくするのじゃ」

「未み熟じゆく者め！！！」

　ちょっとしたケンカが始まった。

「あの……店内ではお静かにお願いします」

「は、これは失礼いたした」

　ちょっとしたケンカは終了した。

　苦にが笑わらいしながらウエイトレスさんは去って行った。

「みんな、少し落ち着こうぞ。こんな所で怪しまれて我らが忍しのびであることがばれたらもともこもなくなるからな」

「いかにも」

　こっくりと下忍達は頷うなずき合った。

　と、一人の下忍が「あっ」と声を上げる。

　大きなガラス窓に向かって、「！！！」な顔をしてた。

「こらこら、そんなみっともない顔をするな。世せ間けん知らずがばれてしまうではないか」

　って忠告しても、「！！！」な顔は「！！！」のままだった。しかも口もパクパクしてるし。

「ど～～したと言うのだ」

　ほかの下忍達も、窓の外に目を向けた。

　そして、「！！！」な顔になった。

　ものすごく知った顔がガラスの向こうにあったのだ。

「わ、わに太た朗ろう様！！！」

「！！！」な顔のまま、下げ忍にん達は続けた。

「わに太朗様がよく街に遊びに来ることは知っているが、どうして忍しのび装しよう束ぞくなのだ？」

　答えはすぐに分かった。

　わに太朗が何かに気がつき逃げ出す。その後に、窓の前を通り過ぎて行ったのは涼し気な雰ふん囲い気きのくノ一いちだった。

「あれは、草くさ影かげのくノ一！」

「！！！」が「！！！！！！」くらいにパワーアップした。

「ついに、わに太朗様は、春日かすがマコト成せい敗ばいのために腰を持ち上げられたか！」

「そして、草影のくノ一と戦っているに違いない！」

　下忍達は自分勝手にそう誤ご解かいし、だーだー涙した。これだから体育会系けいってのは困ったもんだ。

「こうしちゃおられん。すぐにわに太朗様に加か勢せいいたすぞ」

「お～～～！」

　下忍達は立ち上がり拳こぶしを振り上げた。

　時を同じくし、トレイを持ったウエイトレスさんがやって来た。

「はい、お待ちどう様。メロンフラッペにレモンフラッペにパインフラッペにトロピカルフラッペ、それから」

　夢の到着だった。

　下忍達は振り上げた拳をゆっくりと下ろした。

　確かに、わに太朗を助けることは大切なことだ。頭とう目もくなのだ。命を投げ捨てたって守らなくちゃならない。

　だけど、目の前のカラフルでキラキラしたものだって無む視し出来ないくらい大切だ。

　下忍達はお互いを見合わせ、頷うなずき合った。

「可か及きゆう的すみやかに食べてわに太朗様を追いかけよう！」

「意義なし！」

　下忍達はスプーン片手にフラッペに飛びかかった。

　しやりしやりしやりしやりしやりしやりしやりしやりしやりしやりしやりしやりしやりしやりしやりしやりしやりしやり。

　そして全員そろってこめかみを押さえた。

「くのぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ」

　下忍達がわに太朗を追いかけるのは、もう少し後になりそうだった。
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「いや～～～～～～ん」

　半はん泣なきのかなでは屋根の上をぴょんぴょん跳んでた。普通の人にはピンクの影ぐらいにしか見えない。それぐらいの速度だ。

「かなで！」

　かなでの隣に小さな影が現れた。わに太た朗ろうだ。

「涼すず葉は姉ちゃんなら、しばらくは大丈夫だよ。ボクがまいて来たから」

「本当ですか？」

　かなではとある屋根の上で足を止めると後ろを振り返った。

　涼葉の姿は見えなかった。

「あ～～、恐かったです」

　かなではへなへなとその場にしゃがみ込んだ。

「怒った涼葉さんって人の話聞きかないんだもんな～～もう」

　スイカ爆ばく弾だんを脇に置いて、大きく息を吐き出す。

「思い込みが激しいって言うか何て言うか。あんなんじゃ将来が心配ですね。きっと旦だん那なさんが苦労しますよ。そう思いません？　わに太朗様」

「さあ、ボク分かんない」

　お子様なわに太朗は首をぷるぷると横に振りたくった。

「あ～～、思い切り走って汗かいちゃった」

　いつもよりは多少はマシだと言っても時は夏。照りつける太陽はとっても素す敵てきにハッスルしてる。

　わに太朗と違ってすっかり現代っ子と化してるかなでは、暑い暑いとぶーぶー文句を並べた。

「こんな時はフラッペ食べたいですねえ」

「フラッペ？　何それ？」

「かき氷にアイスクリームを載っけた奴やつなんです。この間、ファミレスってとこで食べたんです。すっごくおいしいんですよ」

　かなでがだらだらヨダレを流し始めた。想像だけでここまでヨダレを流せるのはある意味才能だ。

「フラッペってのは持ってないけど」

　忍にん者じや服ふくの懐ふところにわに太朗は手を突っ込んだ。

「飴あめならあるよ」

　取り出したのはドロップ缶だ。

「フルーツドロップ!!」

　かなでの目が輝いた。ヨダレの量が１・５倍になった。

　将来の夢はお菓子の家に暮らすことって自信を持って言っちゃう女の子なのだ（十七歳さいにもなって）。

「くっださっいな」

　かなでは喜んで両手を突き出すと、ドロップを載っけてもらった。

「いっただっきま～～す」

　満面の笑みでドロップを嘗なめてる中。

　風がぴゅうって吹いた。

　風は、スイカ爆ばく弾だんの背中をちょこっと押した。

　ごろごろと転がり出すスイカ爆弾に、かなでが叫んだ。

「あああああ！　スイカが！」

　叫んだ拍ひよう子しに口からドロップが飛び出した。

　かなではさらに叫んだ。

「あああああ！　ドロップが！」

　なんてことやってるから、救きゆう出しゆつ作業が遅れた。

　結果、スイカは屋根の縁へりから落下した。

　ちゅどか～～～～～～ん！

　ってなることを予測し、思わず耳を塞ふさいだ二人だったけど、そうはならなかった。

「あれ？」

　二人は恐る恐る屋根の上から下を覗のぞき込んだ。

「スイカ、スイカはいらんかね。安いよ～～」

　リヤカーにたくさんのスイカを乗っけたおじさんがゆっくり歩いてた。

　どうやら、リヤカーのスイカの上にスイカ爆弾は落下したらしい。衝しよう撃げきが和やわらいでかろうじて爆発しなかったのだろう。

　ほっと胸を撫なで下ろしてから、二人はぴょんと飛び降りた。

　スイカを落っことしちゃったんです！

　っておじさんに訳を話し、二人は山と積まれたスイカ達に目を向けた。

「え～～っと、どれだろ」

　わに太た朗ろうはスイカ達に顔を近づけた。

　どいつもこいつも悲しくなるくらい同じ顔をしてやがった。

　わに太朗には、どれがうちのスイカ君なのか見分けがつかなかった。

　かなでの美術の才能に敗北した。

「ねえ、かなで。どれだろ？」

「も～～、仕方ないですね」

　わに太た朗ろうに代わって、かなでがスイカ達に顔近づけた。

「アタシの作ったのはですね……………」

　どいつもこいつも同じ顔してやがった。

　かなでの美術の才能に、本人も敗北した。

　一いち抹まつの希望を胸に、スイカ売りのおじさんに意見を求めるけれども………。

「え？　スイカの違いなんか分かんないよ」

　ダメダメだった。

　二人は頭を抱え込んだ。

「ど～～しよ、かなで」

　泣きそうな顔で意見を求めるわに太朗に、かなでは言った。

「こうなったら最後の手段です」

　かなでの手には、吹き矢の竹たけ筒づつが握られていた。

　そして………………。
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「なに！　スイカドロボーだって!!」

　花はな滝たき邸の縁えん側がわにて、マコトが叫んだ。

「は、間違いないでござる」

　涼すず葉はが頷うなずいた。

「スイカ売りを眠り吹き矢で眠らせた後、荷車ごとスイカを盗んで行ったようでござる。実際、スイカが山やま盛もりの荷車を引っ張る忍にん者じや服ふくの娘と少年の姿が目もく撃げきされてるでござる」

「う～～～む」

　マコトは唸うなった。

　忍者服を着てる人物なんてそうはいない。だからその目撃証しよう言げんは間違いないだろう。

　にしても、そんな大量のスイカを盗むなんて………。

　マコトはしみじみと呟つぶやいた。

「あの二人、そこまでスイカ好きだったのか。知らなかったなー」

「忍しのびの術を盗みに使うなど言ごん語ご道どう断だん。拙せつ者しやは二人を捜し出しきつく叱しかることにするでござる。あと……」

　涼葉はどっかからスイカを引っ張り出した。その収しゆう納のう場所についてはものすごく疑問を覚えるとこだけど、マコトは突っ込まないようにした。

　忍にん術じゆつってそ～～ゆ～～もんだって最近では悟さとりを開いちゃってるのだ。そうじゃなきゃ同居生活なんて営めない。

「どうぞ、スイカでござる」

「スイカでござるって。ど～～したのこれ？」

「かなで達が歩いて行った道みち脇わきに落ちてたでござる。おそらく荷車から落ちたのでござろう」

「いいのかな？　うちのスイカじゃないかもしれない訳だろ？」

「かまわないでござる。スイカはスイカでござる。中身は同じでござる」

「ま、そりゃそうだろうけど」

「それでは」

　マコトにスイカを押しつけて、涼すず葉はは一いち礼れいするとしゅばって去って行った。

「お～～い、マコト。畑で取れたトマト持って来たぞトマト」

　縁えん側がわにやって来た花はな滝たきは、マコトに抱えられたシマシマ模も様ようで緑の奴やつに気がついた。

「お？　戻って来たのか？　そのスイカ」

「あのスイカかど～か分からないけど、一応」

「よし！」

　花滝は迷うことなく叫んだ。

「スイカ割りの続きをやろうぜ！」
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　ひまわり市外はずれの小さな公園。

　そこでは、かなでとわに太た朗ろうによる判はん別べつ作業が行われていた。

　と言ってたいしたことはしちゃいない。スイカに耳を当ててとんとん叩たたいて音を聞くっていうひどく原始的な作業だ。

「これは普通のスイカですね」

　かなでがスイカから耳を離すと首を横に振った。

「爆ばく弾だんでしたらこんなポコポコいい音はしませんもの」

　かなではそのスイカを横っちょに置いた。

「次をお願いします」

「かなで、これが最後の一つだよ」

　わに太朗がスイカを突き出した。

「最後の一つ………ということは」

　これまでのは全部スイカだった。つまり………。

「これが爆弾だと考えて間違いないですね」

「うん」

　スイカ爆弾を前に、二人はごくって喉のどを鳴らした。

「どうしよう？」

「とりあえず爆発しないようにしちゃいましょう。防水加か工こうはしてなかったはずだから、しばらく水につけとけば湿し気けって爆発しなくなるはずです」

「そ～～だね」

　二人は公園の水飲み場へと走った。そこの蛇じや口ぐちをひねると、じゃばじゃばとスイカ爆ばく弾だんに水をかけた。

「ふ～～、これで一件落らく着ちやくですね」

「うん」

　長い長い戦いが終わった。

　達たつ成せい感を胸に、二人が大きく息を吐き出したその時だった。

「見つけたでござるよ」

　今現げん在ざい一番聞ききたくない声が、後ろから聞こえてきた。

　涼すず葉はの登場だった。

「かなで、わに太た朗ろう殿！　忍しのびの技を泥どろ棒ぼうに使うなど言ごん語ご道どう断だんでござる！　何を考えてるでござるか！」

　涼葉は怒おこってた。間違いなく怒ってた。

「違うんです！」

　かなでは大声で無む実じつを主張した。

「これには重大な訳があるんです！　ほら、今だってこうやって爆弾が爆発しないように一生懸けん命めい………」

　かなではスイカ爆弾を指さし、そして言葉を止めた。

　あら？　でも、これって何だかスイカを冷やしてるようにも見えるわ。

　悪い予感は的中した。

　涼葉は、疑わしそうに目を細めておっしゃった。

「拙せつ者しやには、スイカを冷やしてるようにしか見えないでござるが」

「あ～～～やっぱりぃぃぃ」

「おとなしくスイカを返すでござる！」

　もうこうなったら仕方ない。

　かなでがスイカ爆弾を抱えると走り出した。

「今度は逃がさないでござる！」

　涼葉が追いかける。鍛きたえ抜ぬかれた脚きやく力りよくからなる超スピードだ。ぐーたら夏を過ごしてるかなでにはちょっと分が悪い。

「いや～～～」

「待つでござる！」

　しかし、そんな涼葉の前にわに太朗が両手を広げて立ちはだかる。

「わに太朗殿……」

　涼すず葉はは、腰の後ろの短たん刀とうに手を当てると、凄すご味みのある声で言った。

「いくらわに太た朗ろう殿と言えども、容よう赦しやしないでござるよ」

「ボ、ボクだって、手て加か減げんしないんだぞ！」

　わに太朗もおっかなびっくり背中の忍にん者じや刀とうに手をかけた。

　一いち陣じんの風が木この葉はを舞い上がらせた。

　木の葉が地面に落ちた瞬間、戦いは始まった。

　激しい攻防の中、刃やいばと刃がぶつかり合う音が断続的に響ひびく。それは、もはや人じん知ちを超えた戦いだった。

「くっ」

　一いつ端たん間合いを開けた涼葉は、強く歯は嚙がみし思った。

　この年にしてこの動き………血ち桜ざくらの頭とう目もくの名は伊だ達てではないでござるな。

「ううう」

　わに太朗も強く奥おく歯ばを嚙み締めて思った。

　え～～～ん、恐いよ～～～。

　緊きん迫ぱくした空気の中、ものすごく場違いな間ま延のび声が響いた。

「うわ～～～、二人ともすっご～～～い！」

　逃げもせず戦いを見物してるかなでに、二人は思わずずっこけた。

「かなで！」

　声変わり前の少年声ごえで、わに太朗が叫んだ。

「何のためにボクが涼葉姉ねえちゃんと戦ってるか分かってるの？」

「……………」

　かなでは少し考えた。そしてこっくり頷うなずいた。

　どうやら理解したようだ。

「それじゃ失礼しま～～～す」

　ひょこひょことかなでが逃げていく。もちろんそれを許す涼葉じゃなかった。

「待つでござる！」

　矛ほこ先さきが再びかなでに向かった。

「わに太朗様！　パス！」

　かなでがスイカ爆ばく弾だんを空高く放り投げた。わに太朗ががちっとそれを受けとめる。

「逃さないでござるよ！」

　涼葉が大地を蹴け飛とばした。さすがのわに太朗も両手が塞ふさがってちゃ対たい処しよ出来ない。体が小さいから小こ脇わきに抱えるってことが出来ないのだ。

「わに太朗様、こっちです！」

「うん！」

　スイカ爆ばく弾だんは再びかなでに投げられた。

　飛んで来たスイカ爆弾を、かなでは華か麗れいに受けとめた…………と思いきや、すかっと外した。

「あ！」

　白黒スローモーションの世界の中、ゆっくりとスイカが地面に向かって落っこちていく。

　もうどうしようもない！

　涼すず葉はも、わに太た朗ろうも思った。

　だけど奇き跡せきが起きた。

　かなでが、胸の谷間から例の道具（便器スポスポのついた鎖くさり）を引っ張り出すと勢いよく打ち出したのだ。

　地面すれすれで、吸きゆう盤ばんはスイカ爆弾に吸いついた。

　スイカ爆弾は無事にかなでの手の中に収まった。

　それは、思わず金メダルを投げつけたくなるような超ファインプレーだった。

　思わずわに太朗も涼葉も拍手してしまった。

　それがいけなかった。

　かなではのりやすい性格だった。

　おまけに、忘れっぽかった。

「えへへ、こんなもんですよ」

　両手で勝利のＶサインをしてみせた。

　その瞬間、スイカ爆弾のことは忘れていた。

　当然のことだけど、スイカ爆弾は落っこちた。

　ぐわっしゃ！

「あああああああああ！！！！」

　落っこちたことにも驚いたけど、別なことにも驚いた。

「こ、これって……これって………」

　ぱっかり割れたスイカ爆弾の中身は、真っ赤でジューシーなスイカだった。

　そう、スイカと見せかけた爆弾だと思われてたスイカは、実は本物のスイカだったのだ。

（ややこしいな）

「あ～～～～、これ本物のスイカですぅぅぅ！」

「ど～～して？　だってあとはみんな本物だったのに！　これが爆弾じゃないなんておかしいよ。そんなはずないよ。おかしすぎるよ！」

　二人の慌あわてぶりに、さすがの涼葉もちょっとおかしいぞって思った。

「待つでござる。それじゃもしかして本当にちゃぶ台の上にあったのは爆弾だったのでござるか？」

「うん、ボクが作った猫かぶり爆ばく弾だんにかなでが上手じようずに色を塗ったんだ」

「………………」

　掘り起こされたばかりのハニワのように涼すず葉はは押し黙った。

「さっき調べた中に爆弾があるってことかな？」

「いいえ、アタシがスイカの音を間違えるはずがありません。あそこにあるのは間違いなく全部本物のスイカです」

「それじゃスイカ爆弾はどこにあるの？」

「あ、ほら、ここに来る途中でリヤカーの後ろがバキって折れてスイカが転がっちゃったじゃないですか。あの時ですよ。拾い忘れたスイカがあったんですよ。それが爆弾なんですよ！」

「あ～～、かなで。わに太た朗ろう殿。ちょっと聞きたいのでござるが」

　涼葉が、とてつもなく青い顔して尋たずねた。

「その、スイカが荷車から落っこちた場所というのは、どこでござるか？」

「交差点のとこです。隣がちょっとした茂みになってるとこです。きっとあの茂みに隠かくれてて見落としちゃったんですね」

　涼葉はムンクの叫びになった。

「拙せつ者しやとしたことがぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

「ど、ど～～したんですか？　涼葉さん。いきなり大声を出して」

「い、急いでセンパイ殿の屋や敷しきに戻るでござる！」

「え？」

「早くしないと、マコト様がマコト様が……」
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「お～～し、右右。ああ、いきすぎだ。少し左だ左」

　凝こりない二人はまだスイカ割りをしていた。そしてまだ割れてなかった。

　御お世せ辞じにもスイカ割りの才能があるとは言えない二人だった。

「よし、そこでストップ。半はん歩ぽ前へ出る。よし、完かん璧ぺきだ。いいぞ」

　やれやれ、やっとか。

　マコトは息を吐き出すと、木ぼく刀とうを大きく振り上げた。

「おりゃ！」

　一ひと声こえ上げて、木刀を振り下ろそうとしたまさにその時。

「見つけたぞ！　春日かすがマコト！」

「え？」

　マコトは何だかものすごくいや～～な予感がした。

　見つけたぞ！　なんて言う方々は、あの方々しか思いつかなかった。

　そっと目め隠かくしに指をかけて引っ張り下ろすと、やっぱりあの方達だった。

　真っ赤な忍しのび装しよう束ぞくに覆ふく面めんの皆様。血ち桜ざくら忍にん群ぐんの下げ忍にんの皆様だ。

　フラッペを食べ終えた後、わに太た朗ろうを捜してうろうろしてたところを、たまたまマコトを見つけてしまい、せっかくだから殺やっとくかってことで登場して来たのだ。

「我らがこめかみの痛み、思い知れ！」

　言ってることはよく分からないけど、危険信号はビーコンビーコン音をたててる。

「よ、よりによってこんな時に！」

　下忍の一人がびゅんびゅん分ふん銅どうつきの鎖くさりを振り回すのが見えた。あんなのが直ちよく撃げきしたら頭が木こつ端ぱ微み塵じんになりそうだ。




　スイカ割り

　気づいてみれば

　頭あたま割わり

　　　　　　　マコトのなんとなく俳句その２




　笑えない一句だった。

　しかも何だか本当になりそうな一句だ。

「食らえ！」

　分銅が放たれる。しかし、それはマコトの頭を木端微塵にはしなかった。

　横っちょから飛んで来た鎖が、分銅を弾はじいたのだ。

　その鎖には、便器スポスポがくっついてた。

「かなでさん！」

　太陽を背中に、屋根の上に立つ二人のくノ一いちの姿があった。

「マコト様に危害をくわえる者は」

「アタシ達が許しません！」

　二人が同時に屋根を蹴け飛とばし、血桜の中へと飛び込む。

　ドカバキゴキグキャジュバ！

　下したっ端ばの下忍達に勝ち目はなかった。

「く、引け！　引け！」

　脱だつ兎とのごとく下忍達は逃げて行った。

「あ、ありがと……助かったよ」

「それよりマコト様、例のスイカは？」

「え？　スイカ」

「そうでござる！　拙せつ者しやが渡したスイカでござる！」

　何でまたスイカ一つにこんな本気になってるか分からなかったけど、マコトは地面を指さした。

「スイカならそこに…………」

　なかった。

「あれ？」

　やっぱりなかった。忽こつ然ぜんと消え失うせていた。

　マコトは目をぱちくりさせた。

「おかしいな。さっきまでそこにあったのに………ど～こ行っちゃったんだろ？」

「まさか、スイカ星せい人じんが仲間だと思って…」

　真剣な顔してバカなこと言うかなではきっぱり無視された。

「そうだ、花はな滝たきセンパイなら見てるかも！」

　希望を込めて縁えん側がわの花滝に目を向けるけれど………。

　花滝は倒れてた。

　しかも頭からだらだら血が流れてた。

　どうやら、忍にん者じや戦せんのとばっちりを食ってしまったようだ。

「花滝センパイ！」

　幸い生きてはいた。傷きず口ぐちを見たかなでいわく、分ふん銅どうが当たったとのことだ。ふんわりアフロがクッションになって救われたらしい。この髪かみ型がたも役にたつことあるんだってマコトはちょっと見直した。

　もちろん花滝はそんなだから、スイカの行方ゆくえなんて見てなかった。

「やっぱりスイカ星人の仕し業わざですよ」

　意気込んで言うかなでは、最後まで無視されていた。

　こうして、スイカ紛ふん失しつ事件は迷めい宮きゆう入いりした。
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　その夜、血ち桜ざくら忍にん群ぐんアジト。




「ふ～～、いい湯だったぜ」

　手て拭ぬぐいを肩に、血桜カバネ丸が歩いていた。

　廃はい工場の裏にドラム缶風ぶ呂ろが作られてて、そこで一っ風呂浴あびて来たのだ。

　風通しのいい高台にでも行って夜よ風かぜに当たろうかって思ったカバネ丸は、聞こえてくる賑にぎやかな声に気がついた。

　廃工場脇わきの広場から聞こえてくる。何やらわーわー下げ忍にん達が盛り上がってるようだ。

「何やってんだ？」

　ちょいとした好こう奇き心しんを覚えて、カバネ丸は足を進めた。

「お～～い、お前ら」

「あ、カバネ丸様！」

　下げ忍にん達は、やってた何かを中断して一同その場にかしずいた。

　体育会系けいだから上下関係はすっげえ厳しいのだ。

「ああ、別にいいぜ。そんな面めん倒どうくさいことしなくてもよ」

　鷹おう揚ように手を振ると、カバネ丸は尋たずねた。

「ところで、何してんだ？」

「スイカ割りでございます」

　下忍が答えた。事実、輪の中央にはスイカが一つ存在してた。

「カバネ丸様もいかがでございますか？」

「いや、オレはいいよ。ちょっと夜風に当たって来るからな。悪いな、楽しんでるとこ邪じや魔ましちまって」

「いえ、そのようなことは」

「じゃ～～な」

「お気をつけて」

　下忍一いち同どう深々と頭を下げた。

　背中を向け歩くカバネ丸の耳に、またわーわーきゃーきゃーといった声が聞こえてくる。スイカ割りが再開したのだろう。

「もっと右だ右！　ああ、左だ左！」

「よし、そのまままっすぐ！」

「もう一歩だ。あああ、ちょっと戻れ！」

「よ～～し、いいぞ！　そこだ！」

　熱気あふれるかけ声に、カバネ丸は軽く鼻息で笑った。

「あいつらはいっつも無む邪じや気きだよな。羨うらやましいことだ」

　と……………次の瞬間。

　ちゅど～～～～～～～ん!!

　壮そう絶ぜつな爆発音が、背後から聞こえて来た。

「な、何だ？」

　振り向いたカバネ丸の前に、どしゃって下忍が落っこちて来た。

「お、おい、どうしたんだよ」

　下忍は、かすれた声で言った。

「すいかどっかん」

　がくっ！

　下げ忍にんの意識は、そこで完全に途と切ぎれた。

「一体何なんだってんだ」

　謎なぞは解けそうもなかった。

　こうして、謎の爆発事件は迷めい宮きゆう入いりした。
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　それから、数日後。




「ただいまでござる」

　シャベル片手に涼すず葉はが春日かすが邸ていに戻ってくる……と。

「大変です大変です！」

　かなでが飛び出して来た。血けつ相そうが変わってた。

「かなで」

　涼葉は棚に載っけておいたお小こ言ごとを下ろしてきた。

「この前あれだけ武器や爆ばく薬やくは玩具おもちやではないと説明したでござるに、また」

「何だかよく分かりませんけどお説教なら後で聞きます。とにかく来てください！」

「こら、拙せつ者しやはこのシャベルを外の物置きに……」

　なんて声は華か麗れいに無視して、かなでは涼葉を引っ張って居間へとやって来た。

　そこには、腕を組んで考え込んでるマコトがいた。

　涼葉の顔を見ると、マコトは尋たずねた。

「なあ、涼葉。スイカを知らないか？」

「スイカ？」

「そ～～。この部屋に置いといたんだけど」

「知らないでござる」

「そうか……おかしいな」

　マコトはまた考え込んだ。

「一体ど～～したでござるか？」

「スイカが消えちゃたんです！」

　かなでが唾つば飛ばしまくりで叫んだ。

「マコトさんのお母さんが送ってくれたスイカなんです！」

「スイカ…………」

　涼葉は部屋を見渡した。スイカは見当たらなかった。

　買い物から帰ってきた時の記き憶おくを反はん芻すうしても、やっぱりスイカは見当たらなかった。

「きっとスイカ星せい人じんの仕し業わざですよ」

　まだしつこく言ってるかなでは無視して、マコトは裏の白い広告とペンを持って来た。

「とにかく、状況を整理してみよう」

　証言をもとに、時刻表が作られた。





ＰＭ１：30　涼すず葉は買い物に出かける

ＰＭ２：15　マコト母からスイカが届く

ＰＭ２：30　マコトとかなでがコンビニに出かける（スイカは居間に置いてある）

ＰＭ２：35　涼葉が帰宅（スイカはなし）

ＰＭ２：45　涼葉が外出（やっぱりスイカはなし）

ＰＭ３：30　マコトとかなでが帰宅、スイカ紛ふん失しつに驚く






「つまり、スイカは二時三十分から二時三十五分のたった五分間に消えてしまったということだ」

「たった五分であれだけのスイカを盗み出すなんて、やっぱり犯人はスイカ星人ですよ」

　確信を込めて言うかなでは、いつまでも無視され続けた。

「マコト様の母はは上うえがせっかく送ってくださったスイカを盗むなど、許せないでござる。この涼葉が何としてでも犯人を見つけだし取り戻してくるでござる」

　拳こぶしを握り締め涼葉は言った。スイカ泥どろ棒ぼうの犯人をぶっ殺しかねない気迫だ。

「いや、何もそんな熱くならなくたって」

　まあまあとマコトは声をかけた。

「そりゃ頭にはくるけど、たかがスイカなんだし」

「だけど、マコトさん。あんな珍しいスイカ買いたくたって買えませんよ」

「まあそうだけど。中身は普通のスイカだからな」

　二人の会話に、涼葉が「ん？」って顔をした。

「マコト様。珍しいスイカというのはどういうことでござるか？」

「え？　ああ、父さん母さんのいるパンチパパイヤ島ってとこの名物らしくてね、縞しまだらけスイカってスイカなんだ」

「縞だらけスイカ」

　何だかちょっとうさんくさい名前だ。

「縞なしスイカというのは聞いたことがあるでござるが、縞だらけスイカというのは……」

「その名前の通りだよ。全ぜん部ぶ縞なんだ」

「全部縞…………」

　涼葉は想像した。普通のスイカをだ。

　そのスイカにどんどこ縞を張り付けていくと。

　あれ……………。

「ま～～見かけは真っ黒い塊かたまりなんだけどね。最初見た時はボンバーマンの爆ばく弾だんかと思ったよ」

　あはははって笑うマコトの隣で、涼すず葉はは硬こう直ちよくしてた。

「ん？　涼葉、どうしたんだ？」

　目が点だった。口が三角だった。その口から魂たましいが逃げていきそうな様よう子すだ。

「お～～～い、涼葉」

　目の前で手をぴらぴら振ったら、涼葉はハッとして言った。

「せ、拙せつ者しやちょっと用事を思い出したでござる」

「は？」

「それでは失礼するでござる！」

　涼葉は一礼すると風のように去って行った。

　わからんちんの空気が流れた。

「何だありゃ」

　マコトが呟つぶやいた。

「さ～～～」

　かなでがぷるぷると首を振ってから、言った。

「それにしても、涼葉さんど～～してシャベルなんか持ってたんでしょう～～ね」

「さ～～～」

　二人は仲良く小こ首くびを傾かしげた。

　謎なぞは深まるばかりだった。




　それから数すう刻こく後ご。

　裏うら山やまで穴を掘る娘の姿があった。

「まさか、あれがスイカだったとは」

　涼葉だった。

　そう、スイカ紛ふん失しつ事件の犯人は涼葉だったのだ。

「てっきりかなでがまたおちゃらけて作った爆弾だと思って埋めてしまったでござる。早く掘り出さねば」

　えいこらえいこら掘った。

　だけどスイカは出てこなかった。

「我ながら、深い穴を掘ってしまったようでござるな」

　こうなったら仕方ないと、涼葉は懐ふところから爆薬を取り出した。

「少し荒あら療りよう治じでござるが、爆薬で土をふっ飛ばすでござる！」

　涼葉は慌あわてていた。

　だもんで、ちょっとしたミスをおかしてしまった。

　火をつけ距離を開けた後で、涼すず葉はは間違いに気がついた。

「しまったでござる！　使う爆ばく薬やくを間違えたでござる！　あれじゃ強すぎるでござる！」

　火を消そうと慌あわてて駆け出したけど、時すでに遅すぎた。

　どっか～～～～ん！！！

　大量の土が爆ばく風ふうに巻き上がり、落ちてきた。

　悲しいことに、その中にはスイカも含まれてた。

　マコトの言葉通り、中身は真っ赤な普通のスイカだった。

「あはははは」

　涼葉は壊れた笑いを響ひびかせた。

「スイカどっかん。あはははあ」

　しばし壊れててから、なんとか自じ力りきで立ち直った。

　辺りをきょろきょろと見渡す。幸い目もく撃げき者はいないようだ。

　涼葉は無言で穴を掘り始めた。

　穴あな掘ほり穴掘り。

　穴あな埋うめ穴埋め。

　スイカの破は片へんは土の下へと葬ほうむられた。ミミズさんやオケラさんが大喜びだろう。

「ふ～～これで大丈夫でござるな」

　涼葉は頰ほおに流れる汗を拭ぬぐった。

　それから、マコト宅がある方向へ目を向けると、深く頭をさげた。

「も～～し訳ないでござる！」

　こうして、縞しまだらけスイカ紛ふん失しつ事件は迷めい宮きゆう入いりした。





ちゃんちゃん
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　　　　　１




『納のう涼りよう！　子供きもだめし大会！』




　電柱に貼はられたそんな貼り紙がみを、マコトは眺ながめてた。

　時は夜の七時を回ったところだ。夏の太陽もすっかり沈み辺りは薄暗くなってる。

「小学校の時だっけ、最後にきもだめしに行ったのって」

　クラスの連れん中ちゆうとこのきもだめし大会に来てたことを思い出した。

　好きな女の子が一緒でひどくドキドキしたことも思い出した。

　その女の子の前でみっともなくキャ──って悲鳴を上げちゃったことも思い出した。

「あの時は、死んじゃいたいと思ったもんな」

　若かりし頃の思い出にマコトが苦にが笑わらいした時だ。

「あ、マコトさん何してるんですか！」

　って声とともに少し前を歩いてたかなでがぱたぱたとやって来た。

「早く行きましょ～～よ。きもだめし」

　マコトの手を摑つかむとぐいっと引っ張った。

　そう、何を隠かくそうこれからこのきもだめし大会に参加しようってとこなのだ。

　もちろん、言い出しっぺは血ち桜ざくらかなでその人だ。

　つい先日、スーパーの掲示板にポスターが貼はられてるのを見つけてからもう彼女の頭の中ではきもだめしフィーバーが大だい炸さく裂れつ。

　行きたい行きたい行きたいですぅぅって駄だ々だをこねまくって、こうして夕暮れの街に繰り出すことになったって訳なのだ。

「楽しみですね。きもだめし。どんなお化けさんが出てくるんですかね」

　かなでが満まん面めんの笑みで言った。

　わくわくわくわくわくわく。

　そんな音が聞こえてきそうな顔だった。

　マコトはやんわりと忠ちゆう告こくした。

「かなでさん。あんまし期待しちゃダメだよ。所しよ詮せんは町内会のきもだめし大会なんだから。しかも子供向けの。いいとこハリボテなんだから」

　ってマコトの言葉も、かなでには聞こえちゃいなかった。

「一いつ反たんもめんかな？　ぬりかべかな？　子こ泣なきじじいとか砂かけばばあとか出てくるかも」

　頭の中はお化けや妖よう怪かいで一いつ杯ぱいのようだ。

「かんばり入にゆう道どうかもしれないし。あ、べとべとさんって可能性もありますね。意い表ひようをついてひょうすべとか」

　しかもちょっとマニアックだ。

「だからあんまり期待して行くほどのもんじゃないってのに」

　苦く笑しようしながら、マコトは肩越しに振り返った。

「なあ、涼すず葉は」

　てっきり涼葉も呆あきれてるとばっかし思っていた。

　いつもみたいに、かなでのこと「へっ」て顔して見てると思ってた。

　だけど違ってた。何だかものすごく深しん刻こくな顔して電柱のポスターを見つめてた。

「ま、マコト様」

　涼葉は、深刻な顔のままマコトに言ったもんだ。

「ほ、本当にこのようなもののけが出るのでござるか？」

　すがるような瞳だった。

[image: ]

　マコトは思わず吹き出した。

「そんなことある訳ないって。町内会のお化け役の人達が驚かすだけだよ」

「そうでござるか」

　ほっと胸を撫なで下ろす涼すず葉はだけど……。

「あ、でもアタシ、スーパーで聞いちゃいました。たま～～に、本物が出ることがあるって」

「ああ、確かにそんな噂うわさもあったな。きもだめしコースの古い墓地で本物の人ひと魂だまを見たとか本物の幽ゆう霊れいが出たとか何とか」

　かちかちかちかちかちかちかち。

　水着で南極大陸に放り出されちゃった人が奏かなでそうな音が聞こえた。

　首を動かすと、涼葉が真まっ青さおな顔でぶるぶる震えてた。カチカチ音は涼葉の歯の音だ。

　ごく普通の感性してたら、蒲ふ団とんをしいてあげたくなることは間違いない。

　一応、マコトは辺りを見渡した。当たり前だけど蒲団は転がってなかった。

「涼葉、どっか具合でも悪いのか？」

「いえ、そうではないでござる。どうか気になさらずに」

　とは言うけれど、いくらがんばったって気になってしまう。

　と、かなでが大声を上げた。

「あ～～～、分かりました！　涼葉さんってばお化けが恐いんだ！　だから…」

　かなではそれ以上喋しやべれなかった。

　丸めたハンカチが口に押し込まれたからだ。

　手て練だれの涼葉による一瞬の早はや業わざだった。

「な、何をバカなことを。拙せつ者しやがそんなお化けなぞ恐がるはずがないでござる！　噓うそじゃないでござるよ！」

　強く強く主張した。

「本当でござるよ！」

　激しく激しく主張した。

「本当の本当でござるよ！」

「う、うん」

　鬼き気き迫せまりまくってる姿に押されて、マコトは半歩後あとずさってコクリと頷うなずいた。

「さ、マコト様。ちゃっちゃと行くでござるよ。そのきもだめしとやらに。拙者楽たのしみでござるよ。はっはっは」

　ぎこちない笑いを響ひびかせて、涼葉はさっさと歩いていく。

　見てて痛々しいもんがあった。

「涼葉の奴やつ、苦にが手てなら苦手だって言えばいいのに。かなでさんもそう思うでしょ？」

　軽く鼻で「フン」って笑ってから、マコトはかなでに目を向けた。

　かなではまだハンカチを口に突っ込んでもがもがやってた。

「かなでさん！　大丈夫？」

　苦く悶もんの表情でかなではＶサインを作ると、ゆっくりと口に手を突っ込んだ。

　そしてするすると万ばん国こつ旗きを出した。

　ど～～です？　すごいでしょ？

　涙の滲にじんだ瞳がそんなことを語ってた。

　マコトはぱちぱち拍手した。

　かなでは満足気に頷うなずくと、ぱったりと倒れた。

　酸さん欠けつだった。

　マコトは、ため息交まじりに言った。

「何もそんな体を張って芸をしなくてもいいのに……」
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　きもだめしコースを、小学生のグループが歩いてた。今いま時どきの少年少女の皆様だ。

　と、突とつ如じよ茂みがざわめく。

「？？？」

　足を止めた少年少女達の前に、そいつは姿を現した。

　堂々たる体たい軀くの入にゆう道どうだ。しかもその顔にはぱっちり開くお目め目めが三つもついてる。三つ目入道だ。

「食べちゃうぞ～～～」

　入道は両手を高く上げて少年少女を見下ろした。

　だけど、少年少女は逃げなかった。恐がりもしなければ驚きもしなかった。

「へっ」って鼻で笑った。

「まったく、子供騙だましだよね」

「本当本当、こんなんで僕らが恐がると思ってるんだもん」

「最近の小学生を嘗なめてるとしか思えないよ」

「僕らを驚かせようと思ったらせめてハリウッド並みの特殊メイクしてくれなくちゃ。こんなハリボテなんかじゃ驚きたくたって驚けないよ」

　言いたい放題だ。

「みんなそんな言うなよ。中身の人だって一生懸けん命めいやってんだからさ」

「そ～～だよな。町内会の仕事とはいえこんな恥ずかしいこと我慢してやってるんだもんな」

「可愛かわい想そうだから、恐がってあげようよ」

「賛成！」

　少年少女はそう結論を出すと、そろって三つ目入道を見上げた。

　そして異い口く同どう音おんにハモった。

「わ～～、びっくりした」

　そして少年少女は去って行った。

　三つ目入にゆう道どうだけが残された。

　独りぼっちの三つ目入道に、夜よ風かぜがぴゅ～って吹きつけた。

　寂しすぎるくらい寂しい光景だ。

　三つ目入道は、がっくりと膝ひざを落とした。

「むなしい。むなしすぎるぞ」

　その三つ目の頭に手をかけるとずぼって引き抜く。その下から現れたのはヒゲもじゃのいかつい顔だ。

　血ち桜ざくら忍にん群ぐん副ふく頭とう目もく、血桜虎牙ベンガルその人だ。

「何が悲しくてわしがこんなことを………」

「仕方ないですよ。虎牙様」

　しゅばってやって来た傘かさのお化けが言った。

　もちろん作り物だ。

　その下したっ端ば口く調ちようから推測するに中身は下げ忍にんだろう。

「工事の監督さんに頼まれちゃ断れませんよ。それにほら、バイト料だって弾はずむって言ってたじゃないですか。仕事だと思って割り切ってやるしか」

「分かってはおる。頭では分かっておるのだが………なんて言うかな。子供に冷さめた目で見つめられる度たびに何かこうむしょ～～～にむなしくなってくるのだ」

　虎牙ははあって特大のため息を吐き出した。

「わしらは血桜忍群だぞ！　その名を聞いただけで誰もが恐れおののき泣き漏らすと言われし凶きよう悪あく忍にん者じや集団なのだぞ！」

　ああ、あの頃は恐がられてたなぁって虎牙は目を細めた。あの頃ってのはもちろん五百年前のことだ。

　ものすごく遠い目をしちゃってる虎牙に、傘かさ化ばけは同情するような声をかけた。

「気持ちは分かりますけど、昔を懐なつかしんでたって仕方ありませんよ。前向きにがんばりましょうよ。わに太た朗ろう様も元気にがんばってますし」

「そ、そうだ！　わに太朗様もこの屈くつ辱じよく的な仕事に堪たえておられるのだ。わしが腐っていては申し訳がないではないか！」

　誉ほめられるべき体育会系けい根こん性じようで、虎牙は立ち上がった。

　忍者の忍にんは忍にん耐たいの忍。

　今は亡なき鯱しやち肌はだ丸まるの言葉を思い出し、虎牙はしみじみと嚙かみ締めた。

　ニンジャのニンはニンジンのニン。




　わに太た朗ろうが口ずさんでた言葉もついでに思い出しちゃったけど、そっちは嚙かみ締めないようにした。

　虎牙ベンガルは、掌てのひらに忍にんって文字を三回書くとそれをゲロンって飲み込んだ。

「よし…」

　気持ちも新たに三つ目入にゆう道どうをやろうとハリボテに手を伸ばす虎牙。

　と、思い出したように傘かさ化ばけに目を向けた。

「ところで、半はん介すけよ」

「虎牙様。拙せつ者しやは吾ご作さくです。半介はちょうちんお化けをやってます」

「お、そうか。まったく、紛まぎらわしい格かつ好こうをしおって」

　いつもだって下げ忍にんはみな同じ格好で紛らわしいんだけど、そこんとこの突っ込みを入れたら身も蓋ふたもなくなるから入れないことにする。

「で、吾作。わしに何か用事か？　お前の受け持ちは入り口の方だろ」

「え、ああ、実はですね。ちょっとお知らせしたいことがありまして」

「何だ？」

「ちょっとお耳をご拝はい借しやく」

　傘化けは、虎牙の耳元に口を近づけた。

　ごにょごにょごにょごにょごにょ。

「です」

「なに～～～！」

　鼻息も荒くし、虎牙が叫んだ。

「春日かすがマコトと草くさ影かげのくノ一いちとかなでが来ているだとぉぉぉ!!」

「はぁ、寺の境けい内だいのトイレに行こうとしたら受付に並んでいるのを見つけました。とりあえず虎牙様にお知らせしようと思いまして………いかがなさいましょうか？」

「………………くっくっく」

　虎牙は笑った。口の中で笑った。とっても悪者チックに笑いをこぼした。

「飛んで火にいる夏の虫とはこのことかもしれんぞ、吾作よ」

「ということは、殺やられるのですか？」

「当たり前だ。ここにはわに太朗様もいらっしゃられるのだからな。こんな好機、なかなかないぞ」

「では、早さつ速そく下忍達を集めて総そう攻撃を……」

「止めておけ。お前達が束になったところで、草影のくノ一は破れん。まぁ、かなでの方はあれだが………」

　虎牙は思わず口ごもった。

　強いんだか強くないんだかよく分からん血ち桜ざくらかなで。だけど、いくら何でもそりゃあないだろってことを無意識でやっちゃうことはご近所じゃ有名な話だ。

「とにかく、こちらもそれ相そう応おうの忍しのびを繰り出さねばなるまい」

「と言うと………」

「幸い、ここに来ているではないか。あやつらが……」

「ま、まさか！」

　傘かさ化ばけが戦せん慄りつした。まあハリボテしてるから表情はちっとも変わらないけど、ピキーンって何か頭んとこに光が走る演出が入った。

　虎牙ベンガルは言った。

「火ひ達磨だるま三兄弟だ！」

「やはり、あの三人に……」

　傘化けはその場でブルブルと震えた。

「三人にこのことを伝えろ！　春日かすがマコトらを仕し留とめろとな！」

「ぎょ、御ぎよ意い！」

　傘化けは一いち礼れいするとしゅばってその場を去って行った。

「くっくっく、どうやら今こ宵よいは月夜に咲いた血ち桜ざくらを拝おがめそうだな」

　なんて悪者っぽい台詞せりふを口にして、虎牙は笑った。

「ぬわーっはっはっはっはっは………」

　笑いが止まったのは、きもだめしの少年少女がすぐ後ろに来てるのに気がついたからだ。

　虎牙は慌あわてて両手を持ち上げた。

「食べちゃうぞ～～～」

　ってやってから気がついた。

　しまった！　面をつけ忘れているではないか！

　思わず舌した打うちした虎牙だったけど………。

「きゃ～～～～～～！」

「うわ～～～～～～！」

「ぎゃ～～～～～～！」

　尻の穴に火のついたダイナマイトを突っ込まれたかのような勢いで、少年少女は逃げて行った。

　三つ目入にゆう道どうにはちっとも恐こわがらなかった現代の少年少女達だったけど、虎牙の素す顔がおにはおおいにＫＯされたようだ。

「…………わし、そんなに顔恐いのか？」

　ちょっと落ち込む虎牙だった。




　その頃、わに太た朗ろうはというと。




「ばあ！！！」

　出口付近の茂みの中から、わに太た朗ろうはばあって飛び出した。

　その格かつ好こうはカッパだ。今夜のために作ってもらったのだ。

「食べちゃうぞ～～～」

　ターゲットは大きなお姉さん達だ。たまたまきもだめしに参加してた女子大生のお姉さん方だ。

「いや～～～～～ん！」

　お姉さん方は悲鳴を上げた。

　やった、恐がらせたぞってわに太朗は思った。

　だけど、ちょっと違ってた。

「かわい～～～～!!」

　たちまちわに太朗はお姉さん方のオモチャにされてしまった。

「カッパちゃん。抱だっこしてあげるよ抱っこ」

「ちょっと、みかつん！　独り占めはずるいって。あたしにも抱っこさせてよ」

「いや～～ん、ほっぺがぷくぷくしてる～～」




　そんな光景を、影から見詰める二人がいた。

　蛇じや腹ばら兄妹。蛇へびを首に巻き付けたちょっとマニアックな兄妹、オロチとミカゲだ。

「わに太朗様にあのような無礼なマネを、羨うらやまし………じゃなくって！　許せないわ！」

　背中の忍にん者じや刀とうを引き抜こうとするミカゲを、オロチが鋭く制止した。

「落ち着けミカゲ。わに太朗様は大切な仕事の最さ中なかなのだ。邪じや魔まをしてはならん」

「し、しかし兄さん！」

「別に危害を加えてるふうでもない。今しばらく様よう子すを見よう」

「…………」

　ミカゲは静かに頷うなずくと、視線をまたわに太朗に向けた。

　わに太朗はまだお姉様方のオモチャにされてた。抱っこされて頰ほおをすりすりされてた。

　ミカゲは懐ふところから取り出した小こ布ぬのを嚙かみ締めて引っ張った。

「キー、何よ何よ！」
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「うん、まさしくきもだめしって感じだよな」

　ぼんやりと光る提灯ちようちんに照らされる小こう路じ、そこを歩きながらマコトは呟つぶやいた。

「早くお化けさん出て来ませんかね」

　わくわくわくわく。

　相変わらずかなでからはそんな音が聞こえて来た。

「だからさ、そんなに期待しない方がいいってば。所しよ詮せんは町内会のお化け大会なんだから」

　かなでは聞こえていないようだった。ずんちゃかずんちゃかスキップなんか踏みながら歩いてる。

「お化けさん出ておいで。こっちの水は甘いぞ～」

　なんて歌なんぞも歌ってた。

　ため息一つ吐き出してから、マコトは肩越しに振り返った。

　かなでとは対照的なオーラをまとった涼すず葉はがいた。

　どんよりどよどよ。

　そんな音が聞こえてきそうだ。

「なぁ、涼葉。苦にが手てだったら別に来なくてもいいんだぞ。出口んとこで待っててくれれば」

「な、何を言ってるでござるか！　マコト様！」

　涼葉はチャンネルを替えたように笑い飛ばした。

「そんな恐いなどある訳がないでござる。冗じよう談だんは止めて欲しいでござるよ」

　その時だった。どしゃって音がして、脇の提灯ちようちんが落っこちた。

「ひぃぃ！」

　涼葉の口からそんな悲鳴が漏れた。

「糸が切れて提灯が落っこちただけだよ。そんなに恐がることないって」

　マコトは、苦しそうにこうつけ加えた。

「だからその………手を離してくれるとありがたいんだけど……」

　涼葉は気がついた。自分がマコトにしがみついちゃってるって事実にだ。しかも力一いつ杯ぱいにだ。首くび締じめ状態だ。

「し、失礼したでござる！」

　慌あわててマコトから離れた涼葉は、あたふたと言い訳をした。

「違うでござるよ。拙せつ者しやは決して恐かった訳じゃないでござるよ。何事かと思い跳んだ先にたまたまマコト様がいただけでござるよ。ただそれだけでござるよ。あはは」

　相変わらずいっぱいいっぱいの笑みだった。

「さ、先を急ぐでござる。どんな化ばけ物ものが出てくるか楽しみでござるな」

　いっぱいいっぱいの笑いを響ひびかせながら、ちゃっちゃか歩いていく。

「涼葉さんってば意地っぱりですよね」

　かなでが呟つぶやいた。

「筋すじ金がね入っちゃってるんだろうな」

　マコトはつけ加えた。

「きっと超ちよう合ごう金きんの」




　その忍しのびは、茂みの奥に潜ひそんでいた。

　真っ赤に染まったモヒカン刈りの頭。そして忍にん者じや服ふくの背中に刺し繡しゆうされた『一いち日にち一いち爆ばく』という文字。

　血ち桜ざくら忍にん群ぐん中ちゆう忍にん、火ひ達磨だるま三兄弟が三男、血桜爆ばく発はつ太た郎ろうその人だ。

　火か薬やくを扱わせたら右に出るものはいないと噂うわさされる忍びだ。

　一日一回は火薬の匂においを嗅かがないと発はつ狂きようしてしまう困った忍びだ。

　ちなみに、次男の名前は血桜大おお山やま火か事じ燃もえ造ぞう。長男の名前は血桜木こつ端ぱ微み塵じん之の介すけと言う。

　誰がつけたか分かんないけど、つけた奴やつは相そう当とう精神がまいってたのだろう。

「きききききき、火の玉を飛ばすのにも飽きていたところだったさ」

　奥おく歯ばを擦こすり合わせて、爆発太郎は笑った。

　その手には巨大な筒が握られていた。材質はものすごくレトロだけど、ど～～見たってそれはバズーカ砲ほうだった。

「さあ、来るがいい。春日かすがマコト」

　茂みの中でがっちょんってバズーカを構えて、爆発太郎は目を細めた。




「このままではやばいでござる……」




　涼すず葉はは口の中で呟つぶやいた。

　実は何を隠かくそう、涼葉はお化けとか妖よう怪かいといった類たぐいが大の苦にが手てだったのだ。

　これもみな、幼い頃のトラウマのせいなのだ（どんなトラウマなのかは秘密）。

　頭では出てくるのは作り物のお化け達だって分かってるのだけど、突然出てこられたらパニックを起こしてしまう。それほど精神状態は不安定だ。

　どうすればマコト様に無ぶ様ざまな姿をさらけ出さずにすむのか。

　涼葉は考えた。そして結論を弾はじき出した。

　何か出て来そうな気配があったら事前に対処するべし！

　これしかないでござる！

　涼葉はぐもももって拳こぶしを握り締めた。

　がさごそ！

　少し前方の茂みでそんな物音がした。

　涼葉は迷うことなく、懐ふところから眠り吹き矢を取り出すとプッて吹いた。

「何やってるんですか？　涼葉さん」

「いや、何でもないでござるよ」

　吹き矢の筒を背中に隠して、涼葉はぎこちなく笑った。

「さ、先を急ぐでござるよ」

　涼すず葉はを先頭に、三人は茂みを通り過ぎた。

「にしても、何も出てこなかったよな」

「そうですよね。なにか出て来てもおかしくない茂みだったのに」

「き、きっと疲れて眠ってしまったのでござろう」

　涼葉がそらっとぼけて笑った。

「さ、先を急ぐでござる」




　それから先も、涼葉は全く同じ方法で対処した。

　それから二回、吹き矢を吹いた。

　血ち桜ざくら大おお山やま火か事じ燃もえ造ぞう。

　血桜木こつ端ぱ微み塵じん之の介すけ。

　出番すらなかった（おいおい）。
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「何だと？　火ひ達磨だるま三兄弟が不ふ戦せん敗ぱいだと？」

　虎牙ベンガルがいかつい顔を歪ゆがめた。

　いかつい顔をここまで険けん悪あくに歪められる人もなかなかいないだろう。ある意味では貴重な人材だ。

「ど～～ゆ～ことだ？」

「はぁ、三人ともよっぽど疲れてたのか、待機してた茂みの中でぐーすか眠りこけてました。起こそうとみんなでがんばったんですけどちっとも起きないんです」

「く～～、よりによってこんな時に居い眠ねむりするなどと」

　虎牙はぎちぎちと奥おく歯ばを嚙かみ鳴らした。

　火達磨三兄弟に食らわされるであろう鉄てつ槌ついを想像し、傘かさ化ばけはぶるぶるって震えた。

「で、春日かすがマコト達は何をしておる？」

「はあ、墓地の横道辺りをぶつくさ文句を言いながら歩いてます」

「文句？」

「はあ、ど～～してきもだめしなのにお化けが出てこないのかって」

「…………………………そうか、その手があったか」

　虎牙の口からそんな一言が漏れた。

「よく考えたらこれはきもだめし、お化けが出てきて当たり前ではないか」

「あの、虎牙様、どうかしたのですか？」

「吾ご作さく、今夜、そのもののけの格かつ好こうで出て行ったらみんなはどう反応した？」

「はあ、大たい抵てい笑いながら通り過ぎて行きましたけど。中には同情して驚いたフリをしてくれる人もいました」

「…………お前もつらい思いをしたんだな」

　先ほどのことを思い出し、虎牙ベンガルはちょっと落ち込んだ。

　だけど、落ち込んでる場合じゃないってことでぐもももって盛り上がった。

「きもだめしという状況の中、もののけに扮ふん装そうした人物が姿を現したところで誰も違い和わ感かんは覚えん。むしろそれが自然なのだ」

「なるほど」

「奴やつらもきっと油ゆ断だんするに違いない。そこを………」

「ブスッですね」

「そうだ」

　虎牙は壮そう絶ぜつな笑みを浮かべた。

「もののけの格かつ好こうのまま全員で強きよう襲しゆうせよ！　わしも行くぞ。三つ目入にゆう道どうの格好でな」

　虎牙は三つ目入道のお面をかぶった。

「ふっふっふっふ、今度こそこの闇やみに血ち桜ざくらを咲かせてみせようぞ」

　虎牙は笑った。ものすごく笑った。

　バリバリバリ。

　ハリボテが割れた。大おお口ぐち開けて笑ったからだ。

　洒落しやれにならないくらい恐い顔が、月明かりの下に晒さらされる。

　ちょっとした沈ちん黙もく。

「虎牙様は、お留る守す番ばんですね。その顔見たら笑えませんもの」

「だ～～～～～!!」

　虎牙が傘かさ化ばけを張り倒した。

　ばちこーんばちこーんばちこーん！

　八やつ当あたりだった。
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「お化けさんちっとも出て来ませんね～」

　かなでは文句をぶ～たれた。

「こんなんじゃきもだめしになりませんよ。ただの夜のお散歩ですよ」

　おたふく風か邪ぜにかかったフグみたいな顔してむくれてるかなで。

「まーまー、かなでさん」

　なんてなだめてはいるけど、マコトだってちょっと首を傾かしげてた。

　もうきもだめしを始めてからけっこう時間がたっている。ゴールだってそんな遠くないはずだ。

　なのに…………何も起こらない。

　お化けのおの字も出て来やしない。

　何かがおかしい。

　普段さっぱり働かないマコトの第六感が、何やらビリビリ震えていた。

　だけどその何かが何なのかまではさっぱり分からない。たいして役に立たない第六感だ。

「何か問題でも発生したのかな？」

　その呟つぶやきに、涼すず葉はがびくって反応した。

「そ、そんなのは考えすぎでござるよ。マコト様。きっと休憩時間とかでござるよ。きっとそうでござるよ。うんうん」

　心の底から必死って感じに、涼葉はぺらぺらと喋しやべくった。

「さ、こんな所で止まってても仕方ないでござる。行くでござるよ」

　涼葉の一言で、三人が歩き始めたまさにその時だった。

『うらめしや～～～～～～～！』

　夜風に乗って、そんな声が聞こえてきた。

　涼葉の表情が、ピシリと音をたてて凍りついた。

　そんなことはアウトオブ眼中で、かなでは顔を輝かせた。

「やった、お化けさんの登場です！」

　かなでの言葉通り、お化けさんは出てきた。

　茂みの中から提灯ちようちんお化けが這はい出し、墓石の陰から傘かさ化ばけが飛び出す。一つ目小こ僧ぞうやのっぺらぼうなんかもいる。ろくろ首やぬり壁なんかもだ。

　ぬっぺほふへやサザエ鬼なんかもいた。ちょっとレアすぎる選択だろう。

　どいつもこいつも子供が思わず笑っちゃうようなハリボテのお化け達だ。

　だけどかなでは気にしないようだ。わーいわーいって無む邪じや気きに喜んでる。

　リアリティーに関してはあまり深くは求めないようだ。

　幸せになる秘ひ訣けつってのはああいう人間になることかもしれん。

　なんてしみじみ思いながら、マコトはお化け達に目を向けた。

　お化け達はまだ出て来てた。

　ぞろぞろぞろぞろ出て来てた。

　後から後から出て来てた。

　お化けフィーバーだ。確かく率りつ変動で連チャンモードに当たってしまったようだ。

　マコトは首を傾かしげた。

「何でこんなに一度にたくさん出てくるんだ？」

　とうとう広場はお化けで一いつ杯ぱいになってしまった。

　マコトはつい先せん日じつ見たホラー映画を思い浮かべた。

　若者達が迷い込んだ街にて、ゾンビがわしゃわしゃ出て来て襲おそわれてしまうっていう映画だ。

　ただまあ、出てくるのがハリボテのお化け達だからこれといって恐怖は感じなかった。

　問題があるとしたら一つだけだろう。

「…………道、塞ふさがっちゃったな」

　苦にが笑わらいしながら涼すず葉はを見たマコトは、思わず絶ぜつ句くした。

　涼葉の顔色は真まっ青さおに染まってて、何か全身が小こ刻きざみに震えてた。瞳どう孔こうだって開いてるようだ。

「お～～ぃ、涼葉。大丈夫か？　お～い」

　涼葉の目の前で掌てのひらをぴらぴら振った。

　その直後だった。

「きゃああああああああああああああああ」

　鼓こ膜まくが破れるんじゃないかって悲鳴が夜の墓地に響ひびき渡った。

　悲鳴と同時に、涼葉の手から無数の手しゆ裏り剣けんが放たれた。

　実に悲しいことに、それはほんの始まりに過ぎなかった。




「なにぃぃぃぃ！！！　全ぜん滅めつだと！」

　林の中で必死に三つ目入にゆう道どうのハリボテを直してた虎牙ベンガルは、その報告に驚きの声を上げた。

「何な故ぜだ！　もののけの格かつ好こうで出て行ったのだろ？　奴やつらは油ゆ断だんしなかったのか？」

「かなでと、春日かすがマコトは油断してました。あははなんて無む邪じや気きに笑ってました。ところが……」

　ボロボロになった傘かさ化ばけが、搾しぼり出すようにして言った。

「草くさ影かげのくノ一いちが、何故かいきなり突とつ然ぜん悲鳴を上げながら襲いかかってきて……」

　傘化けはそこまで言うとばったりと倒れた。

「くぅぅぅぅ」

　虎牙は奥おく歯ばを嚙かみ締めた。

「こうなったらこのわしが……」

　修理の終わった三つ目入道のお面をかぶり立ち上がる…………だけど……。

「虎牙ぅ！」

　しゅばって現れたのはカッパのわに太た朗ろう君だ。

「ボク、眠くなっちゃったから帰るね」

　それだけ言うと、カッパ君はしゅばって消えた。

　三つ目入道だけが残された。

　独りぼっちの三つ目入道に、夜風がぴゅ～って吹きつけた。

　わに太朗がいなくなってしまった今、マコトらを勝手に襲うことは許されない。

「くのぉぉぉぉぉぉぉぉ」

　三つ目入にゆう道どうのお面を脱ぎ捨てるとそれをくしゃくしゃにまるめて口に投げ込んだ。

　がしがし嚙かんでごくりと飲み下す。

「え～～い、このままですむと思うなよ春日かすがマコト！」

　壊れた笑みを浮かべながら懐ふところに手を突っ込んだ。

　取り出されたのは糸のついたこんにゃくだ。

　とっても素す敵てきにぷるぷるしてる。

「こいつでぺろんと顔を撫なでてやる！　くくく、気持ち悪いぞ！」

　こんにゃく片手にぐふぐふ笑ってる虎牙ベンガルに、傘かさ化ばけがかすれた声で言った。

「虎牙様………せこいです……」

　虎牙は笑うのを止めた。

　自分がいかに情なさけないことをしようとしてたのか気がついてしまったからだ。

　だけど、傘化けごときに言われたのがむしょうに腹が立った。

「だああああああああ!!」

　虎牙は倒れてる傘化けを摑つかみ上げるとぶっ叩たたいた。

　他の何物でもない。こんにゃくでぶっ叩いた。

　びたこ～～んびたこ～～～ん。

　夜の墓地に、気持ち悪い音が響ひびいた。




　　　　　６




「しかしま～、まいったもんだ」

　帰りの道すがら、マコトは呟つぶやいた。

「まさかあんなことになるなんて…」

　あんなことってのは、最後に起こったあの出来事だ。

　バーサーカー化した涼すず葉はがお化けの皆様を丁てい寧ねいにぶちのめしちゃった事件だ。

「涼葉さん。やっぱりお化けが苦にが手てだったんですね。あんなパニック起こしちゃうくらいに」

「まさかあそこまでとは思わなかったけどな」

　心の底からため息を吐き出してから、マコトは肩越しに背中を見た。

　涼葉がいた。お化けをぶちのめした後に、ぱったり倒れちゃったのだ。

　だからマコトがおんぶしてるのだ。

「にしても、あのお化けの人達って、どこの誰なのかな？　係の人に聞いてもよく分からないって言うし。後で謝りに行かなきゃって思ったのにな」

「いいんじゃないですか。別に何も言ってなかったって話ですから。きっと丈じよう夫ぶな人達なんですよ」

　何なんにも考えずかなでがおっしゃった。まあかなでが何も考えずに発言することはいつものことだけど。

「気の毒なことしちゃったな。お化けの人達には」

　罪ざい悪あく感かんってのがまだしくしく痛んでるマコトに、かなでがもじもじしながら寄ってくる。

「ところで、マコトさん」

　かなでは、上うわ目め遣づかいにマコトのこと見上げた。

　街灯に照らされたその仕し種ぐさは、何だかものすごく色っぽかった。

　おりしもかなでの格かつ好こうは露出の高い夏服だ。しかも谷間だってくっきりはっきりだ。

　青少年のマコトはすぐにドキドキ村のドキドキ村長さんになった。

「アタシ、お願いがあるんですけど」

「な、何かな」

　素す敵てきにキョドってるマコトに、かなでは元気に言った。

「この先に、コンビニあるじゃないですか」

「……あるけど」

「アイスクリームとか食べたいな～～なんて」

　マコトは、ほんの少しだけ感じた青春って奴やつに別れを告げた。

　ま、かなでさんだもんな。これが一番しっくりくるよ。

　苦にが笑わらいしながら、マコトは言った。

「別にい～よ。アイスくらい買ってあげるよ」

「本当ですか！」

　かなでの顔が１００万ドルに輝いた。しょっちゅう連発する安い１００万ドルだ。

「それじゃアタシ、先に行ってます。どれにするか決めなくちゃいけないんで」

　早口にそれだけ言うと、風のようにかなでは去って行った。

　普段はくノ一いちとは思えないくらいのったりしてるかなでだけど、こ～ゆ～時だけは恐ろしく素早い。

「やっぱ幸せになる秘ひ訣けつってのはあそこにあるかもしれん」

　マコトがしみじみと呟つぶやく……と。

「ん………ん」

　背中にもぞもぞって感かん触しよくが走った。

「あ、涼すず葉は。起きた？」

「ま、マコト様！」

　しばしの絶ぜつ句くの後、涼葉の口からこんな言葉が漏れた。

「すみませぬ。無ぶ様ざまな姿をさらけ出してしまい」

「無様？」

　マコトは首を傾かしげた。

「どうして……無ぶ様ざまなんだ？」

「あんな作り物のもののけごときに激しく狼ろう狽ばいし……」

　恥ずかしさと自己嫌けん悪おの嵐あらしに巻き込まれてる涼すず葉は。

　そんな涼葉に、マコトは言った。

「そんなに恥ずかしがることないと思うけどな」

　そして何気なく、こうつけ加えた。

「女の子なんだし」

「え？」

「いや、別に女の子はお化けとかを恐がるべきだとかそういった押しつけがましい考えを持ってるとかそういうんじゃなくて。ただまあ一般論としての話であって……」

　ごちゃごちゃとしたマコトの話を、涼葉は聞いてなかった。

　女の子って言葉が、涼葉の頭の中で大爆発を起こしてた。

　拙せつ者しやが…………女の子。

　マコト様は、拙者のことを女の子だと。

　こんな拙者のことを………。

　涼葉の顔がトウガラシ色に染まった。
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「こ、今夜は暑いでござるな」

　慌あわてふためいて、思わずそんなことを口走る。

「そうかな、いつもよりは過ごしやすいと思うけど、あ、そっか。このままじゃ暑いか」

　マコトはよいこらしょと屈かがみかけた。涼すず葉はを下ろそうとしたのだ。

「あああああああああああ」

　涼葉が声を上げた。

「マコト様！　もう少しだけ……」

　蚊かの鳴くような声で囁ささやいた。

「もう少しだけ、このままでいさせて欲しいでござる」

　真っ赤に染まった顔を見られるのが恥ずかしかったのだ。

　もちろん、そんなところに気がつくマコトじゃない。

「疲れてるよな。別にい～よ」

　マコトは笑いながらよいこらしょと涼葉を背負い直した。

「さ、急ごうか。かなでさんがコンビニでヨダレたらして待ってるからさ」

　歩き出すマコトの背中に、涼葉はそっと頰ほおをくっつけた。

　そして、静かに目を細めた。




　一方その頃、かなでは……。




「うわ～～」

　コンビニでヨダレを流してた。

　冷蔵ケースの中には、素晴らしく魅み力りよく的なアイス達が肩を並べている。どいつもこいつもかなでのこと誘ゆう惑わくしてた。

「よ～し、決めた。このアイスにしよっと！」

　って一つを指さし叫ぶけど………。

「あ～～、でもこっちも捨て難がたいぃぃぃ」

　って別のアイスを指さす。

「あ～、でもこっちのもすっごくおいしそうですぅ」

　なんてことが延々と続いてた。

「う～～ん、どんなにがんばってもこの三つからは絞しぼれませんね～」

　かなではう～むって考え込んだ。

　とてつもなく深しん刻こくな顔だ。授業の時だってこんな顔は見られない。

　かなでの脳のう味み噌そがフルスピードで回転した。

　テストの時だってこんな回転はしない。

　そして答えを弾はじき出した。

「そうです！」

　かなでは満まん面めんの笑みで叫んだ。

「マコトさんと涼すず葉はさんにアタシが選ばなかったアイスを買ってもらいましょう。そうすればちょこっと味見させてもらえるから」

　なんて素す敵てきな考えなのかしらってかなではその場でスキップを踏んだ。

　だけど、すぐにまた深しん刻こくな顔に戻る。

「問題は、どれをアタシのにするかってことですね。一番たくさん食べたいのはどれかしら？」

　三つを見比べたかなでは、あう～～って泣きそうな顔になった。

「ダメですぅぅ。決められません」

　思し案あんはまた振り出しに戻った。

　人類滅めつ亡ぼうのその日まで、終わりそうもなかった。





第十四話　おわり　












　　　にん吉にん美のおまけコ～ナ～




声『にん吉きち』

声『にん美みの』

二人の声『おまけこ～な～』




　煙とともに二人が現れる
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にん吉『どうも皆さんこんにちは。血ち桜ざくら忍にん群ぐん下げ忍にんの血桜にん吉です』

にん美『同じく、血桜忍群下忍の血桜にん美です。よろしくね』

にん吉『このコーナーは視し聴ちよう者から伝でん書しよ鳩ばとで寄せられたおハガキを紹介し、また質問にお答えしようというコーナーです。二回もやってしまったので、こうなったら最終巻まで続けようということになりました。ついにレギュラーです』

（拍手）

にん美『気合いを入れていつも以上にしゃべりまくりたいと思います』

にん吉『それでは、最初のお便りから。福井県出身のトニー福ふく井いさん、二十一歳さいの方からの質問です。今週はどんな質問が来るのか楽しみです』




★『電撃ｈｐで三巻は長編をやるって言ってたのにどうしてやらないんですか？』




にん吉『……………………』

にん美『……………………』




　どろんどろんどろんどろん










　　　あとがき




　世の中には二種類の物書きがいる。

　プロットを作ってうまくいく物書きと、プロットを作ってうまくいかない物書きだ。

　どうやら僕は後者の方らしい。

　ど～もプロットを作るというのが苦にが手てなのだ。

　だから、執しつ筆ぴつ前にプロットの打ち合わせをするっていう作家さんの話を聞いたりすると、大したもんだ～なんて感心してしまったりする。

　そりゃ、僕だっておおまかな設計図ってのは作る。だけどその設計図で打ち合わせなんかしたら大変だ。

　１００パーセントの確かく率りつで設計図通りにいかないからだ。




「あ、ここは面めん倒どう臭くさいから省はぶいちゃお」

「あ、ここは書きにくいから変えちゃお」

「あ、何か気分が乗らないからこの話止めちゃお」




　なんてこと続けることしばらく。

　出来上がった時には設計図とはまるっきり違うものになってしまってるから驚きだ。

　やっぱり遺い伝でん子しのせいなんだろうか？

　う～～～む。




　とゆ～訳で、今回も設計図とガラっと変わって出来上がってしまいました。

　当初の予定じゃ長編だったはずなのに、ど～してか夏の話特集になってしまいました。

　まあ、こ～ゆ～夏の話は好きなので、いっかな～なんて思ってます。

　こ～ゆ～のもいっかなんて言ってくれる方がいたらありがたいです。

　ではではでは。


阿あ智ち太た郎ろう









　追つい伸しん





その１　近所のラーメン屋で食べた冷やし中華にキャビアが載ってた。感動して食べた。

　　　　後日、それがキャビアじゃなくてとんぶりだってことを知った。

　　　　………騙だまされた！　って言うかとんぶりって何だ？

その２　夏はスイカばっか食べてました。カブト虫の気分でした。

その３　だからお腹なかもたくさん壊しました。
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阿あ智ち太た郎ろう

１９７８年の10月３日、長野県の南のほ～～～で生まれた。あちこち引越してたけど、今は東京都の西のほ～～～で暮らしてる。夢は南のほ～～～の島で釣りをしながらのんびり暮らすこと。スイカが好き。
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イラスト／宮みや須す弥み

ゲーマーでイラストレーターで漫画描き。主な作品に『僕の血を吸わないで ザ・コミック』（電撃文庫）、『女神天国』（電撃コミックＥＸ）などがある。
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いつもどこでも忍２にんにんニンジャ③




日に本ほんの夏なつ、血ち桜ざくらの夏なつ








阿あ智ち太た郎ろう
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